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な
の
は
水
の
入
替
え
だ
。

　

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
、
こ
の
濾
過
水
槽
だ
。

プ
ラ
ン
タ
ー
と
プ
ラ
ケ
ー
ス
の
二
重
構
造
。

自
然
環
境
に
近
い
水
槽
が
出
来
上
が
る
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

水
槽
の
代
わ
り
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
う
。

　

一
回
り
大
き
い
プ
ラ
ケ
ー
ス
に
プ
ラ
ン
タ
ー

を
入
れ
る
。
プ
ラ
ケ
ー
ス
の
高
さ
は
プ
ラ
ン
タ

ー
よ
り
も
浅
く
す
る
。

　

プ
ラ
ケ
ー
ス
の
高
さ
が
水
面
の
高
さ
に
な
る
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
鉢
底
ネ
ッ
ト
を
入
れ
、
赤

玉
土
な
ど
を
底
に
敷
く
。
上
か
ら
水
を
入
れ
る

と
、
土
を
通
っ
て
鉢
底
か
ら
水
が
流
れ
、
外
の

プ
ラ
ケ
ー
ス
に
水
が
溜
ま
る
。

　

材
料
は
、
百
円
均
一
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

底
に
穴
を
あ
け
、
二
重
構
造
に
す
れ
ば
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
水
槽
で
も
で
き
る
。　

実
践
前
と
後

4
　

外
で
メ
ダ
カ
を
飼
育
し
て
い
た
時
に
、
雨
で

増
水
し
メ
ダ
カ
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
二
重
構
造
の
濾
過
水
槽
は
、
メ
ダ
カ
が

流
れ
ず
に
飼
育
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年

①

プ
ラ
ン
タ
ー
（
植
木
鉢
）

②

鉢
底
ネ
ッ
ト

③

プ
ラ
ケ
ー
ス

④

赤
玉
土
（
メ
ダ
カ
の
土
な
ど
）

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2メ
ダ
カ
な
ど
の
水
の
生
き
物
の
飼
育
で
大
変

微差力
教師の

千
葉
式
濾
過
水
槽
で
メ
ダ
カ
を
飼
お
う

上
か
ら
減
っ
た
分
を
継
ぎ
足
す
だ
け
で
あ
る
！　

ほ
と
ん
ど
水
を
替
え
る
必
要
は
な
い
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
一
小
学
校

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

▲プランターを使った濾過水槽
プラケースでの二重構造がポイント

プランターをプラケースへ
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１　

子
供
は
黒
板
に
書
く
こ
と
が
大
好
き

　
授
業
中
、
子
供
た
ち
が
板
書
す
る
場
面
で
あ

る
。
こ
の
指
導
は
、
一
年
生
に
も
変
わ
ら
ず
行

っ
て
い
る
。
一
年
生
に
は
、
入
学
後
、
文
字
指

導
が
進
ん
で
き
た
五
月
頃
か
ら
、
黒
板
に
字
を

書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

例
①
　
黒
板
テ
ス
ト

　
ま
ず
、
七
名
程
度
を
一
グ
ル
ー
プ
に
し
て
、

黒
板
前
に
立
っ
て
も
ら
う
。

　
そ
し
て
、
お
題
の
文
字
を
黒
板
に
貼
り
、
一

斉
に
そ
の
文
字
を
書
い
て
も
ら
う
。

　
そ
の
後
、
一
人
ず
つ
文
字
を
点
検
す
る
。

　
こ
う
す
る
と
、
文
字
の
書
き
順
ま
で
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
。
丸
を
も
ら
っ
た
子
供
は
、
文
字
学

習
へ
の
興
味
が
倍
増
す
る
。

　
ま
た
黒
板
消
し
は
使
わ
な
い
で
一
発
で
書
く

こ
と
も
条
件
に
し
て
い
る
。

　
黒
板
テ
ス
ト
は
、
平
仮
名
は
も
ち
ろ
ん
、
片

仮
名
で
も
漢
字
で
も
応
用
可
能
で
あ
る
。

　
黒
板
テ
ス
ト
は
と
て
も
好
評
で
あ
る
。
黒
板

に
書
く
楽
し
さ
と
、
み
ん
な
に
見
ら
れ
て
い
る

緊
張
感
、
そ
し
て
先
生
に
評
定
し
て
も
ら
う
ド

キ
ド
キ
感
が
理
由
で
あ
る
。

例
②
　
濁
音
の
付
く
文
字
さ
が
し

　
平
仮
名
学
習
が
進

む
と
、
濁
音
、
拗
音

等
の
特
殊
文
字
に
進

ん
で
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
文
字
を

含
む
言
葉
集
め
を
す

る
際
、
そ
れ
ら
の
言

板書術・
ノート術

超凄腕

大
阪
府
泉
佐
野
市
立
第
二
小
学
校

勇い
さ
み

和か
ず

代よ

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

一学
期
、一年
生
で
も
、

ど
ん
ど
ん
板
書
さ
せ
よ
う
！

黒
板
は
、
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
で
あ
り
、
知
識
を
共
有
す
る
場
で
あ
る
。
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葉
を
黒
板
に
板
書
し
て
も
ら
う
。
言
葉
の
横
に

は
、
自
分
の
名
前
も
書
く
。

　
名
前
は
、
答
え
よ
り
も
小
さ
く
書
く
こ
と
。

ま
た
、
文
字
は
み
ん
な
が
見
や
す
い
よ
う
に
丁

寧
に
書
く
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

例
③
　
文
を
書
く

　
文
字
の
次
は
、
文
を
書
く
指
導
に
入
る
。

　
最
初
は
、
黒
板
に
文
字
を
書
く
の
に
時
間
が

掛
か
る
が
、
徐
々
に
速
く
書
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。

例
④
　
似
て
い
る
漢
字

　
子
供
た
ち
に
黒
板
に
書
か
せ
る
授
業
を
続
け

て
い
る
と
、
文
字
や
言
葉
に
興
味
を
も
つ
子
供

が
増
え
る
。

　
三
学
期
に
「
に
て

い
る
か
ん
字
」
と
い
う

教
材
が
あ
る
が
、
そ

の
時
に
は
、
一
年
生
で

は
習
っ
て
い
な
い
文
字

ま
で
興
味
を
も
っ
て

書
く
子
供
が
増
え
た
。

２　

板
書
で
子
供
の

思
考
を
ま
と
め
る

「
大
き
な
か
ぶ
」
の

向
山
洋
一
氏
の
追
試

で
あ
る
。

　
ね
ず
み
が
引

っ
張
っ
て
抜
け

た
ん
だ
か
ら
、

ね
ず
み
が
一
番

力
持
ち
だ
よ
ね
。

　
こ
の
あ
と
、
天

秤
を
使
っ
た
実
験

を
し
、
力
の
強
さ

を
可
視
化
す
る
。

そ
し
て
、
主
題
を

考
え
る
。（『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

二
〇
二
二
年
七
月

号
小
学
一
年
国
語

の
実
践
参
照
）



大成功の
絵画工作
授業

4

お
ば
け
大
集
合

ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
遊
び
ー

身
近
な
材
料
で
多
様
な
発
想
を
生
み
出
す
。

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

強
そ
う
な
お
ば
け
、
か
わ
い
い
お
ば
け
、
と

ぼ
け
た
お
ば
け
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
ば
け
が

登
場
。

　

つ
く
っ
て
遊
ぶ
教
材
の
一
つ
で
あ
る
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
色
画
用
紙　

◯
封
筒
（
例
：
角
形
６
号
）　

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
半
分
程
度
、
水
を
入
れ
る
）

◯
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊　

◯
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
準
備
す
る

２　
封
筒
を
準
備
す
る

３　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
封
筒
を
か
ぶ
せ
る

４　
色
画
用
紙
で
お
ば
け
を
つ
く
る

⑴　

お
ば
け
の
土
台
を
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る
…
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
か
ぶ
せ
た
封
筒
の
形
を
じ
っ

と
見
る
。
そ
の
形
か
ら
お
ば
け
の
土
台
と
な

ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
遊
び
ー

身
近
な
材
料
で
多
様
な
発
想
を
生
み
出
す
。

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

強
そ
う
な
お
ば
け
、
か
わ
い
い
お
ば
け
、
と

ぼ
け
た
お
ば
け
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
ば
け
が

　

つ
く
っ
て
遊
ぶ
教
材
の
一
つ
で
あ
る
。

◯
色
画
用
紙　

◯
封
筒
（
例
：
角
形
６
号
）　

◯
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
半
分
程
度
、
水
を
入
れ
る
）

◯
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊　

◯
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

３　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
封
筒
を
か
ぶ
せ
る

　

お
ば
け
の
土
台
を
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る
…
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
か
ぶ
せ
た
封
筒
の
形
を
じ
っ

と
見
る
。
そ
の
形
か
ら
お
ば
け
の
土
台
と
な
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る
形
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
色
画
用

紙
を
ち
ぎ
っ
て
そ
の
形
を
つ
く
る
。
思

い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
取
り
あ
え

ず
（
思
い
切
っ
て
）
色
画
用
紙
を
ち

ぎ
っ
て
目
の
前
に
置
く
。

⑵　

条
件
を
確
認
す
る
…
目
と
口
は
最
低

限
つ
く
る
部
品
と
す
る
。

⑶　

お
ば
け
の
土
台
と
な
る
形
を

見
て
、
次
ど
う
す
る
か
を
考
え

る
。
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が

思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
そ
れ

を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い

と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。

⑷　

そ
の
他

の
部
品
を

つ
く
る
。

⑸　

封
筒
に

取
り
付
け

る
（
糊
や

ま
ん
ま
る

テ
―
プ
な

ど
で
）。

る
形
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
色
画
用

紙
を
ち
ぎ
っ
て
そ
の
形
を
つ
く
る
。
思

い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
取
り
あ
え

ず
（
思
い
切
っ
て
）
色
画
用
紙
を
ち

ぎ
っ
て
目
の
前
に
置
く
。

　

条
件
を
確
認
す
る
…
目
と
口
は
最
低

限
つ
く
る
部
品
と
す
る
。

　

お
ば
け
の
土
台
と
な
る
形
を

見
て
、
次
ど
う
す
る
か
を
考
え

る
。
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が

思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
そ
れ

を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な
い

と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。

　

そ
の
他

の
部
品
を

つ
く
る
。

　

封
筒
に

取
り
付
け

る
（
糊
や

ま
ん
ま
る

テ
―
プ
な

ど
で
）。

■多様な発想に関する事例　作品／福島学院大学学生



28 国語 入学後２か月の１年生が熱中する
言葉集めと詩づくり 	 平田千晶

29 算数
「あわせていくつ　
ふえるといくつ」 	 宮森裕太

30 国語 「スイミー」	 村上　諒

31 算数
1000という数を視覚化し、
量感をつかませる	 勇　和代

32 国語 物語文教材「まいごのかぎ」
	 大川雅也

33 算数
「一万をこえる数」	
生活体験を活用！	 大井隆夫

34 国語 「つなぎ言葉のはたらきを知ろう」	 吉川たえ

35 算数
わり算の筆算⑴
	 太田政男

36 国語 「古典の世界（一）」暗唱に至るステップ	 田中修一

37 算数
活動と共に褒めながら比例関係を導く
３つのステップ	 利田勇樹

38 国語 情報と情報をつなげて
伝えるとき 	 富樫僚一

39 算数
数直線を活用した面積図の指導法
	 菅野祐貴

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　折本ちはる
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　五十嵐貴弘
54　高山佳己
55　高橋理人
55　寺田真紀子
56　加藤三紘

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　尾川智子
58　石坂　陽
59　田中健太
60　松下隼司
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　菅野祐貴
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　小宮孝之
66　吉永順一
67　林　健広

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　奥田嚴文

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　井戸砂織

社会貢献活動への 
取り組み

77　桜木泰自

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 震災復興の願いを実現する政治
（第１時） � 太田政男

41 社会 震災復興の願いを実現する政治
（第２時） � 太田政男

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「魔の６月」を乗り切る授業� 堀田和秀

43 英語 Unit3 My Weekend
� 青木翔平

44
オンライ
ン

学年打合せの時間が激減！「Google	
ドキュメント」を今すぐ導入しよう� 許　鍾萬

45 情報活用 Miroで「用例の収集」という学び方を教える②〜「分類」編 � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 社会 自然災害に対する備え
� 進士かおり

47 理科 化学電池の導入実験
� 松浪由起

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「AIを活用した実践の提案方法」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

つまらない形式は打破しよう

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　勇　和代

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第58回　A　向山洋一

No.570

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈学校の悪習をどう改革したか〉 	
14　発達障害の子供に地獄となる悪習は、まずクラスから変えていく	 小嶋悠紀
15　共通項を減らし、オプションを増やそう	 長谷川博之
16　板書の開放 　堀田和秀　／「めあて」と「まとめ」 　髙橋　享
17　形式的な挨拶　福本修也　／　ノートチェック　伊藤拓也
18　その子に合った宿題 　本澤　航　／　忘れ物への対応　平田千晶
19　学級通信を出す 　平松靖行　／　学級委員決め　山本一也
20　五色百人一首をやる 　佐々木翔平　／　「帰りの会」をしない　利田勇樹
21　怒鳴らない生徒指導　手塚美和　／　「黙々掃除」をやめる 　西田真衣子
22　黒板の開放　大森雄一 　／　時間前に休み時間にする　後藤隆一
23　授業中のトイレ・水飲み　金木瑛実加　／　授業中の鉛筆削り　松島博昭
24　テスト中の丸付けと返却   田中悠貴 ／ テスト・ドリルは学年で決める   林　健広
25　パソコンの持ち込み　竹内進悟　／　休み時間のタブレット　守屋遼太郎
26　Googleアンケートフォーム　塩谷直大　／　ChatGPTの活用　森口菜美
27　定時に退勤したい	 許　鍾萬
27　自主的な研究授業をやりたい 	 日戸勇希

授　業

学級経営

生徒指導

休み時間

校　則

評　価

ICT

勤　務

研　修

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「生成AI」についてのまとめ� 谷　和樹
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス v 4 8 r u p
（ブイ・よん・はち・アール・ユー・ピー）

共通パスワード
※有効期間： 2024年5月15日～

2024年8月14日

AIを活用した実践の提案方法

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL6

TOSSメモを活用した情報整理術

令
和
6
年
5
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
570
号

発
行
人
：
向
山
洋
一
　編
集
人
：
向
山
洋
一
　発
行
：
教
育
技
術
研
究
所
　〒
１
４
２
ー
０
０
６
４
東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育

６
月
号
２
０
２
４

教
育
技
術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
６
月
号
２
０
２
４

特
集
・
つ
ま
ら
な
い
形
式
は
打
破
し
よ
う

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 つまらない形式は
打破しよう

令和6年5月15日発行（毎月1回15日発行）第570号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

雨上がりの虹
なんかいいことありそう！
雨上がりの虹
なんかいいことありそう！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「あひるのあくび」 算数　「たし算のお話をつくる」
小学2年　国語　「スイミー」 算数　「1000という数」
小学3年　国語　「まいごのかぎ」 算数　「一万をこえる数」
小学4年　国語　「つなぎ言葉のはたらき」 算数　「わり算の筆算」
小学5年　国語　「古典の世界」 算数　「比例関係を理解させる」
小学6年　国語　「情報と情報をつなげる」 算数　「面積図の指導法」

中学校の授業実践
社会　「自然災害に対する備え」
理科　「化学電池の導入実験」

6
2024

No.570
June

教育技術研究所

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!
なんかいいことありそう！なんかいいことありそう！なんかいいことありそう！なんかいいことありそう！なんかいいことありそう！なんかいいことありそう！

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

子供たちがのびのびする指導
第58回

　
新
聞
の
テ
ー
マ
は
何
だ
っ
て
い
い
の
で
す
。

「
僕
た
ち
新
聞
」「
私
た
ち
新
聞
」
み
た
い
な
も

の
や
、
あ
る
い
は
「
ま
ん
が
新
聞
」
だ
っ
て
か

ま
い
ま
せ
ん
。

　
子
供
た
ち
が
や
り
た
い
と
思
う
テ
ー
マ
な
ら

ば
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
取
り
組
む
ん
で
す
か
ら
。

　
も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
が
や
っ
た
こ
と
に
対

し
て
、「
よ
く
や
っ
て
い
る
」
と
か
「
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
」
と
か
、
褒
め
て
や
り
ま
す
。

　
完
成
し
た
ら
、
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
も
褒

め
て
や
り
ま
す
。「
す
ご
く
い
い
な
あ
」「
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
。

　
ち
な
み
に
、
子
供
た
ち
を
褒
め
る
こ
と
に
対

し
て
は
、「
全
員
褒
め
た
か
な
」
と
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
全
員
、
一
か
月
か
二

か
月
に
一
回
く
ら
い
は
褒
め
ま
す
。
そ
れ
は
、

意
識
し
な
い
と
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
識
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
特
に
、
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
み
ん
な
褒

め
て
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
何
か
書
い
て

や
る
と
、
子
供
は
必
ず
、
帰
っ
て
か
ら
親
に
見

せ
ま
す
。
す
る
と
子
供
は
親
に
褒
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
親
も
担
任
を
い
い
先
生
だ
と
言
う
に

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
信
頼
関
係
の
中

で
、
子
供
た
ち
が
の
び
の
び
し
て
い
く
ん
で
す
。

　
子
供
た
ち
が
の
び
の
び
す
る
よ
う
な
指
導
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
向
山
学
級
で
は
子
供
た
ち
が
の
び
の
び
し
て

い
て
、
女
の
子
が
男
の
子
よ
り
の
び
の
び
と
元

気
が
よ
か
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち

が
の
び
の
び
す
る
よ
う
な
教
師
の
働
き
か
け
は

あ
り
ま
す
か
。

　
子
供
た
ち
が
楽
し
ん
で
取
り
組
む
活
動
を
さ

せ
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
班
ご
と
に
新
聞
づ
く
り
を
し
よ

う
」
な
ど
の
提
案
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、「
ど

の
班
も
自
分
た
ち
で
研
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
決

め
て
み
よ
う
」
な
ど
と
働
き
か
け
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
る
か
は
学
年
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
自
主

的
に
で
き
る
こ
と
を
さ
せ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
行
う
活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち

は
助
け
合
っ
た
り
教
え
合
っ
た
り
、
指
示
し

合
っ
た
り
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
に
つ
い
て
の
ま
と
め

『
９
歳
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い　

Ａ
Ｉ
を
味
方
に
つ
け
る
方
法
』（
マ
イ
ク
ロ
マ
ガ
ジ
ン
）
韓
国
や
台
湾
か
ら
も

出
版
の
問
合
せ
が
来
て
い
ま
す
。
日
本
の
子
供
た
ち
に
も
、
も
っ
と
読
ん
で
ほ
し
い
本
で
す
。　

大
切
な
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

①　

個
人
情
報
を
入
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
な
ど
を
、
学
校
で
も
き
ち
ん
と

教
え
る
こ
と
。

②　

Ａ
Ｉ
が
ど
う
い
う
仕
組
み
で
動
い

て
い
る
か
、
で
き
る
だ
け
科
学
的
に

理
解
す
る
こ
と
。

　

そ
う
し
な
い
と
、
使
い
方
を
間
違
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
、
取
り
組

む
べ
き
問
題
だ
。

　

い
ず
れ
社
会
に
出
て
い
く
子
供
た
ち
に
、

今
の
段
階
で
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
禁
止
し
て

も
意
味
が
な
い
。
そ
れ
よ
り
、

　

今
の
う
ち
か
ら
真
剣
に
考
え
て
お
く
べ
き

だ
ろ
う
。

　

そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
書
い
た
の
が
、
私

が
監
修
し
た
『
９
歳
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い

Ａ
Ｉ
を
味
方
に
つ
け
る
方
法
』
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
よ
う

な
便
利
な
も
の
は
使
う
べ
き
だ
。

　

飛
行
機
も
、
自
動
車
も
、
と
て
も
便
利
だ

が
、
事
故
な
ど
の
危
険
性
は
あ
る
。

　

ハ
サ
ミ
の
よ
う
な
、
子
供
が
使
う
文
房
具

で
さ
え
、
一
〇
〇
％
安
全
で
は
な
い
。

　

で
も
、
使
う
方
が
圧
倒
的
に
便
利
だ
。

　

問
題
は
、

危
険
性
を
知
ら
な
い
で
使
う

こ
と
な
の
だ
。

一　

生
成
Ａ
Ｉ
を
も
っ
と
使
お
う

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
書
い
て
き
た
。

　

こ
こ
で
、
い
っ
た
ん
ま
と
め
て
み
よ
う
。

結
論
と
し
て
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
学
校
で
も
、
も
っ
と
使

う
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
無
制
限
に
使
う
の
で
は
な
い
。

子
供
た
ち
が
使
う
に
は
年
齢
制
限
も
あ
る
。

　

ル
ー
ル
を
ち
ゃ
ん
と
踏
ま
え
た
上
で
、

子
供
た
ち
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
理
解
さ

せ
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

で
い
る
。常
に
更
新
さ
れ
て
、よ
り
よ
く
な
っ

て
い
く
。

２　

生
成
Ａ
Ｉ
の
短
所

①　

間
違
っ
た
情
報
を
出
す

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
間
違
え
る
。
間
違
っ
た
情
報

や
お
か
し
な
デ
ー
タ
を
学
ん
で
し
ま
う
と
、

結
果
も
正
し
く
な
ら
な
い
。

②　

個
人
情
報
が
漏
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る

　

生
成
Ａ
Ｉ
に
自
分
の
名
前
や
住
所
な
ど
の

大
切
な
情
報
を
教
え
る
と
、
そ
れ
が
他
の
人

に
知
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
大
切

な
情
報
は
入
力
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。

③　

依
存
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
と
て
も
便
利
な
の
で
、
つ
い

頼
り
す
ぎ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
自
分

の
頭
を
使
っ
て
考
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
大
切
だ
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆　
　

レ
ス
を
使
っ
て
登
録
す
れ
ば
、
誰
で
も
利
用

で
き
る
。

　

一
三
歳
以
下
は
使
え
な
い
が
、
大
人
が
使

う
の
を
見
せ
な
が
ら
「
原
理
」
を
教
え
る
こ

と
は
で
き
る
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
人
間
を
相
手
に
し

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
会
話
が
で
き
、
様
々

な
こ
と
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。

二　

生
成
Ａ
Ｉ
の
長
所
・
短
所

　

こ
こ
で
簡
単
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
長
所
と
短

所
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

授
業
の
際
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆　
　

１　

生
成
Ａ
Ｉ
の
長
所

①　

新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

　

正
し
く
訓
練
さ
れ
た
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
た
く

さ
ん
の
情
報
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
新
し
い

も
の
を
作
る
。

②　

た
く
さ
ん
の
情
報
を
も
と
に
し
て
い
る

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
た
く
さ
ん
の
情
報
か
ら
学
ん

で
い
る
た
め
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

③　

常
に
学
ん
で
い
る

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
新
し
い
情
報
を
常
に
学
ん

①　

正
し
い
使
い
方

②　

便
利
な
使
い
方

③　

安
全
な
使
い
方

　

こ
れ
ら
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
発
表
さ
れ
た
の
は
二

〇
二
二
年
十
一
月
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
わ
ず
か
四
日
で
百
万
人
、
二
か

月
で
一
億
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
し
た
。

Google

は
一
億
人
に
な
る
の
に
六
年
半
、

Instagram

は
二
年
半
か
か
っ
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
い
か
に

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
広
が
っ
て
い
る
か
分
か
る
。

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
項
目
が
並
ん
で
い
る
。

　

ど
れ
を
選
べ
ば
い
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な

い
。
ア
プ
リ
も
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
、
ど

れ
を
使
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
の
場
合
は
、
現
時
点
で
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
、
ま
ず
は
無
料
で
使
う
の
で
十
分
だ

と
私
は
思
う
。
そ
れ
に
慣
れ
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
使
っ
て
い
け
ば

い
い
だ
ろ
う
。

　

無
料
だ
が
登
録
は
必
要
だ
。
メ
ー
ル
ア
ド

『９歳から知っておきたい AI
を味方につける方法』（谷和
樹監修　マイクロマガジン社）
価格：1,650円　四六判　208頁
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つ
ま
ら
な
い
形
式
は
打
破
打
破
し
よ
う

特集

13   2024. 6

一�

　
先
輩
に
は
理
解
さ
れ
な
い
け
ど
、私
は
や
っ

て
い
ま
す

T
O
S
S

−

S
N
S
で
募
集
を
し
ま
し
た
。

【
教
え
て
】
先
輩
に
は
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
け
ど
、
こ
れ
や
っ
て
ま
す
。

先
輩
の
先
生
に
は
、「
や
め
ろ
」
と
か
「
よ

く
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
本
当
は
や
り
た
い
、
実
は
や
っ
て
い

ま
す
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

い
や
、
も
の
す
ご
い
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

二
　
学
校
は
規
制
だ
ら
け
な
の
で
し
ょ
う
か

驚
い
た
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
教
師
の
と
こ
ろ
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ

さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

「
持
っ
て
こ
さ
せ
な
い
で
、
教
師
が
見
に
行
き

な
さ
い
」
と
い
う
、
管
理
職
か
ら
の
指
導
で
す
。

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
と
、
ま
だ
で
き
て

い
な
い
子
が
残
さ
れ
て
可
哀
想
だ
か
ら
、
と
い

う
の
で
す
。

　
給
食
は
必
ず
完
食
す
る
。

子
供
も
教
師
も
、
必
ず
完
食
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　
授
業
中
の
ト
イ
レ
、
水
飲
み
禁
止
。

ト
イ
レ
と
水
分
補
給
で
す
。
こ
れ
が
自
由
で

な
い
学
校
も
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

い
ず
れ
も
信
じ
が
た
い
話
で
す
。

三
　
I
C
T
活
用
も
進
ま
な
い

日
本
の
一
人
一
台
端
末
整
備
率
は
世
界
で
も

高
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
活
用
は
自
治
体
に
よ
っ
て
大

き
な
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。

　
C
h
a
t
G
P
T
を
扱
っ
て
は
い
け
な

い
。

規
約
上
、
子
供
が
使
え
な
い
の
は
分
か
り
ま

す
。
し
か
し
教
師
が
使
っ
た
り
、
デ
モ
を
見
せ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　
休
み
時
間
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
わ
せ
て

は
い
け
な
い
。

休
み
時
間
に
使
え
な
い
な
ら
、
探
究
的
な
学

習
な
ど
で
き
な
い
の
で
は
？

Google

の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
え
な

い
学
校
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

混
乱
を
避
け
た
い
、
ト
ラ
ブ
ル
は
嫌
だ
、
批

判
を
受
け
た
く
な
い
、
…
…
お
そ
ら
く
は
そ
う

し
た
マ
イ
ン
ド
が
根
底
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

で
も
、
も
っ
と
大
切
な
教
育
の
目
標
を
失
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

本
特
集
は
、
そ
う
し
た
声
を
挙
げ
て
く
だ

さ
っ
た
全
国
の
先
生
方
の
生
の
情
報
を
集
め
た

も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
各
地
で
話
し
合
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
本
誌
編
集
長

　
谷
和
樹
）
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発達障害の子供に地獄となる悪習は、 
まずクラスから変えていく
もういい加減気付いてほしい！　それが子供への害悪ということを！

　

悪
習
は
簡
単
に
打
破
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
悪
習
と
し

て
根
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

公
益
社
団
法
人
子
ど
も
の
発
達
科
学
研
究
所
が
行
っ
た

文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
不
登
校
の
要
因
分
析
研
究
調

査
」（https://kohatsu.org/20240325research-

report/

）
に
よ
る
と
、「
学
校
の
き
ま
り
（
制
服
・
給

食
・
行
事
等
へ
の
不
適
応
）」
が
不
登
校
と
関
連
し
て
い

る
（
オ
ッ
ズ
比
：
児
童
生
徒
３
．94
、
教
師 

20
．40
）
と

い
う
調
査
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
つ
ま
り
悪
習
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「
全
員
が
並
ん
で
整
然
と
移
動
す
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
段
階
で
、
ど
の
教
室
も
、

「
教
師
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
」

「
注
意
す
る
声
が
聞
こ
え
る
」

「
何
回
も
や
り
な
お
し
を
す
る
」

な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

　

こ
れ
の
ど
こ
が
「
教
育
」
な
の
か
？　

そ
も
そ
も
学
年

一
〇
〇
名
の
子
供
た
ち
が
整
然
と
体
育
館
に
並
ん
で
入
っ

て
い
く
ス
キ
ル
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？　

も
し
こ
れ
が
街

中
で
大
人
が
一
〇
〇
名
整
然
と
建
物
に
入
っ
て
い
け
ば

「
テ
ロ
」
と
疑
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

「
こ
れ
は
お
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
感
覚
が
学
校
現
場
で
は
薄
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、「
給
食
」
で
も
そ
の
よ
う
な
例
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

私
は
次
の
よ
う
な
実
践
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

　

給
食
の
時
間
は
確
か
に
短
い
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
し
た
後
、
一
〇
分
く
ら
い
過
ぎ
て

か
ら
、
ベ
ル
が
鳴
る
。

「
こ
こ
か
ら
は
『
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
』
で
す
。
黙
っ
て
食

べ
ま
し
ょ
う
」

　

子
供
た
ち
は
シ
ー
ン
と
黙
っ
て
食
べ
始
め
る
。
こ
れ
は

何
な
ん
だ
？　

そ
も
そ
も
「
黙
っ
て
食
べ
な
き
ゃ
い
け
な

い
」
場
所
は
、
刑
務
所
な
ど
に
し
か
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
「
異
常
な
感
覚
」
と
し
て
察
知
で
き
な
い

教
師
の
感
性
は
、
鈍
い
と
し
か
言
え
な
い
。

特
に
A
D
H
D
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
の
子
供
た
ち

は
、
衝
動
性
が
高
い
の
で
、
こ
こ
で
も
「
叱
ら
れ
る
中
心

人
物
」
と
な
る
の
で
学
校
も
嫌
に
な
る
。

　

学
校
全
体
と
し
て
打
破
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
私
は
ク
ラ
ス
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
切
拒
否
し

て
き
た
。
何
も
困
っ
た
こ
と
は
な
い
。
た
ま
に
指
導
に
く

る
先
輩
も
い
た
が
、
担
任
の
私
が
叱
ら
れ
れ
ば
よ
い
。

ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
に
、
こ
の
異
常
さ
を
植
え
付
け
な

い
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

NPO 法人TOSS理事
（株）RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS

発達支援コンサルタント

学校の悪習をどう改革したか

　小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き



　

つ
ま
ら
な
い
形
式
は
打
破
打
破
し
よ
う

特集

15   2024. 6

共通項を減らし、オプションを増やそう
眼前に屹

きつ

立
りつ

する旧文化に対して、疑いすら抱かずにきた自分自身をまずは疑おう。次に、
マイノリティの声なき声に耳を傾けよう。そして、憤りを力に改革の狼

の ろ し

煙を上げよう。

勤
務
し
た
某
中
学
校
に
は
、
第
二
、
第
三
卒
業
式
と
い

う
代し
ろ

物も
の

が
あ
っ
た
。

式
場
（
体
育
館
）
を
そ
の
ま
ま
に
保
っ
て
お
い
て
、
午

後
に
不
登
校
の
子
供
た
ち
を
呼
ぶ
。
全
職
員
が
見
守
る
中

で
、
証
書
を
渡
す
。
そ
ん
な
形
で
あ
っ
た
。

私
は
そ
う
い
う
、
内
容
の
な
い
形
式
主
義
が
嫌
い
だ
。

よ
っ
て
、
意
見
を
具
申
し
、
改
革
し
た
。

論
点
１　

そ
も
そ
も
な
ぜ
体
育
館
で
行
う
必
要
が
あ
る
の

か
。
だ
だ
っ
広
い
式
場
で
、
ぽ
つ
ん
と
一
人
で
証
書
を
貰

う
心
細
さ
が
分
か
ら
な
い
の
か
。

論
点
２　

そ
も
そ
も
人
前
で
何
か
を
し
た
く
な
い
か
ら
卒

業
式
に
参
列
し
な
い
道
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
全
職
員
同
席
と
い
う
横
暴
な
振
る

舞
い
を
当
然
と
す
る
の
か
。

論
点
３　

本
人
も
保
護
者
も
思
う
だ
ろ
う
。
放
っ
て
お
い

て
く
れ
、
と
。
こ
う
い
う
時
だ
け
良
い
人
づ
ら
す
る
な
、

と
。
全
員
で
拍
手
を
す
る
く
ら
い
な
ら
、
こ
こ
に
く
る
ま

で
に
も
っ
と
為
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
、
と
。

教
員
に
よ
る
善
意
の
押
売
の
ご
と
き
行
為
は
厳
に
慎
み

た
い
。

論
点
４　

こ
の
第
二
、
第
三
卒
業
式
こ
そ
、
私
の
常
々
主

張
し
て
き
た
、「
学
校
の
標
準
が
狭
過
ぎ
る
」
こ
と
の
具

体
例
で
あ
る
。

ど
こ
か
の
誰
か
が
勝
手
に
作
っ
た
も
の
を
、
疑
い
も
せ

ず
検
証
も
せ
ず
、
た
だ
繰
り
返
す
。

そ
れ
で
学
校
が
良
く
な
る
か
。
な
り
は
し
な
い
。

大
切
な
の
は
、「
オ
プ
シ
ョ
ン
を
増
や
す
」
こ
と
だ
。

い
き
な
り
第
二
、
第
三
卒
業
式
を
止
め
る
こ
と
に
抵
抗

が
あ
る
な
ら
ば
、
当
事
者
に
選
択
肢
を
提
供
せ
よ
。

⑴　

式
場
で
、
全
員
に
祝
っ
て
ほ
し
い
。

⑵　

式
場
で
、
関
係
者
の
み
に
祝
っ
て
ほ
し
い
。

⑶　

校
長
室
で
、
全
員
に
祝
っ
て
ほ
し
い
。

⑷　

校
長
室
で
、
関
係
者
の
み
に
祝
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
提
案
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

我
が
学
年
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
が
、
あ
る
年
、
卒

業
式
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
生
徒
が
四
名
い
た
。
彼
ら
が
ど

れ
を
選
ん
だ
か
。

聡
明
な
読
者
な
ら
ば
、
お
よ
そ
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。

二
名
が
⑷
を
選
ん
だ
。
残
り
の
二
名
は
登
校
で
き
ず
、
訪

問
し
て
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
。

「
共
通
項
を
減
ら
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を
増
や
そ
う
」

改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
。

埼玉県吉見町立吉見中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

学校の悪習をどう改革したか
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滋賀県栗東市立葉山東小学校　髙
たか

橋
はし

 享
とおる

「めあて」と「まとめ」は必要な時だけ板書したい
子供の実態に合わせて、「めあて」「まとめ」を板書する。

授業

兵庫県洲本市立安乎小学校　堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

黒板は、子供のために開放せよ！
「１時間の流れが分かる板書」は、発達障害の子供を混乱させる。子供の板書は、「①時間
調整ができ」、「②全ての子に意見をもたせる」ことができる最高のシステムである。

授業：子供たちに板書を開放させたい

「
一
時
間
の
流
れ
が
分
か
る
板
書
を
書
き
な
さ
い
」

　
こ
の
よ
う
に
指
導
を
受
け
た
方
は
、
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。「
一
時
間
の
流
れ
を
板
書
に
残
す
と
、
子
供

が
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。

　
し
か
し
、
発
達
障
害
の
子
供
た
ち
の
中
に
は
、
黒
板
が

文
字
で
埋
ま
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
を
見
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
く
な
る
子
が
一
定
数
存
在
す
る
。
見
通
し
ど
こ
ろ
か
、

逆
に
大
混
乱
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
れ
よ
り
も
黒
板
は
、

子
供
た
ち
に
開
放
す
る

方
が
よ
い
。

算
数
の
場
合
は
、
練
習
問
題
が
早

く
終
わ
っ
た
子
か
ら
板
書
さ
せ
る
。

学
習
の
苦
手
な
子
は
、
黒
板
の
答
え

を
写
せ
ば
よ
い
。

　
国
語
や
社
会
で
も
同
じ
だ
。
友
達

の
意
見
が
黒
板
に
書
い
て
あ
れ
ば
、

ど
の
子
も
自
分
の
意
見
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
。

黒
板
を
子
供
に
開
放
す
る
こ
と
で
、

「
全
て
の
子
供
が
自
分
の
意
見
を
も

つ
」
と
い
う
、
探
究
型
授
業
の
第
一

歩
を
実
現
で
き
る
の
だ
。

異
動
先
の
校
長
先
生
か
ら
「
め
あ
て
」「
ま
と
め
」
の

板
書
を
命
令
さ
れ
た
。
市
内
に
「
授
業
の
ク
リ
エ
イ
ト
」

と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
こ
と
を
僕
は
知
ら
な
か
っ
た
。
私

た
ち
は
決
ま
っ
た
こ
と
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〇
年
間
実
践
し
て
、
こ
う
思
う
。

「
め
あ
て
」
を
板
書
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
子
供
が
い
る
。「
ま
と
め
」
を
板
書
す

る
こ
と
で
、
何
を
学
ん
だ
か
を
再
認
識
す
る
子
供
が

い
る
。

　
目
の
前
の
子
供
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
実
践
を
、
私
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
。



　

つ
ま
ら
な
い
形
式
は
打
破
打
破
し
よ
う

特集
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東京都公立小学校　福
ふく

本
もと

 修
しゅう

也
や

授業を自然に始めて自然に終わりたい
授業の開始時と終了時に、号令による挨拶はしない。子供の動きが激変する。

授業

千葉県私立中学校　伊
い

藤
とう

 拓
たく

也
や

教師のところに持ってくるノートチェックをしたい
ノートチェックをする方法には大きく２つある。教師が見に行く方法と、子供に持ってこさせる方法だ。どちらに
もメリットデメリットはあるので、本来は場面によって使い分ければよい。

授業

１　

号
令
に
よ
る
挨
拶
の
弊
害

全
員
を
待
っ
て
挨
拶
を
す
る
と
、
時
間
が
か
か
る
。

一
回
の
授
業
で
挨
拶
に
一
分
か
か
る
と
す
る
。
年
間
で

は
、
一
〇
時
間
以
上
を
挨
拶
に
費
や
す
こ
と
に
な
る
。

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
一
つ
め
の
指
示
を
出

す
。「
教
科
書
五
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
。」
と
言
え
ば
よ
い
。

遅
れ
て
い
る
子
も
、
急
い
で
追
い
つ
こ
う
と
行
動
す
る
た

め
、
準
備
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
く
る
。

２　

挨
拶
を
行
っ
て
い
た
日
々

　
新
卒
一
年
目
の
頃
、
号
令
に
よ
る
挨
拶
を
行
っ
て
い
た
。

遅
れ
る
子
や
姿
勢
が
悪
い
子
へ
の
叱
責
か
ら
授
業
が
始

ま
っ
た
。
子
供
た
ち
の
表
情
は
暗
か
っ
た
。

３　

挨
拶
を
や
め
た
こ
と
に
よ
る
子
供
の
変
容

　
授
業
の
冒
頭
に
は
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
や
音
読
な
ど
の
楽
し

い
活
動
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

遅
れ
て
来
て
い
た
子
が
間
に
合
お

う
と
急
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
間
に

合
っ
た
子
を
褒
め
、
急
い
で
準
備

を
し
た
子
も
褒
め
た
。
褒
め
る
こ

と
か
ら
授
業
が
始
ま
り
、
子
供
た

ち
の
表
情
は
明
る
く
な
っ
た
。

「『
で
き
た
子
は
先
生
の
と
こ
ろ
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

き
な
さ
い
』と
い
う
指
示
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
い
う
指
導
を
管
理
職
か
ら
受
け
た
。「
持
っ
て
い
け
な

い
子
が
か
わ
い
そ
う
」
だ
か
ら
だ
そ
う
だ
。
ノ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
の
際
に
は
、
必
ず
机
間
巡
視
を
す
る
よ
う
に
強

要
さ
れ
た
。

当
然
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
な
ぜ
私
が
「
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
技
術
を
選
択
し
て
い
る
の
か
」
に
関

し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

①
　
教
師
が
前
に
い
る
こ
と
で
全
体
を
把
握
で
き
る

②�

　
子
供
た
ち
に
適
度
な
運
動
を
さ
せ
る
こ
と
で

学
習
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

③
　
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
時
間
が
短
く
済
む

④�

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
自
分
の
好
き
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
見
て
も
ら
え
る

⑤�

　「
ま
だ
の
子
は
見
せ
に
お
い
で
」
と
い
う
声
掛

け
も
当
然
し
て
い
る

双
方
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
、
場
面
に

応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た

が
、
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
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広島県公立小学校 平
ひら

田
た

千
ち

晶
あき

体育授業での技能習得機会を保障しよう
教育を受ける権利保障のため、教師は児童の授業参加を支援することが重要である。

授業：体操服を忘れた子にも体育をさせたい

埼玉県公立小学校 本
ほん

澤
ざわ

航
わたる

家庭で好きなことを学習しよう！
宿題は教師が「決めたもの」という形式から、自らが選択したものを行う学習形態に変え
ることで、意欲的に学習できる。

授業：宿題はその子にあったものを出したい

　

学
期
途
中
に
「
先
生
の
学
級
だ
け
宿
題
が
少
な
い
と
苦

情
が
あ
り
ま
し
た
」
と
主
任
か
ら
言
わ
れ
る
。
通
常
宿
題

は
「
机
に
向
か
う
習
慣
を
つ
け
る
た
め
」
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
に
今
日
勉
強
し
た
こ
と
や
日
記
を

提
出
さ
せ
る
提
案
を
し
た
（
左
上
）。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
家

庭
で
学
習
し
た
も
の
を
確

認
で
き
る
。
習
い
事
の
こ

と
や
家
で
料
理
を
し
た
こ

と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を

報
告
し
て
く
れ
る
。
全
員

に
見
ら
れ
る
の
が
苦
手
な

子
は
、
右
の
よ
う
に
表
に

コ
メ
ン
ト
を
残
し
た
。

体
操
服
を
忘
れ
た
児
童
が
体
育
の
授
業
を
見
学
す
る
学

校
ル
ー
ル
は
、
体
育
技
能
習
得
の
機
会
を
制
限
し
て
し
ま

う
。
活
動
に
適
し
た
服
装
で
あ
れ
ば
、
体
操
服
を
忘
れ
た

児
童
に
も
授
業
参
加
の
機
会
を
提
供
す
る
べ
き
で
あ
る
。

理
由
は
三
つ
あ
る
。

１　

学
び
の
機
会
の
平
等
性

体
育
は
他
の
教
科
と
同
様
に
、
重
要
な
学
び
の
場
で
あ

る
。
他
の
教
科
で
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
忘
れ
た
場
合
で
も

授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
体
育
授
業
で
も
全
て
の
児

童
に
教
育
の
機
会
を
平
等
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

２　

対
応
の
柔
軟
性

体
操
服
に
関
す
る
厳
格
な
学
校
ル
ー
ル
の
な
い
地
域
も

あ
る
。
例
え
ば
北
海
道
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
着
用
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
が
、
強
制
で
は
な
い
。

３　

世
界
の
多
様
性

体
操
服
と
い
う
概
念
が
な
い
国
も
多
い
。
動
き
や
す
い

服
装
で
あ
れ
ば
、
ジ
ー
ン
ズ
や
パ
ー
カ
ー
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
、
個
人
の
選
択
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

教
育
を
受
け
る
権
利
は
憲
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
。

教
師
は
児
童
が
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
予
備
の
用
品

を
準
備
す
る
な
ど
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
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岡山県倉敷市立郷内小学校　平
ひら

松
まつ

 靖
やす

行
ゆき

心を耕す学級通信風ワークシートを配付する
子供向けのワークシートとして作成した記録である。

学級経営：学級通信を出したい

香川県公立小学校　山本 一也

じゃんけんで学級委員を決めたい
引っ込み思案なあの子も立候補できる！　全員平等な学級委員の決め方。

学級経営

「
こ
の
学
校
で
は
、
学
級
通
信
は
書
か
な
い
か
ら
」
赴
任

し
た
ば
か
り
の
頃
、
先
輩
に
そ
う
言
わ
れ
た
。
私
に
と
っ

て
学
級
通
信
は
学
級
経
営
の
柱
だ
と
感
じ
て
い
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
か
な
り
困
惑
し
た
。

「
何
と
か
子
供
た
ち
に
届
け
る
方
法
は
な
い
か
」

試
行
錯
誤
の
末
、
二
つ
の
結
論
に
た
ど
り
着
い
た
。

一　

掲
示
物
と
し
て
の
学
級
通
信

二　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
し
て
の
学
級
通
信

　

掲
示
物
と
し
て
の
作
成
な
ら
、
何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
大
き
な
欠
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
子
供
た

ち
が
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
点
だ
。
教
室
で
読
み
、

掲
示
を
し
て
も
、
効
果
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。

　

一
方
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ら
配
付
が
で
き
る
。
管
理
職

に
相
談
す
る
と
、「
保
護
者
の
目
に
触
れ
る
か
ら
」
と
、

管
理
職
一
名
の
起
案
を
通
す
こ
と
が
条
件
と
な
っ
た
。
こ

の
ル
ー
ル
で
発
行
し
た
と
こ
ろ
、
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ

と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
今
で
は
「
読
み
た

い
！
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
同

僚
に
も
配
付
す

る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

学
級
委
員
は
、
本
人
の
立
候
補
か
ら
の
じ
ゃ
ん
け
ん
で

決
め
た
ほ
う
が
良
い
。
誰
で
も
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
平
等

に
あ
る
か
ら
だ
。

向
山
氏
の
著
書
に
も
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

私
が
、
学
級
担
任
を
し
て
ま
ず
第
一
に
や
っ
た
こ

と
は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
作
り
上
げ
て
い
る
い
や

ら
し
い
社
会
構
造
を
壊
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
班
長
は

じ
ゃ
ん
け
ん
で
決
め
さ
せ
た
。
選
挙
で
は
、
ど
う
し

て
も
な
れ
な
い
子
が
い
る
か
ら
だ
。

（『
新
版 

子
ど
も
を
動
か
す
法
則
』
学
芸
み
ら
い
社
）

昨
年
度
、
学
級
委
員
を
決
め
る
際
に
、
引
っ
込
み
思
案

な
Ｙ
君
が
立
候
補
を
し
選
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｙ
君
の
保

護
者
か
ら
こ
の
よ
う
な
お
便
り
を
頂
い
た
。

「
推
薦
や
投
票
だ
っ
た
ら
、
Ｙ
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
公
正
公
平
な
決
め
方
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

学
級
委
員
は
、
立
候
補
を
し
て
ク
ラ
ス
で
投
票
、
も
し

く
は
、
友
達
か
ら
の
推
薦
で
決
め
て
い
る
ク
ラ
ス
が
多
い
。

そ
の
結
果
、
一
部
の
人
気
者
、
能
力
の
高
い
子
だ
け
が

学
級
委
員
に
な
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
他
の
子
と
の
票
数

差
を
見
て
傷
付
く
立
候
補
者
も
い
る
。

子
供
が
傷
つ
く
よ
う
な
学
級
委
員
の
決
め
方
は
避
け
る

べ
き
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
公
正
公
平
に
じ
ゃ
ん
け

ん
で
決
め
る
こ
と
が
良
い
と
考
え
る
。
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東京都港区立赤羽小学校 利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

帰りの会は何のために？
帰りの会は、その日に頑張ったことを振り返るため？　そのような場面が子供たちのやる
気につながる？　果たして帰りの会は必要だろうか。

学級経営：「帰りの会」をしないで帰したい

北海道札幌市立東札幌小学校 佐
さ

々
さ

木
き

翔
しょう

平
へい

五色百人一首をやりたい
五色百人一首は盛り上がるからこそ周囲から批判も受けやすい。管理職や学年団が納得の上で実践
するためには意図を説明することがポイントである。

学級経営　

「
足
並
み
を
揃
え
て
」「
授
業
中
に
遊
ぶ
暇
は
な
い
」「
教

育
課
程
に
な
い
こ
と
は
し
な
い
で
」

　

今
ま
で
、
何
度
も
先
輩
教
諭
か
ら
ご
助
言
い
た
だ
い
て

き
た
。
新
卒
の
頃
は
、
助
言
を
無
視
し
た
り
、
何
も
言
い

返
せ
ず
に
や
め
て
し
ま
っ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は

管
理
職
・
学
年
団
の
納
得
の
上
で
実
践
で
き
て
い
る
。

　

あ
る
年
、
担
任
し
た
四
年
生
に
す
ぐ
百
人
一
首
を
始
め

た
。
す
る
と
、
一
か
月
ほ
ど
し
て
校
長
に
実
践
の
意
図
を

尋
ね
ら
れ
た
。
私
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
大
き
く
二
つ
の
意
図
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
か
ら
で
す
。
今
年
度
私
の
ク
ラ

ス
に
は
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
※
１
の
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
。

百
人
一
首
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
症
状
が
改
善
し
た
と
い

う
教
師
の
報
告
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
も
実
感
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
次
に
Ｓ
Ｓ
Ｔ
※
２
を
通
し
た
学
級
づ
く
り
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
教
師
が
統
率
す
る
活
動
の
中
で
ル
ー
ル

を
守
り
、
勝
っ
た
り
負
け
た
り
す
る
経
験
を
繰
り
返
す
こ

と
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
転
校
生
の
Ａ
君
も
学
級
開
き

に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
格
段
に
落
ち
着
い
て
い
ま
す
」

意
図
を
き
ち
ん
と
説
明
し
た
こ
と
で
、

学
校
長
か
ら
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
、

一
年
間
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
何
で
利
田
先
生
の
ク
ラ
ス
は
帰
り
の
会
を
し
な
い

の
？
」

補
教
に
入
っ
た
先
生
に
そ
う
言
わ
れ
た
。
翌
日
の
連
絡

や
そ
の
日
に
頑
張
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
場
面
が
あ
っ
た

方
が
、
子
供
た
ち
は
や
る
気
に
な
る
…
ら
し
い
。
よ
く
分

か
ら
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
帰
り
に
や
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
学
校
で
の
立
場
も
あ
り
、
今
は
当

番
の
子
に
、「
座
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
か
ら
の
お
話
で

す
」
と
二
言
、
言
わ
せ
て
い
る
。
私
も
「
今
日
も
楽
し

か
っ
た
ね
。
以
上
」
の
二
言
で
終
え
て
い
る
。

昨
年
の
向
山
塾
東
京
懇
親
会
で
、
そ
の
こ
と
を
私
が
ス

ピ
ー
チ
し
た
。
向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
は
そ
れ
ぞ
れ
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
教
育
内
容
や
指
導
要
領
と

か
あ
る
。
そ
れ
以
外
様
々
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
基
本
的
な
形
な
ん
だ
か
ら
。
そ
れ
を
一
緒
に
す

る
必
要
は
な
い
し
、
自
分
は
自
分
の
学
級
経
営
の
中

で
や
っ
て
い
く
べ
き
。
い
つ
も
同
じ
こ
と
や
っ
て
い

る
方
が
イ
ー
ジ
ー
だ
し
、
つ
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
。
自

信
も
っ
て
や
っ
た
方
が
い
い
よ
。

子
供
に
と
っ
て
価
値
あ
る
教
師
、
価
値
あ
る
学
校
を
目

指
す
。
よ
っ
て
帰
り
の
会
は
不
要
で
あ
る
。

※
１  

読
み
書
き
障
害
。

※
２  

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
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静岡県静岡市立清水有度第二小学校 手
て

塚
づか

美
み

和
わ

生徒指導で怒鳴りたくない
子供の心に寄り添う生徒指導。見え方が変わると、愛おしさがあふれ出す。

生徒指導

兵庫県姫路市立高岡小学校 西
にし

田
だ

真
ま

衣
い

子
こ

テキパキ楽しく掃除する子供たち
掃除時間は15分。毎日５分前には終わっている。終えた後に、机上整理をする。気が付いたと
ころの整理もする。楽しくおしゃべりしながら…。

生徒指導：「黙々掃除」をやめたい

ど
の
子
も
み
ん
な
愛
お
し
い
と
向
山
氏
は
言
う
。

ど
う
し
て
、
そ
う
い
う
（
乱
暴
な
）
子
を
愛
お
し
い

と
思
わ
な
い
の
で
す
か
ね
。（
文
責
：
手
塚
）

自
分
の
冷
た
さ
を
射
抜
か
れ
て
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。

温
か
い
教
師
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
思
っ
た
。

Ａ
君
。
よ
く
喧
嘩
を
す
る
や
ん
ち
ゃ
君
だ
。
教
室
に
戻

ら
な
い
。
椅
子
の
上
で
ひ
っ
く
り
返
る
。
奇
声
を
上
げ
る
。

…
…
で
も
、
向
山
氏
の
「
愛
お
し
い
」
の
言
葉
が
い
つ
も

頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
。

担
任
不
在
の
日
直
を
Ａ
君
に
任
せ
た
。
そ
の
前
日
、
Ａ

君
は
帰
り
に
や
っ
て
き
て
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
。

「
僕
、
が
ん
ば
る
よ
」

思
い
が
け
な
い
言
葉
に
ほ
っ
こ
り
し
た
。
そ
の
日
か
ら
、

彼
の
問
題
行
動
へ
の
私
の
見
え
方
が
変
わ
っ
た
。

一
つ
一
つ
の
行
動
に
彼
な
り
の
意
味
が
あ
る
。
乱
暴
な

状
況
で
も
愛
お
し
く
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
修
了
式
。
サ
ヨ
ナ
ラ
の
後
、
彼
は
な
か

な
か
帰
ら
な
か
っ
た
。

み
ん
な
が
、
ほ
ぼ
い
な
く
な
っ
た
時
、
私
に
両
手
を
広

げ
「
先
生
〜
っ
」
と
お
別
れ
の
ハ
グ
を
し
に
き
た
。

怒
鳴
ら
な
く
て
良
か
っ
た
。
問
題
行
動
が
増
え
る
の
は
、

教
師
の
対
応
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

写
真
は
、
掃
除
後
の
教
室
で
あ
る
。

　

鉛
筆
類
は
い
つ
で
も
貸
出
し
で
き

る
状
態
。

机
上
整
理
も
終
了
。

黒
板
、
百
人
一
首
の
札
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
庫
も
き
れ
い
に
さ
れ
、
整
頓

も
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
日
子
供
た
ち
は
一
〇
分
程
度
で

こ
れ
ら
を
終
え
て
い
る
。

「
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
ね
」

「
整
理
が
上
手
で
す
ね
」

「
早
く
終
わ
っ
た
ね
」

と
褒
め
て
い
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
四
月
当
初
に
比
べ

て
、
格
段
に
掃
除
を
早
く
き
れ
い
に

終
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
。

叱
る
必
要
は
全
く
な
い
。

黙
々
と
一
切
し
ゃ
べ
ら
ず
に
掃
除
し
な
く
て
も
、
時
間

内
に
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

本
来
働
く
こ
と
が
好
き
だ
し
、
頑
張
る
と
褒
め
ら
れ
る

か
ら
、
ク
ラ
ス
の
子
た
ち
は
掃
除
が
好
き
で
あ
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
や
り
方
を
教
え
る
こ
と
と
褒
め
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。



22

茨城県ひたちなか市立津田小学校 後
ご

藤
とう

隆
りゅう

一
いち

チャイムが鳴る前に休み時間にしたい
時間を有効に使わせたいからこそ、その「時間」が報酬となるシステムを構築する。

休み時間

富山県富山市立月岡中学校 大
おお

森
もり

雄
ゆう

一
いち

黒板への落書きで青春を謳歌した女の子
黒板は自己表現の場である。授業中はもちろん、休み時間もそうである。描いた後に綺麗
に消しておけばよい。

休み時間：休み時間に子供に黒板を開放したい

あ
る
年
、
学
習
は
得
意
で
は
な
い
が
、
絵
に
は
卓
越
し

た
才
能
を
も
つ
女
の
子
を
担
任
し
た
。

休
み
時
間
に
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
す
る
自
由
度
の
高
い

教
室
だ
っ
た
か
ら
か
、
そ
の
子
も
休
み
時
間
に
自
由
に
黒

板
に
絵
を
描
い
て
い
た
。
す
る
と
、
男
子
た
ち
も
集
ま
り
、

絵
を
描
き
出
し
た
。
無
論
、
彼
女
の
方
が
一
〇
倍
う
ま
い
。

し
か
し
、
男
子
が
盛
り
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
に
光

が
当
た
り
、
休
み
時
間
の
中
心
的
な
場
所
と
な
っ
た
。

一
学
期
の
終
わ
り
、
絵
で
教
室
を
盛
り
上
げ
た
功
績
か

ら
賞
状
を
送
っ
た
。
終
業
式
の
感
想
発
表
で
は
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

「
〇
〇
君
と
の
悟
空
の

描
き
合
い
は
、
嫌
い

じ
ゃ
な
か
っ
た
し
、
楽

し
か
っ
た
」

そ
こ
か
ら
、
学
習
に

も
意
欲
的
に
な
り
、
数

学
の
小
テ
ス
ト
で
は
、

高
得
点
を
記
録
し
た
。

黒
板
を
開
放
し
た
こ

と
に
よ
り
、
彼
女
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
っ
た
。
子
供
の
事
実

で
あ
る
。

　

基
本
は
「
時
間
は
報
酬
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
頑

張
っ
た
子
が
報
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

例
え
ば
「
丸
を
も
ら
っ
た
人
か
ら
休
み
時
間
」
と
い
う

や
り
方
が
あ
る
。
教
師
が
ゲ
ー
ト
に
な
っ
て
、
子
供
を
通

過
さ
せ
て
い
く
や
り
方
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
「
み
ん
な
静
か
に
取
り
組
め
た
か
ら
、
一
分

早
い
け
ど
、
休
み
時
間
に
し
ま
す
」
と
い
う
や
り
方
も
あ

る
。
ほ
ん
の
一
分
の
「
報
酬
」
が
子
供
を
喜
ば
せ
る
。

　

担
任
が
学
級
の
子
供
と
ラ
ポ
ー
ル
（
信
頼
関
係
）
を
築

い
て
い
く
上
で
、
そ
う
い
う
や
り
方
が
あ
る
。

　

そ
う
し
て
ラ
ポ
ー
ル
を
形
成
す
る
か
ら
こ
そ
、
結
果
的

に
、
子
供
は
時
間
を
意
識
し
て
（
互
い
に
協
力
す
る
な
ど

し
て
）
動
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

逆
に
、
担
任
が
「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
は
、
休
み
時

間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
き
ま
り
に
固
執
す
る
と
、
う

ま
く
い
か
な
い
。
な
ぜ
か
。

　

頑
張
ろ
う
と
頑
張
る
ま
い
と
、
時
間
は
自
分
と
関
係
が

な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
時
間
を
有
効
に
使
お
う
と
し
な

く
な
る
の
で
あ
る
。

　

時
間
を
有
効
に
使
わ
せ
る
に
は
、
そ
の
「
時
間
」
が
報

酬
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

子供の作品
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島根県松江市立竹矢小学校　金
かな

木
ぎ

 瑛
え

実
み

加
か

授業中のトイレ、水飲みはいけないこと？
授業中にトイレに行くこと、お茶を飲むことが自然にできる学級にしたい。

校則：授業中のトイレ、水飲みをOKにしたい

群馬県太田市立沢野小学校　松
まつ

島
しま

 博
ひろ

昭
あき

授業中に鉛筆を削らせたい
子供の行動の背景にあるやる気に気付ける教師でありたい。

校則

「
私
、
前
に
先
生
に
ト
イ
レ
に
行
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て

言
わ
れ
て
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
。
前
の
子

は
ト
イ
レ
に
行
っ
た
の
に
、
な
ん
で
私
は
ダ
メ
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
。
恥
ず
か
し
か
っ
た
」

と
、
学
級
の
子
が
言
う
。
驚
い
た
。
ト
イ
レ
に
行
か
せ
な

い
の
は
体
罰
で
あ
る
。
な
ぜ
ト
イ
レ
に
行
っ
て
は
い
け
な

か
っ
た
の
か
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
授
業
を
抜

け
て
困
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
「
後
で
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
え
ば
よ
い
。
高
学
年
な
ら
「
帰
っ
て
き
た
ら
、

猛
ス
ピ
ー
ド
で
追
い
付
き
な
さ
い
」
と
、
声
を
か
け
れ
ば

済
む
話
で
あ
る
。

私
の
学
級
で
は
、
イ
ラ
イ
ラ
を
切
り
替
え
る
た
め
に
授

業
中
に
お
茶
を
飲
む
子
が
い
る
。
夏
場
や
空
腹
時
は
余
計

に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
お
茶
を
机
の
そ
ば
に
置
か
せ
て
授
業

を
進
め
る
こ
と
も
あ
る
。
教
室
を
移
動
す
る
時
に
水
筒
を

持
っ
て
い
く
子
も
い
る
。
学
級
の
子
は
「
気
分
を
切
替
え

る
の
に
お
茶
を
飲
ん
だ
方
が
い
い
よ
」
と
言
っ
て
癇か
ん

癪
し
ゃ
く

を
起
こ
し
て
い
る
子
に
水
筒
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
大

人
だ
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
の
合
間
な
ど
に
お
茶
を
飲
ん
で
集
中

力
を
維
持
す
る
こ
と
が
あ
る
。
子
供
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
大
切
な
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
そ
れ
が
い
い
か
、
悪
い
の
か
を
趣
意
説
明
す
る
。

「
鉛
筆
を
削
ろ
う
」
と
い
う
行
動
の
背
景
に
あ
る
、
や
る

気
を
見
抜
け
る
か
。
絵
や
作
文
、
漢
字
テ
ス
ト
を
頑
張
ろ

う
と
思
っ
た
時
、「
鉛
筆
を
削
る
」
行
動
を
す
る
子
が
い

る
だ
ろ
う
。
や
る
気
が
高
ま
る
と
、
学
習
に
使
う
道
具
を

整
備
し
た
く
な
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
視
点
が
抜
け
落
ち
る
と
、
ル
ー
ル
で
子
供
た
ち

を
縛
る
と
い
う
教
育
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
、
授
業
前
に
鉛
筆
を
削
り
、
準
備
で
き
る
こ

と
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。
準
備
の
大
切
さ
を
、「
一
流
は
、

自
分
の
使
う
道
具
を
試
合
前
に
き
ち
ん
と
準
備
が
で
き

る
」
な
ど
の
語
り
を
交
え
な
が
ら
指
導
す
る
。
し
か
し
、

準
備
が
で
き
な
い
子
だ
っ
て
い
る
。
そ
の
子
に
対
し
て
、

「
授
業
中
に
鉛
筆
を
削
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
指
導
を
し

た
ら
、
鉛
筆
が
丸
ま
っ
た
状
態
で
学
習
し
た
り
、
誰
か
の

鉛
筆
を
借
り
た
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
教
師
は
そ
れ
を
指

導
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
、
子
供
の
や
る
気
を
奪
う
。

「
な
ぜ
、
鉛
筆
を
授
業
中
に
削
っ
て
は
い
け
な
い
ル
ー
ル

が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
」

と
考
え
さ
せ
た
上
で
、
鉛
筆
を
削
っ
て
学
習
に
臨
も
う
と

し
た
こ
と
は
認
め
褒
め
る
。
鉛
筆
を
削
っ
て
準
備
し
た
く

な
る
よ
う
な
授
業
に
す
る
の
が
教
師
の
仕
事
で
あ
る
。
な

ぜ
、
子
供
が
そ
の
行
動
を
し
た
く
な
る
か
。
そ
の
背
景
を

考
え
指
導
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
。
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山口県下関市立清末小学校　林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

文科省の通知をないがしろにしてはいけない
「その子」に教える「教師」が教材を採択すべきである。

評価：テスト・ドリルは学年で決めたい

東京都中野区立北原小学校　田
た

中
なか

 悠
ゆう

貴
き

テスト中の丸付けと返却は授業中にしたい
「子供の学力向上」と「教師の働き方改革」、一石二鳥の手立て。

評価

「
こ
の
間
の
テ
ス
ト
返
さ
れ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
」

子
供
や
保
護
者
か
ら
何
度
も
言
わ
れ
た
言
葉
だ
。
返
却

に
時
間
が
掛
か
り
、
間
違
え
直
し
を
別
の
授
業
を
潰
し
て

実
施
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
学
期
末
に
な
る
と
教
科
書

の
内
容
を
駆
け
足
で
終
え
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
セ
ミ
ナ
ー
で
「
テ
ス
ト
中
に
丸
付
け
を
終

え
る
方
法
」
を
知
っ
た
。
目
か
ら
鱗
で
あ
っ
た
。

①　

テ
ス
ト
を
終
え
た
子
か
ら
持
っ
て
く
る
。

②　

終
わ
っ
た
子
は
列
に
並
ぶ
。

③�　

そ
の
場
で
丸
付
け
を
し
、
一
〇
〇
点
な
ら
預
か

る
（
で
き
る
だ
け
列
を
作
ら
な
い
た
め
）。

④　

一
〇
〇
点
以
外
は
直
し
を
さ
せ
て
、
再
提
出
。

⑤　

全
員
の
点
数
を
記
録
簿
に
記
入
。

⑥　

返
却
。

そ
の
場
で
結
果
が
分
か
る
こ
と
で
、

「
や
っ
た
一
〇
〇
点
だ
」
と
自
信
を
付
け

た
り
、「
そ
う
か
。
こ
こ
だ
っ
た
か
」
や

「
え
、
ど
う
し
て
？
」
と
間
違
い
か
ら
学

ん
だ
り
で
き
る
。
即
時
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
子
供
に
力
を
付
け
る
。
教
師
は
採

点
か
ら
返
却
ま
で
を
授
業
の
中
で
終
わ
る
の
で
、
放
課
後
の

貴
重
な
時
間
を
別
の
仕
事
に
費
や
せ
る
。
教
師
の
働
き
方
改

革
と
子
供
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
一
石
二
鳥
の
手
立
て
だ
。

　

県
外
の
知
人
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。

「
教
材
採
択
は
、
前
年
度
の
学
年
が
決
め
る
の
で

す
。
昨
年
度
六
年
生
を
担
任
し
て
い
た
先
生
が
、

次
年
度
の
六
年
教
材
を
決
め
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
す
」

　

様
々
な
意
図
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
採
択
方
法

に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
一
年
間
教
え
て
み
て
、

こ
の
教
材
が
あ
れ
ば
い
い
な
、
こ
の
教
材
は
い
ら
な
か
っ

た
な
、
と
な
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
で
あ
る
。
教
材
採
択
は
「
そ
の
年
」
の
「
そ

の
学
年
」
の
「
そ
の
教
師
」
が
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ

か
？　

子
供
た
ち
に
教
え
る
の
は
「
そ
の
教
師
」
だ
か
ら
だ
。

　

文
科
省
は
通
知
し
て
い
る
。

「
各
学
校
に
お
い
て
は
、
指
導
の
効
果
を
高
め
る
た

め
、
地
域
や
学
校
及
び
児
童
生
徒
の
実
態
等
に
応

じ
、
校
長
の
責
任
の
下
、
教
育
的
見
地
か
ら
み
て
有

益
適
切
な
補
助
教
材
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
。」（
平
成
27
年 

学
校
に
お
け
る

補
助
教
材
の
適
切
な
取
扱
い
に
つ
い
て
）

春
休
み
。
担
任
は
、
子
供
た
ち
の
情
報
を
集
め
る
。
そ

の
情
報
を
も
と
に
、
テ
ス
ト
・
ド
リ
ル
は
決
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

「
児
童
生
徒
の
実
態
」
を
最
優
先
す
る
。
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長野県公立小学校　竹
たけ

内
うち

 進
しん

悟
ご

現場の声を届けてボトムアップを図る
子供の事実を示し、学校長を味方に付ける。

ICT：パソコンを持ち込みたい

東京都足立区立東島根中学校　守
もり

屋
や

 遼
りょう

太
た

郎
ろう

使うからこそ良い・いけないの境界を理解する
休み時間のタブレット禁止は教育的な視点から弊害の方が大きい。

ICT：休み時間にタブレットを使わせたい

勤
務
校
の
自
治
体
で
は
、
自
前
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

を
教
室
に
持
ち
込
む
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体

の
規
模
が
大
き
い
た
め
に
規
制
が
厳
し
い
。
そ
の
中
で
何

が
で
き
る
か
を
考
え
た
。
一
つ
め
は
、

情
報
主
任
と
し
て
現
場
の
声
を
届
け
る

年
に
何
回
か
情
報
主
任
会
が
あ
る
。
そ
こ
で
現
場
の
困

り
感
を
伝
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
教
員
が
意
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
何
も
変

わ
ら
な
い
。
第
二
の
手
段
と
し
て
、

校
長
会
で
意
見
を
伝
え
て
も
ら
う

我
が
県
は
、
校
長
の
力
が
大
き
い
。
現
場
を
良
く
し
よ

う
と
す
る
校
長
も
多
い
。
最
も
効
果
が
あ
る
手
段
で
あ
る
。

さ
ら
に
学
校
長
を
味
方
に
付
け
る
た
め
に
、

効
果
的
な
使
い
方
を
見
せ
る

集
会
や
研
究
授
業
で
、
ス
マ
ホ
や
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で

作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自

作
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
に
教
育
的
効
果
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
、
子
供
の
事
実
で
示
す
。
そ
れ
こ
そ
学
校
長
を
味
方
に

付
け
る
一
番
の
方
法
で
あ
る
。

「
先
生
、
さ
っ
き
の
続
き
を
や
り
た
い
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
い
で
す
か
？
」

授
業
後
に
生
徒
に
言
わ
れ
た
一
言
。
一
瞬
、
勤
務
校
の

ル
ー
ル
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
に
返
し
た
。

「
分
か
っ
た
。
も
し
他
の
先
生
に
注
意
さ
れ
た
ら
、『
守

屋
先
生
に
許
可
を
も
ら
っ
た
』
っ
て
言
い
な
さ
い
」

子
供
は
う
れ
し
そ
う
に
、
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

か
つ
て
自
分
が
経
験
し
た
些
細
な
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
、
子
供
の
申
し
出
を
断
ら
な
く
て
良
か
っ
た
と
思

う
。
次
の
授
業
に
支
障
を
来
す
ほ
ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
没

頭
す
る
の
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
休
み
時
間
の
使
用
禁
止
で
は
お
か
し
い
。

問
題
は
起
こ
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
正
し
い

使
い
方
」
を
学
ぶ
機
会
を
失
わ
せ
て
い
る
。「
次
の
授
業

に
遅
れ
な
い
よ
う
に
使
う
」
と
教
え
れ
ば
い
い
の
だ
。

学
習
以
外
の
こ
と
に
使
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
と
い
う

考
え
も
あ
る
。
こ
れ
も
事
前
に
指
導
し
た
上
で
、
そ
の

時
々
に
指
導
す
れ
ば
よ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
許
可
し
て

良
い
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
そ
の
よ
う

な
体
験
の
中
で
、
子
供
た
ち
は
良
い
・
い
け
な
い
の
境
界

を
理
解
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
携
帯
電
話
の
使
い
方
を
親

に
注
意
さ
れ
た
経
験
か
ら
学
ん
だ
子
供
は
、
私
だ
け
で
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
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東京都公立中学校　森
もり

口
ぐち

 菜
な

美
み

堂々とChatGPTを使いたい
ChatGPTを代表とする生成AIの活用が進んでいるが、教育現場での活用には課題があるようだ。

ICT

北海道北見市立三輪小学校　塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

年間30時間以上を削減する欠席連絡のウェブアンケート化
校務にGoogleフォームなどのアンケートフォームを活用することが、「作成・設定の仕方が分からない」「セキュリティーに不安がある」
などの理由で進んでいない場合もあると聞いた。導入のステップを紹介する。

ICT：Googleのアンケートフォームを使いたい

文
科
省
が
ウ
ェ
ブ
上
で
公
表
し
て
い
る
『
全
国
の
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
事
例
集
（
令
和
五
年
三
月
改
訂

版
）』
の
試
算
で
は
、
欠
席
連
絡
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
で
年

間
約
三
三
時
間
が
削
減
で
き
る
と
い
う
。

１　

ス
テ
ッ
プ
①
・
職
員
室
内
で
活
用
す
る

　

行
事
の
反
省
や
会
議
の
振
り
返
り
な
ど
、
教
員
同
士
で

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
て
み
る
。
回
答
結
果
が
自
動
的
に
集

約
さ
れ
る
便
利
さ
を
他
の
教
師
に
体
験
し
て
も
ら
う
。
実

際
に
自
分
で
作
成
し
て
み
る
と
、
設
定
の
仕
方
な
ど
も
覚

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

ス
テ
ッ
プ
②
・
ア
ナ
ロ
グ
よ
り
も
正
確
で
安
全

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
不
安
視
し
、
個
人
情
報
を
入
力
さ

せ
る
こ
と
に
反
対
す
る
方
が
い
る
。
そ
の
場
合
は
、
丁
寧

に
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。

「
手
書
き
の
メ
モ
だ
と
ミ
ス
を
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

よ
ね
」「Google

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
破
ら
れ
る
よ
り
も
、

手
書
き
し
た
メ
モ
の
紛
失
・
漏
え
い
の
方
が
危
険
で
す
」

３　

欠
席
連
絡
に
フ
ォ
ー
ム
を
導
入
す
る
と

朝
の
風
景
が
変
わ
っ
た
。
電
話
連
絡
が
減
り
、
フ
ォ
ー

ム
の
回
答
シ
ー
ト
か
ら
欠
席
者
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
電
話
回
線
が
混
み
、
つ
な
が
ら
な
い
事
態

が
発
生
し
な
く
な
っ
た
。
教
師
は
余
裕
を
も
っ
て
、
朝
の

時
間
に
授
業
の
準
備
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
年
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
生
成
Ａ
Ｉ

が
発
達
し
、
こ
れ
か
ら
の
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
る

私
た
ち
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
こ
と
な
く
生
き
て
い
く
こ
と

は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
子
供
た
ち
に
デ
ジ
タ
ル
・
シ
チ
ズ

ン
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
も
あ
る
。

初
任
者
研
修
の
一
環
と
し
て
、
都
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
英
語
科
教
員
向
け
の
研
修
で
、
授
業
の
た
め
の
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
活
用
法
を
学
ん
だ
。
プ
ロ
ン
プ
ト
（
命
令
・

指
示
）
例
が
多
く
提
示
さ
れ
、
そ
の
後
の
自
身
の
授
業
準

備
に
お
い
て
、
教
科
書
の
長
文
の
理
解
を
問
う
問
題
作
成

や
、
生
徒
が
書
い
た
英
作
文
の
添
削
を
よ
り
効
率
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
た
た
き
台
と
し
て
の

利
用
で
あ
り
、
適
切
な
も
の
か
ど
う
か
は
、
自
分
で
十
分

に
吟
味
し
て
か
ら
授
業
に
臨
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
現
場
で
は
、
依
然
と
し
て
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
敬
遠
す
る
声
が
あ
る
。
先
述
し
た
研
修
に
つ
い
て
、
感

想
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
話
が
勉

強
に
な
り
ま
し
た
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
反
応
は
芳
し
く

な
か
っ
た
。
校
内
研
修
で
も
扱
わ
れ
た
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
避
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
。

規
約
上
、
実
際
に
授
業
内
等
で
使
う
こ
と
が
難
し
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
教
師
と
し
て
、
最
先
端
の
技
術

を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。



　

つ
ま
ら
な
い
形
式
は
打
破
打
破
し
よ
う
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気を使い過ぎず、まずは「今日は定時に帰ります」と宣言しよう
定時に帰ると決めてしまえば、仕事を逆算して考えるようになる。ほとんどの仕事は「その場」
で処理できる。決断力や段取り力を鍛えよう。

勤務

兵庫県姫路市立英賀保小学校　許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

神奈川県立高等学校　日
にっ

戸
と

 勇
ゆう

希
き

一から始める自主的研究授業のシステムづくり
自主的な研究授業を行い、学校全体の授業をより良くするためには、子供の実態とそれに
見合った自分の行動が必要である。

研修：自主的な研究授業をやりたい

勤
務
時
間
終
了
後
、
す
ぐ
に
帰
る
。

三
〇
代
後
半
か
ら
は
意
図
的
に
そ
う
し
て
き
た
。

四
月
一
日
、
年
度
初
め
の
日
か
ら
で
あ
る
。

他
の
教
師
が
残
っ
て
い
る
と
、
同
学
年
の
若
い
先
生
が

気
を
使
っ
て
帰
れ
な
い
か
ら
だ
。

「
一
緒
に
出
ま
す
か
？
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

私
が
同
学
年
を
組
ん
で
き
た
先
輩
方
は
、
み
ん
な
定
時

に
帰
っ
て
い
た
。
か
と
い
っ
て
、
仕
事
を
持
ち
帰
る
わ
け

で
は
な
い
。

「
仕
事
の
処
理
ス
ピ
ー
ド
」
が
極
め
て
速
か
っ
た
。

時
間
感
覚
も
優
れ
て
い
た
。
打
合
せ
や
必
要
な
書
類
の

作
成
も
、
全
て
勤
務
時
間
内
に
終
え
て
い
た
。

①
「
隙
間
時
間
の
使
い
方
」

②
「
段
取
り
力
」

③
「
決
断
力
」

こ
の
三
つ
が
他
の
先
輩
方
と
違
っ
て
い
た
。

私
も
「
そ
の
場
主
義
」
で
仕
事
を
進
め
る
の
で
、
お
互

い
に
心
地
良
か
っ
た
。

何
よ
り
家
族
、
家
庭
を
大
切
に
す
る
先
輩
方
だ
っ
た
。

休
み
の
日
や
放
課
後
に
電
話
や
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
る
こ

と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

定
時
退
勤
は
い
い
こ
と
で
あ
る
。

　
勤
務
校
で
は
研
究
授
業
を
行
う
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
。

生
活
指
導
で
手
一
杯
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
生
徒
か
ら
の
「
全
体
的
に
授
業
は
つ
ま

ら
な
い
」
と
い
う
発
言
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
先
生
方
に

「
授
業
の
改
善
」
へ
の
興
味
・
関
心
を
も
た
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
私
は
左
記
の
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
る
。

①
　
指
導
案
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
ス
ラ
イ
ド
を
公
開

②
　
同
僚
の
先
生
の
授
業
を
見
学

③
　
授
業
の
相
談
→
「
今
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

　
特
に
②
や
③
に
関
し
て
は
、
今
後
授
業
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
授

業
を
拝
見
し
て
、
⑴
良
い

点
、
⑵
改
善
点
、
⑶
勉
強

に
な
っ
た
点
、
⑷
疑
問
点

をGoogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

に
ま
と
め
、
送
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
一
部
で
は
あ

る
が
、
他
の
先
生
方
の
授

業
を
見
に
行
く
文
化
が
で

き
た
。
自
主
的
研
究
授
業

の
た
め
、
ま
ず
は
仲
間
を

作
っ
て
い
く
。
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か
ら
四
文
字
の
言
葉
を
作
る
。

「
か
に
」
↓
「
か
に
さ
ん
」

「
か
い
た
」
↓
「
か
い
た
よ
」

　
や
り
方
が
分
か
れ
ば
、
子
供
た
ち

は
自
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
る
。教
室
で
は
、次
の
よ
う
な
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
班
ご
と
に
言

葉
集
め
を
行
わ
せ
た
。

　
最
後
に
、
集
め
た
言
葉
を
組
み
合

わ
せ
て
詩
を
作
っ
た
。
子
供
た
ち
の

作
品
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

二
　
様
々
な
種
類
の
言
葉
を
集

め
る

　
名
詞
だ
け
で
な
く
、
形
容
詞
、
動

詞
、
副
詞
も
集
め
る
こ
と
で
、
詩
づ

く
り
が
一
層
楽
し
く
な
る
。
多
様
な

言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的

な
情
景
を
描
き
出
す
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
一
年
生
の
子
供
た
ち
は
名
詞

を
出
す
こ
と
が
多
い
。
名
詞
以
外
が

出
に
く
い
場
合
は
、
教
師
が
例
を
挙

げ
る
。

「
か
わ
い
い
」（
形
容
詞
）

「
か
い
た
」（
動
詞
）

「
か
な
ら
ず
」（
副
詞
）

　
子
供
た
ち
が
見
付
け
た
場
合
に
は
、

「
す
ご
い
な
あ
。
よ
く
見
付
け
た
ね
。

一
年
生
と
は
思
え
な
い
ね
」
と
驚
き
、

褒
め
る
と
よ
い
。
一
年
生
の
子
供
た

ち
は
、
言
葉
集
め
に
熱
中
す
る
だ
ろ

う
。

　
集
め
た
二
文
字
や
三
文
字
の
言
葉

三
　
四
文
字
の
言
葉
に
す
る

入学後２か月の１年生
が熱中する言葉集め
と詩づくり
言葉を段階的に集め、種類を広
げ、最後に４文字の言葉にする。

東京書籍・１年上・P64-65

1年
Japanese
国語

広島県公小学校

平
ひら

田
た

千
ち

晶
あき

※教科書は令和２年度版。

指示 「か」で始まる４文字の言葉を
集めます。

「
あ
ひ
る
の
あ
く
び
」（
東
京
書
籍
）

の
音
読
後
、
詩
の
ひ
み
つ
を
見
付
け

る
。
そ
の
後
、
詩
づ
く
り
を
行
う
。

　
こ
の
活
動
は
、「
か
」
で
始
ま
る

四
文
字
の
言
葉
を
集
め
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
る
。

　
ま
ず
、「
か
」
で
始
ま
る
二
文
字

の
言
葉
を
集
め
る
。例
え
ば
、「
か
め
」

「
か
さ
」「
か
ば
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

比
較
的
容
易
で
あ
る
た
め
、
授
業
の

冒
頭
で
全
員
が
参
加
し
や
す
く
な
る
。

　
そ
の
後
、
三
文
字
、
そ
し
て
四
文

字
の
言
葉
を
集
め
る
。

一
　
言
葉
を
段
階
的
に
集
め
る
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は
合
わ
せ
る
お
話
で
す
か
？　

増
え

る
お
話
で
す
か
？
」
と
問
い
、
合
併

の
場
面
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
た
い
。

　

四
つ
め
は
、「
自
分
で
お
話
を
つ

く
る
」
こ
と
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
型

を
与
え
て
も
い
い
し
、
書
く
こ
と
に

負
荷
が
高
い
よ
う
な
ら
、
口
で
言
わ

せ
て
も
い
い
。
一
人
で
や
る
の
が
難

し
い
の
で
あ
れ
ば
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ

で
も
い
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
学
級

や
児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
変
化
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　

五
つ
め
は
、「
発
表
さ
せ
る
」
こ
と
だ
。

　

そ
の
時
に
大
事
な
の
が
、
教
師
が

驚
き
、
褒
め
る
こ
と
。
絵
を
よ
く
見

て
み
る
と
、
４
+
３
に
な
る
お
話
が

い
く
つ
も
あ
る
。

「
す
ご
い
！　

先
生
、
見
付
け
ら
れ

な
か
っ
た
よ
。
賢
い
な
〜
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
褒
め
て
い
き
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
発
表
さ
せ
た
後
に
、

「
こ
れ
は
合
わ
せ
る
お
話
で
す
か
？

増
え
る
お
話
で
す
か
？
」
と
全
体
に

確
認
す
る
こ
と
も
押
さ
え
て
お
き
た

い
。

す
か
？
」
と
問
い
た
い
。
そ
う
す
る

こ
と
で
合
併
と
増
加
の
場
面
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
つ
め
は
、「
あ
み
さ
ん
の
つ
く
っ

た
お
話
に
出
て
く
る
す
ず
め
の
数
を

書
き
こ
む
」
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
の

学
習
で
は
挿
絵
に
数
字
を
書
き
込
ん

で
き
た
。
数
字
を
書
く
こ
と
で
、
数

え
間
違
い
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
つ
め
は
、「
型
を
与
え
て
指
定

さ
れ
た
も
の
で
お
話
を
つ
く
る
」
こ

と
だ
。
先
ほ
ど
の
す
ず
め
の
下
に
木

が
あ
る
。
型
を
与
え
て
問
題
を
つ
く

ら
せ
る
。

指
示  

□
に
あ
て
は
ま
る
数
字

を
入
れ
て
お
話
を
完
成
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

「
な
が
い
木
が
□
本
あ
り
ま
す
。

み
じ
か
い
木
が
□
本
あ
り
ま
す
。

ぜ
ん
ぶ
で
□
本
に
な
り
ま
す
」

　

こ
れ
な
ら
、
数
字
を
当
て
は
め
る

だ
け
な
の
で
、
お
話
を
簡
単
に
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
「
こ
れ

神奈川県逗子市立沼間小学校

宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

「あわせて いくつ 
ふえると いくつ」
おはなしづくり５つのステップ。

東京書籍・１年②・P11

1年
Mathematics
算数発問 これは合わせるお話ですか？　

増えるお話ですか？

　

単
元
の
最
後
は
、
絵
の
中
か
ら
た

し
算
の
お
話
を
つ
く
る
活
動
に
な
っ

て
い
る
。

　

い
き
な
り
、
お
話
を
つ
く
る
の
は

難
し
い
。
そ
こ
で
、
五
つ
の
ス
テ
ッ

プ
で
つ
く
ら
せ
る
。

　

一
つ
め
は
、「
お
話
の
例
示
を
読

む
」
こ
と
で
あ
る
。教
科
書
で
は
「
あ

み
さ
ん
」
の
お
話
が
出
て
く
る
。
こ

れ
を
教
師
が
読
ん
で
あ
げ
、
子
供
に

も
音
読
さ
せ
た
い
。
例
示
を
知
る
こ

と
で
、「
こ
う
い
う
ふ
う
に
書
け
ば

い
い
ん
だ
」
と
分
か
る
。

　

こ
れ
ま
で
合
併
と
増
加
の
学
習
を

し
て
き
た
の
で
、「
こ
れ
は
合
わ
せ

る
お
話
で
す
か
？　

増
え
る
お
話
で

授業でできるたし算ゲーム

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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向
山
洋
一
氏
の
恩
師
で
あ
る
石
川

正
三
郎
氏
の
実
践
に
「
桃
太
郎
を
鬼

の
視
点
で
書
き
な
さ
い
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
を
ス
イ
ミ
ー
で
行

う
と
、
分
析
批
評
「
視
点
」
の
検
討

を
低
学
年
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
は
、
ス
イ
ミ
ー
の
視
点
か
ら

第
二
場
面
を
検
討
さ
せ
る
。

【
ス
イ
ミ
ー
の
視
点
で
要
約
】

　
小
さ
な
赤
い
魚
を
ま
ぐ
ろ
に
食
べ

ら
れ
、
一
ぴ
き
だ
け
に
げ
た
ス
イ

ミ
ー
。

指
示
２  

ま
ぐ
ろ
か
ら
見
え
た
様
子

を
ま
と
め
な
さ
い
。

【
ま
ぐ
ろ
の
視
点
で
要
約
】

　
赤
い
魚
た
ち
を
一
口
で
一
ぴ
き
の

こ
ら
ず
食
べ
た
ま
ぐ
ろ
。

な
ど
と
要
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
最
終
場
面
で
は
、
痛
快
な
要
約
と

な
る
こ
と
も
補
足
し
た
い
。

一
ぴ
き
の
大
き
な
魚
に
お
い
だ

さ
れ
た
ま
ぐ
ろ
。

二
　
ま
ぐ
ろ
の
視
点
で
検
討

「スイミー」
スイミーで、分析批評初めの
一歩を体験させる。

2年

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

光村図書・２年上・P34-45

Japanese
国語登場人物の検討

発問  登場人物でないのはどれですか。

まぐろの視点で検討
指示 まぐろから見えた様子をまとめなさい。

　
こ
の
単
元
の
目
標
は
、「
話
を
読

ん
で
し
ょ
う
か
い
す
る
こ
と
」
で
あ

る
。
ま
た
二
年
生
で
初
め
て
子
供
た

ち
が
味
わ
う
、
本
格
的
な
物
語
文
で

あ
る
。
そ
の
際
に
、
挑
戦
し
た
い
こ

と
は
次
で
あ
る
。

分
析
批
評

　
低
学
年
の
う
ち
か
ら
、
分
析
批
評

の
学
び
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

中
学
年
や
高
学
年
に
な
っ
て
か
ら
、

物
語
の
「
構
造
」
が
す
ん
な
り
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

説
明
１
「
物
語
の
中
で
、
話
を
し

一　
登
場
人
物
の
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

た
り
、
動
い
た
り
す
る
人
や
動
物

な
ど
」
を
登
場
人
物
と
言
い
ま
す
。

　
定
義
を
確
定
し
、
子
供
た
ち
の
中

の
共
通
の
土
台
を
作
る
。

指
示
１  

登
場
人
物
を
ノ
ー
ト
に
書

き
な
さ
い
。

　
す
る
と
、
お
お
む
ね
次
の
も
の
が

出
る
だ
ろ
う
。

①
　
ス
イ
ミ
ー

②
　
ま
ぐ
ろ

③
　
赤
い
魚
た
ち

④
　
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
く
ら
げ

⑤
　
〜
以
下
略

　
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
は
、
定
義
か

ら
外
れ
た
も
の
で
あ
る
。
話
合
い
を

し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、

次
の
よ
う
な
発
問
を
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

発
問
１  

登
場
人
物
で
な
い
の
は
、

ど
れ
で
す
か
。

　
す
る
と
「
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
く
ら

げ
」
は
、
話
し
た
り
行
動
し
た
り
し

て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
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ま
ず
、
上
の
図
の
よ
う
に
、
１
０

０
の
ド
ッ
ト
を
赤
で
囲
み
、
１
０
０

と
書
き
込
む
。
同
じ
よ
う
に
１
０
０

を
囲
ん
で
い
き
１
０
０
、
１
０
０
と

数
字
を
書
き
込
む
。

　

そ
の
後
、
数
直
線
と
ド
ッ
ト
図
を

つ
な
げ
る
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
数

直
線
の
１
０
０
の
と
こ
ろ
に
線
を
引

く
と
、
上
の
ド
ッ
ト
図
の
１
０
０
と

一
致
す
る
。

　

同
じ
よ
う
に
１
０
０
０
ま
で
赤
線

を
引
い
て
い
く
。

　

こ
の
作
業
を
通
し
て
、
数
量
と
数

字
を
結
び
付
け
、
１
０
０
０
と
い
う

数
は
１
０
０
０
個
の
●
が
集
ま
っ
た

数
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
、
教
科
書
の
問
題
に
進
む
。

①　

９
０
０
は
あ
と
い
く
つ
で

１
０
０
０
に
な
り
ま
す
か
。

②　

１
０
０
０
よ
り
３
０
０
小

さ
い
数
は
い
く
つ
で
す
か
。

③　

１
０
０
０
よ
り
１
小
さ
い

数
は
い
く
つ
で
す
か
。

　

数
直
線
を
見
て
、
考
え
さ
せ
る
。

　

１
０
０
円
、
２
０
０
円
、
３
０
０

円
…
…
と
順
に
指
さ
し
な
が
ら
数
え

る
と
、
９
０
０
円
、
１
０
０
０
円
と

ス
ム
ー
ズ
に
言
え
る
。

二　

数
直
線
と
ド
ッ
ト
図
を
つ
な
ぐ

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

1000という数を視
覚化し、量感をつか
ませる
お金に替えたり、ドット図を使っ
たりして、1000をイメージさ
せる。

東京書籍・２年上・P60-61

2年
Mathematics
算数発問 下の●は全部で何個あります

か。

一　

１
０
０
を
10
こ
集
め
た
数
が

１
０
０
０

　

教
科
書
に
は
こ
の
図
が
あ
る
。

　

し
か
し
「
１
０
０
が
10
個
で
１
０

０
０
」
が
理
解
し
に
く
い
児
童
も
い

る
。
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
お
金

の
絵
を
見
せ
る
。

※教科書は令和２年度版。

100

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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3年
Japanese
国語

て
ご
ら
ん
。（「
学
校
帰
り
の
道
」

「
夕
日
」）

①
　
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。（
海
ぞ

い
の
町
）

②
　
も
う
少
し
詳
し
い
場
所
を
見
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
り
い
こ
が
い

る
の
は
、
ど
こ
で
す
か
。
四
角
で

囲
み
な
さ
い
。（
学
校
帰
り
の
道
）

③
　
同
じ
よ
う
に
、
場
所
が
書
い
て

あ
る
と
こ
ろ
を
、
四
角
で
囲
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
近
く
の
人
と
話

し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
も
良
い
で

す
よ
。

④
　
場
所
を
表
に
整
理
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
込
み
ま

し
ょ
う
（Google

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
ま
た
は
紙
の
シ
ー
ト
に
取

り
組
ま
せ
る
）。

①
　
学
校
帰
り
の
道
で
、
り
い
こ
は
、

何
の
時
間
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
か
。（
図
工
の
時
間
）

二
「
場
所
」
を
問
う

三
「
出
来
事
」
を
書
き
出
さ
せ
る

物
語
文
指
導
の
第
一
は
、
設
定
を

押
さ
え
る
こ
と
で
あ
る
。
時
間
、
場

所
、
登
場
人
物
、
出
来
事
（
事
件
）

を
読
み
取
る
こ
と
を
言
う
。

そ
れ
に
加
え
、
単
元
名
「
登
場
人

物
の
へ
ん
か
に
気
を
つ
け
て
読
み
、

感
想
を
書
こ
う
」
か
ら
、「
登
場
人

物
の
変
化
」
も
読
み
取
ら
せ
た
い
。

①
　
こ
の
お
話
の
季
節
は
い
つ
で
す

か
。（
夏
）

②
　
夏
の
日
の
、
朝
で
す
か
、
お
昼

で
す
か
、
夕
方
で
す
か
。（
夕
方
）

③
　
そ
の
証
拠
を
教
科
書
か
ら
探
し

一
「
時
間
」
を
問
う

物語文教材「まいごの
かぎ」
物語の設定を押さえる。①時間、
②場所、③出来事、　④登場人
物、⑤登場人物の変化　の５つ
を学ばせたい。

光村図書・３年上・Ｐ65-83

長野県公立小学校

大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

※教科書は令和２年度版。

①
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
ま
す
。
詳

し
い
場
所
の
右
に
、「
出
来
事
」

と
あ
り
ま
す
。指
を
置
い
て
ご
ら
ん
。

②
　
そ
の
場
所
で
の
出
来
事
、「
誰

が
何
を
し
た
」
と
い
う
形
で
書
き

ま
す
。
出
来
事
の
一
つ
め
、
読
み

ま
す
。

「
り
い
こ
が
、
図
工
の
時
間
を
思

い
出
す
。」

③
　
り
い
こ
は
、
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
の
中

か
ら
、何
を
見
付
け
ま
す
か
。（
か
ぎ
）

④
　
出
来
事
の
二
つ
め
、
読
み
ま
す
。

⑤
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
三
つ
め
、
書

け
た
ら
、シ
ー
ト
を
見
せ
に
来
ま
す
。

⑥
　
表
の
続
き
を
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
後
、「
出
来
事
」
に
つ
い
て

の
り
い
こ
の
考
え
、
気
持
ち
に
関
わ

る
言
葉
を
表
に
書
き
込
む
。「
り
い

こ
の
変
化
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
登
場
人
物
」
の
定
義
（
人
の
よ
う

に
話
し
た
り
、
動
い
た
り
、
考
え
た

り
す
る
も
の
）
を
押
さ
え
た
上
で
、

「
登
場
人
物
」
を
考
え
さ
せ
た
い
。

発問 このお話の季節はいつですか。
朝ですか、昼ですか、夕方ですか。

指示 表に書き込みましょう。
ワークシート ダウンロード↓
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三
つ
で
す
。

千
の
束
は
、い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

　
四
つ
で
す
。

百
の
束
は
、い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

　
五
つ
で
す
。

十
の
束
は
、い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

　
一
つ
で
す
。

ば
ら
は
、
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

　
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
い

く
つ
で
す
か
。

　
三
万
四
千
五
百
十
二
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
流
れ
の
中
で
、
さ

ら
っ
と
扱
い
、
導
入
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
数
え
方
に
は
指

導
が
必
要
で
あ
る
。

　
位
が
大
き
く
な
る
と
、
毎
回
毎
回
、

「
一
十
百
千
万
」
と
単
位
を
数
え
る

子
が
出
て
く
る
。

　
三
年
生
「
一
万
を
こ
え
る
数
」。

　
こ
の
学
習
は
、
一
万
と
い
う
新
た

な
単
位
が
出
て
く
る
。

　
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
、
一
万
と

い
う
単
位
を
、
生
活
の
中
で
、
自
然

と
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
お
年
玉

を
一
万
円
も
ら
っ
た
な
ど
、
会
話
の

中
に
も
出
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
学
習
の
時
に
は
、

説
明
は
、
必
要
な
い
。

　
必
要
な
の
は
、

作
業
指
示
と
確
認
で
あ
る
。

　
実
際
の
授
業
を
記
す
。

一
万
の
束
、い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

「一万をこえる数」
生活体験を活用！
新たな単位も流れの中でラクラ
ク攻略！

啓林館・３年上・P59-61

3年
Mathematics
算数

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

※教科書は令和２年度版。

　
悪
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
数
字

を
読
む
上
で
、
苦
労
す
る
。

　
そ
こ
で
、
上
欄
の
図
の
よ
う
に

「
万
」
を
書
き
込
む
。

　
子
供
た
ち
と
の
約
束
は
、

イ
チ
、
ニ
、
サ
ン
、
万
。

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
万
マ
ー
ク
を
書
く
。

　
た
っ
た
そ
れ
だ
け
な
の
だ
が
、
こ

れ
が
、
効
果
絶
大
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
難
し
い
の
が
、

漢
数
字
を
数
字
に
直
す
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
の
対
応
方
法
は
、
図
の

よ
う
に
、
万
、
千
、
百
、
十
を
丸
で

囲
む
方
法
で
あ
る
。

　
〇
で
囲
む
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と

漢
数
字
の
み
が
出
て
く
る
。

　
漢
数
字
を
数
字
に
直
す
の
を
間
違

え
る
子
は
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
然
と
答
え
に
た
ど
り
着
く
。

　
ま
た
、
万
、
千
、
百
、
十
と
順
に

〇
で
囲
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
空

位
の
位
も
自
然
と
分
か
る
た
め
、
間

違
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

発問 それらを合わせると、
　いくつですか。

国
算 4・8・1月号特別企画！ 林健広の算数授業
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三
つ
以
上
書
け
た
子
に
は
、
板
書

を
さ
せ
た
。
分
か
ら
な
い
子
は
、
黒

板
を
写
し
た
り
、
黒
板
を
見
た
り
し

な
が
ら
、
文
を
作
ら
せ
た
。

　

次
の
よ
う
な
文
が
、黒
板
に
並
ん
だ
。

・
算
数
の
テ
ス
ト
が
、
０
点
だ
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
次
は
が
ん
ば
ろ
う
。

・
算
数
の
テ
ス
ト
が
、
０
点
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
月
の
お
こ
づ
か
い

は
な
し
に
な
っ
た
。

・
算
数
の
テ
ス
ト
が
、
０
点
だ
っ
た
。

で
も
、
ま
わ
り
の
子
は
全
員
一
〇

〇
点
だ
っ
た
。

・
算
数
の
テ
ス
ト
が
、
０
点
だ
っ
た
。

ま
た
、
国
語
の
テ
ス
ト
も
、
０
点

だ
っ
た
。

・
算
数
の
テ
ス
ト
が
、
０
点
だ
っ
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
宿
題
を
全
然

や
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

・
算
数
の
テ
ス
ト
が
、
０
点
だ
っ
た
。

さ
て
、
再
テ
ス
ト
の
時
間
だ
。

【
参
考
】

武
田
晃
治
氏
「
つ
な
ぎ
言
葉
の
授
業
」

　

四
角
の
中
の
言
葉
は
、
書
き
手
の

気
持
ち
に
よ
っ
て
、
順
接
と
逆
接
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

合
わ
せ
て
、
つ
な
ぎ
言
葉
の
意
味
を
、

教
科
書
で
確
認
す
る
。

指
示
２  

教
科
書
や
本
か
ら
、
つ
な

ぎ
言
葉
を
探
し
な
さ
い
。

　

本
か
ら
見
付
け
た
つ
な
ぎ
言
葉
を
、

ノ
ー
ト
に
書
き
出
し
た
。
そ
の
後
、

教
科
書
を
使
っ
て
ま
と
め
を
行
っ
た
。

算
数
の
テ
ス
ト
が
、０
点
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

、
〜
。

指
示
３  

写
し
ま
す
。

発
問
２  

四
角
の
中
に
、
こ
れ
ま
で

見
付
け
た
つ
な
ぎ
言
葉
を
入
れ

て
、
文
を
作
り
な
さ
い
。

　

一
つ
書
け
た
ら
、
教
師
の
と
こ
ろ

へ
持
っ
て
こ
さ
せ
、
丸
を
付
け
た
。

二
　
つ
な
ぎ
言
葉
を
探
す

三
　
つ
な
ぎ
言
葉
で
文
章
作
り

「つなぎ言葉のはたら
きを知ろう」
つなぎ言葉を使った文章作りを通
し、言葉の働きを理解し、語句の使
い分けをする。

4年

埼玉県公立小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・４年上・P81-83

Japanese
国語

※教科書は令和２年度版。

指示 カッコの中に、つなぎ言葉を
入れ、文を作りなさい。

徒
競
走
の
と
き
、必
死
で
走
っ
た
。

　
　
　
　
　

、
二
着
だ
っ
た
。

指
示
１  
写
し
ま
す
。

発
問
１  
四
角
に
は
、
ど
ん
な
言
葉

が
入
り
ま
す
か
。

　

順
接
を
入
れ
る
子
と
、
逆
接
を
入

れ
る
子
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

ど
う
し
て
そ
の
言
葉
を
入
れ
た
の
か

を
発
表
さ
せ
る
。

・
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
二
位
を
取
れ

た
の
で「
だ
か
ら
」だ
と
考
え
ま
す
。

・
一
位
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
に
、
負
け

た
の
で
、「
し
か
し
」
と
考
え
ま
す
。

一
　
つ
な
ぎ
言
葉
を
教
え
る

徒競走のとき、必死で走った。
 、二着だった。
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ま
だ
「
解
説
を
聞
い
た
」
だ
け
の
状

態
だ
。
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、

も
う
一
歩
の
詰
め
が
必
要
だ
。

作
業
さ
せ
な
が
ら
学
ば
せ
る
。

指
示  

十
の
束
と
ば
ら
に
分
け
て
考

え
ま
す
。（
線
を
引
く
）

指
示  

ま
ず
は
十
の
束
を
分
け
ま
す
。

三
人
で
同
じ
数
ず
つ
分
け
て
ご

ら
ん
。

　

二
束
ず
つ
囲
ん
で
一
束
余
る
。

発
問  

式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

「
７
÷
２
＝
３
あ
ま
り
１
で
す
」

「
正
解
！　

そ
の
下
に
書
き
な
さ

い
」

指
示  

次
は
残
っ
た
一
束
と
ば
ら
を

分
け
ま
す
。
式
を
書
き
な
さ
い
。

　

一
束
と
二
枚
で
一
二
枚
。
そ
れ
を

三
人
で
分
け
る
の
で
「
12
÷
３
＝

４
」
と
な
る
。
答
え
は
「
24
ま
い
」
だ
。

　

そ
し
て
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
、
わ
り

算
の
筆
算
に
入
っ
て
い
く
。
こ
こ
も

同
じ
よ
う
に
「
十
の
束
か
ら
」
を
意

識
さ
せ
て
い
け
ば
よ
い
。

　

他
の
子
の
発
表
を
聞
い
た
と
き
に

「
あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
」

と
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
発
表
さ
せ
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
方
法
が
登
場
す
る
。

　

押
さ
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
こ
れ
だ
。

①　

ま
ず
は
十
の
束
を
分
け
る
。

②　

次
に
ば
ら
を
分
け
る
。

　

子
供
た
ち
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
い
る
子

を
取
り
上
げ
て
褒
め
る
と
よ
い
。

　

教
科
書
に
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
し
ほ
さ
ん
」
の
説

明
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
色
紙
の
考

え
方
は
、
こ
の
後
も
登
場
す
る
か
ら

だ
。

　

教
科
書
ど
お
り
の
方
法
を
、
電
子

黒
板
に
色
紙
を
提
示
し
て
操
作
し
な

が
ら
や
る
と
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　

し
ほ
さ
ん
の
や
り
方
を
学
ん
だ
が
、

二
　
教
科
書
の
や
り
方
を
学
ば
せ
る

三
　
書
き
込
み
な
が
ら
学
ば
せ
る

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

わり算の筆算⑴
まずは十の束を分け、次にばら
を分ける。そのことを「変化の
ある繰り返し」で教えよう。

東京書籍・４年上・P39-41

4年
Mathematics
算数

　

七
二
枚
の
色
紙
を
三
人
で
同
じ
数

ず
つ
分
け
る
問
題
だ
。
立
式
し
、
一

人
分
の
見
当
を
付
け
る
と
こ
ろ
ま
で

は
さ
っ
と
進
め
て
い
く
。

指
示  

そ
の
下
に
色
紙
の
絵
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
絵
を
使
っ
て
、
三
人

で
同
じ
数
ず
つ
に
な
る
よ
う
に

分
け
て
ご
ら
ん
。

　

分
か
ら
な
く
て
も
い
い
。
短
時
間

で
い
い
。
自
分
の
頭
で
考
え
て
み
る

こ
と
が
大
事
だ
。
な
ぜ
か
。

直
後
の
情
報
の
入
り
方
が
変
わ

る
。

一
　
自
分
の
頭
で
考
え
さ
せ
る

指示 その下に色紙の絵があります。
この絵を使って、３人で同じ数ず
つになるように分けてごらん。

※教科書は令和２年度版。

※図は教科書をもとに作成。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
短
時
間
で
覚

え
て
し
ま
う
。
始
め
に
達
成
感
を
も

た
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
一
段
落
（
も
っ
と
短
く

て
も
よ
い
）
の
暗
唱
に
挑
戦
さ
せ
る
。

　

一
文
、
一
段
落
と
暗
唱
し
た
後
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
全
文
の
暗
唱
テ
ス

ト
に
挑
ま
せ
る
。
希
望
者
を
立
た
せ
、

皆
が
見
て
い
る
前
で
言
わ
せ
て
い
く
。

少
し
間
違
っ
た
だ
け
で
も
不
合
格
と

す
る
。

「
一
文
字
抜
け
ま
し
た
。
不
合
格
」

　

明
る
く
、
で
も
、
厳
し
く
判
定
す

る
。
一
見
冷
た
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

こ
の
方
が
児
童
は
熱
中
す
る
。

　

毎
回
教
師
が
合
否
判
定
を
し
て
い

る
と
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま
う

の
で
、
初
め
に
合
格
し
た
数
名
を
試

験
官
に
す
る
。

　

教
師
と
試
験
官
の
ど
ち
ら
に
テ
ス

ト
を
受
け
て
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。

三
　
厳
し
い
か
ら
熱
中
す
る

四
　
試
験
官
シ
ス
テ
ム

あ
り
け
り
。

　

テ
ン
ポ
よ
く
進
ん
で
い
く
。

②
　
原
文
と
現
代
語
訳

　

児
童
に
原
文
を
読
ま
せ
、
教
師
が

そ
の
部
分
の
現
代
語
訳
を
読
む
。

児
童
：
今
は
昔
、

教
師
：
昔
、

児
童
：
竹
取
の
翁
と
い
ふ
も
の

あ
り
け
り
。

教
師
：
竹
取
の
翁
と
よ
ば
れ
る

人
が
い
た
。

　

た
く
さ
ん
音
読
を
し
た
後
、
暗
唱

テ
ス
ト
を
行
う
。
い
き
な
り
全
文
の

暗
唱
は
負
荷
が
大
き
い
の
で
、
冒
頭

の
一
文
や
一
行
を
暗
唱
さ
せ
る
。

指
示
一
文
目
「
今
は
昔
、
竹

取
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け

り
。」

　
　
覚
え
た
ら
座
り
な
さ
い
。

二
　
ま
ず
は
一
文
（
一
行
）
の
暗
唱

「古典の世界（一）」
暗唱に至るステップ
たくさん音読させ、暗唱に挑ませる。
ポイントはスモールステップと試験
官システムである。

5年

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・５年・P64-69

Japanese
国語指示 １文目「今は昔、竹取の翁と

いふものありけり。」を覚えます。

「
竹
取
物
語
」
な
ど
四
作
品
を
声
に

出
し
て
読
み
、
暗
唱
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
教
科
書
で
は
二
時
間
扱
い
だ

が
、
毎
時
間
五
〜
一
〇
分
ず
つ
な
ど
、

「
帯
」
で
学
習
を
進
め
る
と
よ
い
。

　

暗
唱
に
至
る
ま
で
に
、
追
い
読
み

と
交
代
読
み
で
た
く
さ
ん
読
む
経
験

を
積
ま
せ
る
。
交
代
読
み
は
、
一
文

交
代
が
一
般
的
だ
が
、
次
の
よ
う
な

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
あ
る
。

①
　
句
読
点
で
交
代
す
る

教
師
：
今
は
昔
、

児
童
：
竹
取
の
翁
と
い
ふ
も
の

一
　
様
々
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
音
読

※教科書は令和２年度版。
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言
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
実
態
に
合
わ

せ
て
、
こ
の
図
を
ノ
ー
ト
に
か
か
せ

る
か
教
科
書
の
図
を
な
ぞ
ら
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
子
供
は
自
然
に
比
例
関
係
を
理

解
し
て
い
く
。

三
　
他
の
数
字
を
当
て
は
め
て
言
う

　

は
る
と
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
す
。

﹇
リ
ボ
ン
の
長
さ
が
二
・
三
倍
に
な
れ

ば
、
代
金
も
二
・
三
倍
に
な
る
…
﹈

「
で
は
、
リ
ボ
ン
の
長
さ
が
五
倍

に
な
る
と
？
」（
代
金
も
五
倍

に
な
り
ま
す
）「
リ
ボ
ン
の
長
さ

が
一
〇
倍
に
な
る
と
？
」（
代
金

も
一
〇
倍
に
な
り
ま
す
）「
隣
と

問
題
を
出
し
合
っ
て
ご
ら
ん
」

　

こ
の
よ
う
に
、
他
の
数
字
を
出
す

こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
理
解
し
た
か
を

確
認
し
、
理
解
に
つ
な
げ
る
。

「
正
解
。
次
に
先
生
は
何
と
言
い
ま

す
か
？
」（
３
の
上
に
『
２
４
０
』

と
書
き
ま
し
ょ
う
）

「
で
は
、
二
・
三
ｍ
の
場
合
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
式
を
書
き
な
さ
い
」

　

こ
の
よ
う
に
、
数
直
線
に
数
値
を

書
き
込
む
こ
と
で
、
勉
強
が
苦
手
な

子
も
自
然
と
立
式
で
き
る
よ
う
に
さ

せ
る
。

二
　
比
例
関
係
を
理
解
さ
せ
る

　

次
に
、
教
科
書
に
は
、
数
直
線
に

矢
印
が
引
い
て
あ
る
図
が
あ
る
。
そ

の
図
を
指
し
な
が
ら
言
う
。

「
リ
ボ
ン
の
長
さ
が
二
倍
に
な
る
と
、

代
金
も
二
倍
。
リ
ボ
ン
の
長
さ
が
三

倍
に
な
る
と
代
金
も
三
倍
。
リ
ボ
ン

の
長
さ
が
二
・
三
倍
に
な
る
と
…
」

図
を
指
で
な
ぞ
っ
て
ご
ら
ん
。

　

教
師
は
数
直
線
の
矢
印
を
指
で
な

ぞ
り
な
が
ら
読
む
。
子
供
た
ち
に
は
、

ま
ず
は
黒
板
で
そ
の
様
子
を
見
せ
、

次
に
自
分
の
教
科
書
に
指
を
置
い
て

同
様
に
な
ぞ
り
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
と

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

活動と共に褒めながら比例
関係を導く３つのステップ
比例関係をイメージすることが難しい
子がいる。そこで、①スモールステッ
プで書く、②指でなぞる、③図を写す
活動をとおして、理解につなげる。

東京書籍・５年上・P41-44

5年
Mathematics
算数指示 「160」と書いてごらん。

　図を指でなぞってごらん。

一　
ま
ず
は
数
直
線
を
使
い
、
テ
ン

ポ
よ
く
発
問
し
立
式
ま
で
導
く

「
０
ｍ
に
指
を
置
き
な
さ
い
。
０
ｍ

の
時
は
０
円
で
す
ね
。
で
は
、
一
ｍ

の
時
は
、
い
く
ら
で
す
か
？
」（
八

〇
円
で
す
）「
二
ｍ
の
時
は
？
」（
一

六
〇
円
で
す
）「
す
ご
い
！　

ど
う

し
て
？
」（
80
×
２
だ
か
ら
で
す
）

「
す
ば
ら
し
い
ね
。
２
ｍ
の
上
に

『
１
６
０
』
と
書
い
て
お
き
な
さ
い
」

「
で
は
三
ｍ
は
？
」（
二
四
〇
円
）

「
さ
す
が
。
先
生
は
次
に
何
て
聞
く

と
思
う
？
」（
ど
う
し
て
？
）

「
そ
う
だ
ね
。
ど
う
し
て
？
」（
80

×
３
だ
か
ら
で
す
）

https://www.
youtube.com/
watch?v=JBB_
FRbrH9k

※教科書は令和２年度版。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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イ
メ
ー
ジ
図
を
示
し
、
子
供
た
ち
に

選
択
さ
せ
る
。
こ
の
問
題
の
場
合
は
、

「
具
体
例
」
を
選
択
で
き
れ
ば
正
解

で
あ
る
。さ
ら
に
、そ
の
他
の
イ
メ
ー

ジ
図
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
例
文
を

示
し
て
、
問
題
と
し
て
扱
う
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
発
展
問
題
は
、

情
報
と
情
報
と
の
関
係
を
意
識
し
て

文
章
を
書
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

発
問  

次
の
文
の
（
　
）
に
当

て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
正
し

い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

「（
　
）
と
は
、
四
本
の
直
線

に
囲
ま
れ
た
図
形
の
こ
と
で

す
。」

ア
．
長
方
形
　
　
イ
．
正
方
形

ウ
．
四
角
形
　
　
エ
．
台
形

　
こ
の
よ
う
に
、
問
題
を
通
し
て
イ

メ
ー
ジ
図
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、

情
報
と
情
報
を
関
係
さ
せ
て
書
く
文

章
の
書
き
方
を
習
熟
さ
せ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
日
常
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

よ
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
知
識
と

し
て
ま
と
め
る
だ
け
で
学
習
を
終
え

て
し
ま
う
と
、
分
か
っ
た
つ
も
り
に

な
る
だ
け
で
、
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

　
大
切
な
の
は
、「
学
ん
だ
こ
と
を

具
体
的
な
場
面
で
い
か
に
活
用
で
き

る
か
」
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
学
習
し
た
イ
メ
ー
ジ
図

に
関
す
る
問
題
を
子
供
た
ち
に
提
示

す
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

発
問  

次
の
文
章
の
情
報
と
情

報
と
の
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い

の
は
、
ど
の
図
で
す
か
。

「
例
え
ば
、
仙
台
市
の
公
共
施

設
に
は
、
図
書
館
、
美
術
館
、

国
際
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。」

　
例
文
を
音
読
さ
せ
た
後
、
四
つ
の

二
　
イ
メ
ー
ジ
図
に
慣
れ
さ
せ
る

情報と情報をつなげ
て伝えるとき
情報と情報との関係をイメージ
図に整理し、文型を分類する。

6年

宮城県仙台市立蒲町小学校

富
と

樫
がし

僚
りょう

一
いち

光村図書・６年・P68-69

Japanese
国語発問 次の文章の情報と情報の関係

にふさわしいのは、どの図ですか。

　
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項
を

授
業
で
取
り
上
げ
る
と
き
は
、
こ
れ

ま
で
に
学
習
し
て
き
た
説
明
文
を
想

起
さ
せ
な
が
ら
、
筆
者
が
用
い
た
工

夫
を
イ
メ
ー
ジ
図
に
整
理
す
る
と
よ

い
。

　
イ
メ
ー
ジ
図
は
、
視
覚
支
援
と
な

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た

文
型
を
分
類
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

　
教
科
書
で
は
、「
具
体
例
」「
定
義
」

「
共
通
点
」
の
三
つ
が
、
イ
メ
ー
ジ

図
と
し
て
、
文
例
と
共
に
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
、「
原
因
と
結
果
」

な
ど
、
既
習
の
も
の
を
追
加
し
て
も

一
　
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
す

※教科書は令和２年度版。
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算

　

書
き
方
に
慣
れ
て
き
た
ら
、

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
。」

と
発
問
す
る
。

　

さ
ら
に
慣
れ
て
き
た
ら
、

「
自
分
で
や
っ
て
ご
ら
ん
」

と
指
示
を
す
る
。

　

そ
し
て
確
認
と
評
価
を
行
う
。

「
一
〇
㎝
の
線
を
引
け
た
人
、
一
〇

〇
点
！
」

「
最
初
を
閉
じ
ら
れ
た
人
、
さ
ら
に

一
〇
〇
点
！
」

　

こ
こ
ま
で
を
何
度
も
何
度
も
指
導

し
て
い
く
こ
と
で
子
供
た
ち
は
数
直

線
が
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

も
ち
ろ
ん
数
直
線
を
書
く
際
に
は
、

定
規
を
使
わ
せ
る
。

　

そ
の
際
に
お
す
す
め
な
の
が
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
の
「
ミ
ニ

定
規
」
で
あ
る
。

　

数
直
線
を
書
く
と
き
、
筆
算
の
と

き
、
ミ
ニ
定
規
は
長
さ
が
ち
ょ
う
ど

よ
く
手
先
が
不
器
用
な
子
供
に
と
て

も
や
さ
し
い
教
具
な
の
で
あ
る
。

ま
せ
る
程
度
で
よ
い
。

　

算
数
が
苦
手
な
お
子
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
手
数
が
で
き
る
だ
け
少
な
い

方
が
よ
い
。

①　

１
に
丸
を
付
け
ま
す
。

②　

１
の
斜
め
上
の
Ｘ
を
四
角

で
囲
み
ま
す
。

③　

求
め
る
の
は
中
で
す
か
、

外
で
す
か
。（
中
で
す
）

　

※
Ｘ
が
長
方
形
の
中
に
あ
る

の
か
外
に
あ
る
の
か
を
考

え
さ
せ
る
。

④　

中
を
求
め
る
式
は
何
で
す

か
。（
中
＝
外
×
外
で
す
）

　

こ
こ
ま
で
が
定
着
し
た
ら
数
直
線

を
書
く
た
め
の
指
導
に
入
っ
て
い
く
。

①　

一
〇
㎝
の
線
を
引
き
ま
す
。

②　

最
初
を
閉
じ
ま
す
。

③　

０
を
二
つ
書
き
ま
す
。

④　

真
ん
中
に
線
を
引
き
ま
す
。

⑤　

下
に
大
切
な
１
を
書
き
ま

す
。

⑥　

上
と
下
に

（  ）
を
書
き
ま
す
。

数直線を活用した面
積図の指導法
６年後半の難単元
は、数直線を早い
段階でマスターし
て、迎え打つ！

6年

宮城県仙台市立鶴谷小学校

菅
かん

野
の

祐
ゆう

貴
き

東京書籍・６年・P35-36

Mathematics
算数指示 式を数直線に表しなさい。

　

六
年
生
の
後
半
、
難
単
元
「
分
数

の
倍
」
が
待
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
数
直
線
を
使
え
ば
ど
の

子
も
答
え
ま
で
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
こ
で
、「
分
数
の
か
け
算
」
や

「
分
数
の
わ
り
算
」
と
い
う
そ
れ
ほ

ど
難
し
く
な
い
学
習
内
容
で
数
直
線

の
指
導
を
行
っ
て
い
く
。
今
こ
の
時

期
に
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
難
単
元

を
学
習
す
る
頃
に
は
数
直
線
を
使
い

こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
は
「
面
積
図
」
と
い
う
方
法

で
、
長
方
形
を
求
め
る
式
に
置
き
換

え
て
立
式
す
る
。

　

指
導
初
期
は
、
教
科
書
に
書
き
込

※教科書は令和２年度版。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問国
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ま
ず
現
在
の
「
気
仙
沼
お
魚
い
ち

ば
」
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
見
せ
、

読
み
取
り
を
さ
せ
た
。

子
供
た
ち
か
ら
出
た
「
ど
こ
の
県

か
な
？
」「
ど
ん
な
魚
が
と
れ
る
の

か
？
」
と
い
う
二
つ
の
意
見
を
取
り

上
げ
た
。

宮
城
県
の
気
仙
沼
で
あ
る
こ
と
を

教
え
、
教
科
書
の
写
真
を
見
せ
た

（
朝
日
新
聞
の
Ｗ
ｅ
ｂ

か
ら
同
じ
写
真
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
）。

発
問  

気
仙
沼
は
「
○
○
○
漁
日
本

一
」
で
有
名
な
場
所
で
す
。
○
の

中
に
は
何
が
入
る
で
し
ょ
う
。

か
つ
お
派
と
マ
グ
ロ
派
に
分
か
れ

た
。
正
解
は
、
か
つ
お
で
あ
る
。

説
明  

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
三
月

十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き

ま
す
。
死
者
・
行
方
不
明
者
二
万

人
。
宮
城
県
だ
け
で
も
、
死
者
が

一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

「
あ
っ
…
さ
っ
き
の
建
物
だ
…
」

何
人
か
が
声
を
上
げ
た
。
震
災
後

の
写
真
に
写
っ
た
漁
港
の
建
物
に
気

付
い
た
の
だ
。

発
問  

ま
ち
は
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
た

と
思
い
ま
す
か
。

予
想
さ
せ
た
後
、
国
土
交
通
省
東

北
地
方
整
備
局
企
画
部
の
「
東
日
本

大
震
災
っ
て
何
？
」
と
い
う
ペ
ー
ジ

を
開
か
せ
た
。

文
章
の
中
か
ら
、

ど
ん
な
こ
と
に
困
っ

て
い
る
の
か
を
読
み
取
ら
せ
た
。

「
電
気
が
点
か
な
い
の
で
夜
は
真
っ

暗
だ
っ
た
」

「
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ず
、

携
帯
電
話
も
充
電
で
き
な
か
っ
た
」

「
水
が
出
な
い
の
で
、
給
水
車
に
は

長
い
行
列
が
で
き
た
」

た
く
さ
ん
の
「
困
っ
た
」
が
生
活

の
中
に
あ
ふ
れ
、
元
通
り
に
戻
す
に

は
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

発
問  

と
こ
ろ
で
、
さ
っ
き
の
写
真

は
現
在
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

震
災
後
、
か
つ
お
の
水
揚
げ
を
再

開
し
た
時
の
写
真
な
の
で
す
。
漁

を
再
開
で
き
た
の
は
何
年
何
月
だ

と
思
い
ま
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。

一
番
早
い
次
期
を
予
想
し
た
子
で

も
「
三
年
後
」
の
「
二
〇
一
四
年
」

だ
っ
た
。

説
明  
正
解
は
、
二
〇
一
一
年
六
月

で
す
。
三
か
月
後
に
は
水
あ
げ
を

再
開
し
た
の
で
す
。

皆
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。

発
問  

今
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
赤

い
字
、
何
と
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

「
か
つ
お
水
揚
げ
量

二
十
六
年
連
続
日
本

一
」（
注
・
授
業
実
践

時
）東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
年
も

含
め
て
、
ず
っ
と
日
本
一
を
続
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

発
問  

ま
ち
を
元
通
り
の
姿
に
す
る

こ
と
を
「
復
旧
」
と
言
い
ま
す
。

似
た
言
葉
に
「
復
興
」
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
。
復
旧
と
復
興
の

違
い
は
何
で
す
か
。

あ
る
子
が
「
復
旧
は
元
に
戻
す
こ

と
で
、
復
興
は
も
っ
と
良
く
す
る
こ

と
で
す
」
と
答
え
た
。

ま
ち
を
復
旧
・
復
興
す
る
た
め
に
、

ど
ん
な
人
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ

て
い
っ
た
の
か
調
べ
て
い
く
こ
と
を

話
し
て
、
授
業
を
終
え
た
。

社会

基礎・基本

Social studies

震災復興の願いを
実現する政治（第
１時）
教科書・国交省・NHKの
資料をもとに考えさせる。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

東京書籍・６年・P46-57
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県
に
は
「
災
害
対
策
本
部
」
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
な
い
と
思
う

人
？　
い
や
、
あ
る
と
思
う
人
？

　

話
合
い
で
は
解
決
で
き
な
い
。
こ

う
い
う
時
に
は
C
h
a
t
G
P
T
な

ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
に
聞
い
て
み
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
あ
る
。「
災
害
対
策

基
本
法
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
」
お
り
、

「
災
害
の
規
模
や
状
況
に
応
じ
て
判

断
さ
れ
る
」
こ
と
が
分
か
っ
た
。

発
問  

み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
川

本
町
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

「
災
害
対
策
本
部
」の
こ
と
が
、ど
こ

か
に
書
い
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

検
索
を
す
る
と
「
地
域
防
災
計
画
」

が
出
て
き
た
。
そ
の
中
に
災
害
対
策

本
部
の
こ
と
も
明
記
し
て
あ
っ
た
。

⑬
国
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
は
、
地

震
が
起
こ
っ
た
約
三
十
分
後
に
は
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
早
く
対
応
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
」

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
で
得
た

教
訓
が
法
律
と
い
う
形
に
ま
と
め
ら
れ
、

人
々
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

策
本
部
を
設
け
た
」
こ
と
を
見
付
け
、

図
か
ら
探
し
た
子
は
「
被
害
の
報

告
」
を
あ
げ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
ど

ち
ら
が
先
な
の
か
。
こ
れ
も
討
論
の

中
で
考
え
さ
せ
て
い
け
ば
よ
い
。

指
示  

他
に
も
市
、
県
、
国
が
や
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
班
ご

と
にJam

board

に
ま
と
め
な

さ
い
。

　

作
業
を
通
し
て
、
も
う
一
度
教
科

書
を
読
ま
せ
る
の
で
あ
る
。

発
問  
市
や
国
は
「
災
害
対
策
本
部
」

を
最
初
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、

発
問  

大
き
な
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

各
地
で
被
害
が
起
き
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
も
し
あ
な
た

が
市
長
な
ら
、
一
番
に
何
を
し
ま

す
か
。

様
々
な
予
想
が
出
さ
れ
る
。
私
の

学
級
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
避
難

さ
せ
る
」
だ
っ
た
。
他
に
は
「
食
料

を
集
め
る
」「
身
を
守
る
よ
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
す
る
」「
自
衛
隊
を
呼
ぶ
」

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

Padlet

に
自
分
の
意
見
を
書
か
せ
、

し
ば
ら
く
討
論
を
行
っ
た
。

こ
の
段
階
で
は
ま
だ
教
科
書
は
見

せ
な
い
。
討
論
を
行
い
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
内
部
情
報
を
整
理
し
て
い

く
段
階
だ
か
ら
だ
。

あ
る
程
度
進
ん
だ
ら
、
今
度
は
教

科
書
を
使
う
段
階
に
移
行
す
る
。

指
示  

教
科
書
の
資
料
や
文
章
を
も

と
に
反
論
し
な
さ
い
。

　

記
述
か
ら
探
し
た
子
は
「
災
害
対

社会
Social studies

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

震災復興の願いを
実現する政治（第
２時）
「あなたがもし市長なら」
と考えさせる。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

東京書籍・６年・P46-57
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の
良
い
と
こ
ろ
を
聞
い
て
み
よ
う
。

　
ク
ラ
ス
の
人
数
分
の
枠
が
あ
る
プ

リ
ン
ト
を
配
付
し
、
名
前
を
書
か
せ

る
。

　
自
分
の
名
前
を
書
い
た
プ
リ
ン
ト

を
後
ろ
の
子
に
回
さ
せ
、
次
の
よ
う

に
指
示
す
る
。

指
示
１  

名
前
が
書
い
て
い
る
子
の

良
い
と
こ
ろ
を
書
き
ま
す
。
時
間

は
一
分
間
で
す
。
は
じ
め
。

　
子
供
た
ち
は
、
シ
ー
ン
と
集
中
し

て
取
り
組
む
。
一
分
経
っ
た
ら
、
さ

ら
に
後
ろ
の
子
に
回
す
よ
う
に
す
る
。

　
最
終
的
に
、
自
分
の
と
こ
ろ
に
プ

リ
ン
ト
が
戻
っ
て
く
る
。
本
人
に
戻

す
時
に
は
、「
裏
を
向
け
て
戻
す
」

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

指
示
２  

一
斉
に
表
を
向
け
ま
す
。

せ
ー
の
、
ど
ん
！

　
子
供
た
ち
は
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と

言
っ
て
喜
ぶ
。
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ
と

う
れ
し
そ
う
で
あ
る
。

　
お
互
い
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
付
け

ら
れ
る
ク
ラ
ス
に
な
る
の
で
、
ト
ラ

ブ
ル
は
多
発
す
る
こ
と
は
な
い
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
こ
の
教
材
は
、
さ
か

な
ク
ン
の
自
伝
で
あ
る
。
六
年
生
の

家
庭
学
習
で
調
べ
た
こ
と
を
先
生
に

「
新
聞
に
し
て
み
な
い
か
」
と
言
わ

れ
、
新
聞
を
作
っ
た
こ
と
で
、
み
ん

な
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
お
話
で
あ
る
。

　
教
材
を
読
み
聞
か
せ
、
登
場
人
物

や
状
況
設
定
を
確
認
し
た
あ
と
、
次

の
よ
う
に
問
う
。

発
問
１  

「
ぼ
く
」
の
良
い
と
こ
ろ

は
何
で
す
か
。

◆
魚
の
こ
と
を
、
ず
っ
と
調
べ
て
い

た
こ
と
。

◆
本
だ
け
で
は
な
く
、
魚
屋
さ
ん
や

水
族
館
ま
で
見
に
行
っ
た
こ
と
。

発
問
２  

じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
の
良
い

と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

　
子
供
た
ち
の
鉛
筆
が
止
ま
る
。

　
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
分
か
ら

な
い
子
が
多
い
。

説
明
１  
急
に
聞
か
れ
て
も
分
か
ら

な
い
ね
。
今
日
は
、
友
達
に
自
分

２　
「
ミ
ー
ボ
ー
し
ん
ぶ
ん
」
の
授
業

　
六
月
は
、「
魔
の
六
月
」
と
も
呼

ば
れ
る
。
新
し
い
学
年
、
新
し
い
先

生
に
も
慣
れ
、
次
第
に
ト
ラ
ブ
ル
も

生
じ
始
め
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
そ
の
都
度
対
応

す
る
の
だ
が
、
未
然
に
防
ぐ
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
。

　
私
は
、
六
月
に
入
る
前
に
次
の
よ

う
な
話
を
す
る
（
伴
一
孝
氏
の
追

試
）。

　
今
日
か
ら
六
月
で
す
。
六
月

は
、
雨
が
降
っ
て
運
動
場
で
遊
べ

な
か
っ
た
り
、
ジ
メ
ジ
メ
し
て
体

１　

魔
の
六
月
を
乗
り
切
る

調
が
悪
か
っ
た
り
で
、
イ
ラ
イ
ラ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

肩
が
触
れ
た
だ
け
で
も
、
手
が
出

た
り
、
暴
言
を
吐
い
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。
で
も
、「
六
月
は
、

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
」
と
知
っ
て

い
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
話
を
す
る
だ
け
で
、
子
供
た

ち
の
行
動
は
変
わ
る
。

　
あ
と
は
、
お
互
い
の
良
さ
を
認
め
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
道
徳
授
業
を

行
い
、
魔
の
六
月
を
乗
り
切
る
の
が

上
策
で
あ
る
。

「魔の６月」を乗り
切る授業
お互いのいいところを見付
ける「ハッピーレター」を
書けば、みんなニコニコ笑
顔で、６月を乗り切ること
ができる！

2年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

光文書院・２年
P96-99

「ミーボーしんぶん」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

　東京書籍　NEW HORIZON Elementary6 
Unit3 My Weekendでは、単元の目標が「週
末にしたことを伝え合おう」となっている。
昨年度までの教科書では、夏休み明けの
Unit4から過去形が登場した。今年度は６、
７月単元で登場する。よって、以下のことを
意識して授業を行っていくとよい。

１�　イメージしやすい過去形の動詞の
導入

２�　How was your weekend? の意
味を日本語を介さずに理解させる

１　イメージしやすい過去形の動詞の導入

スライド資料 指導言
T: Go.　C: Go.
T: Go.　C: Go.
T: Go.　C: Go.

T: Today is 「Go」.
T: Yesterday is
　「Went」.
T: Went.　C: Went.

T: Went.　C: Went.
T: Went.　C: Went.
T: Went.　C: Went.

　EatやSee、Enjoyも同じ流れで指導するこ
とができる。

２�　How was your weekend?　の意味
を日本語を介さずに理解させる

スライド資料 指導言
T: Today is Monday.
T: Sunday and Saturday 

is Weekend.
T: Repeat. Weekend.
C: Weekend.

教師が一緒に写っている
となお良い。

T: This weekend. Aoki 
sensei. I went to the 
park. I went to the 
movie theatre.

T: This is my weekend.

T: Everyone, How was 
your weekend?

T: You stand up.
T: How was your 

weekend?
C: I went to the park.
数人当てて、状況を理解
させる。

　この後、リピートさせて答え方の練習をす
る。その後、尋ね方の練習をする。
　この２文に取り組ませることで、教科書の
音声がとても聞き取りやすくなる。

Unit3 My Weekend
令和６年度版の東京書籍　
NEW HORIZON Elementary6 
Unit3 My Weekend。教科書
の音声を聞くと、「A: How was 
your weekend?　B: I went to 
○○.」という流れが多い。よっ
て、この流れをメインのダイア
ローグとして指導をする。

愛知県名古屋市立東桜小学校

青
あお

木
き

 翔
しょう

平
へい

東京書籍

6年英語
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だろう。その先生には、まずこのドキュメン
トにざっと目を通してもらう。１年間の見通
しがもてる。

様々な資料も「１枚のドキュメントに集
約」できる。必要な書類などのリンクも貼り
付けられる。もちろん写真資料も。１つにま
とめておけば、これだけ見れば全て分かる。

スキル④ Googleドキュメントを使い
「クラウドの便利さを」体験してもらう。

この仕事術は、年間を通してクラウドを活
用する研修をしているのと同じ効果がある。
クラウドだけの研修のためにまとまった時間
を取るのは難しい。日常的に使っておけば、
その都度ユースウェアも共有できる。極めて
効果的で効率的である。
参考資料：Google for Education 活用ライブラリ

https://lessonlibrary.withgoogle.com/intl/ALL_jp/

学年打合せの時間
が激減！「Google
ドキュメント」を
今すぐ導入しよう
クラウドを活用した仕事
の便利さを体験すると、
授業でもクラウドを使う
ようになる。Googleドキュ
メントを学
年打合せ
に活用し
よう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

（４月号「スキル①　欠席等の連絡をデジタ
ル化する」の続きである）

ある日の昼休み。

子供用のChromebookに、教師用のア
カウントでログインした。すぐに打合せ
用のGoogleドキュメントを開いた。

教室前の廊下に５人の教師が集まった。
「確認する事はドキュメントに書いてあ
りますね。これでいいですか？」

Chromebookの画面をスクロールしな
がら打合せが次々と進んだ。
「じゃあこれでオッケーですね。何かあ
りましたら、ドキュメントに追加してお
いてください」
「私は、午後から出張なので、出張先で
確認しておきますね」
「放課後、打合せなしで良いですよね」
「うん、そうしよう」

私はChromebookを持って教室に戻っ
た。ログアウトした状態で子供に返した。

ごく普通の、日常の風景。ここに教育DX
の視点がたくさん含まれている。

スキル②　Googleドキュメントを「日
常的な打合せ」に活用する。

学年の打合せ用のドキュメントを年度初め
に作った。教師用のGoogleアカウントを使い

「いつでも」「どこでも」「誰でも」アクセス
して編集できるようにした。

スキル③ Googleドキュメントそのも
のを「一年間の教育活動の記録」にする。

このドキュメントを引き継げば、次年度へ
の引き継ぎは完了である。記憶は消えても、
記録は残る。特に、特別支援に関わる内容は、
全て文章で引き継ぐことにしている。人に
よって情報の解釈が変わらないようにである。

初めて特別支援学級を担当する先生もいる

Google for Education
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

前回は小２国語「馬のおも
ちゃの作り方」という説明
文で、「用例の収集」をク
ラウドで共有させる場面を
紹介した。今回は「収集」
した用例を「分類」させた
場面を紹介する。

Miroで「用例の収集」
という学び方を教え
る②～「分類」編

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

１　教師が分類案を持つ
「谷和樹の教育新宝島」サンプル第二弾で谷
和樹氏は次のように書いている（https://
www.shintakarajima.jp/）。

　子供に分類させる場合でも、教師はあ
らかじめ「分類案」を持っていなければ
なりません。

　私は授業前に次の「分類案」を用意してい
た。
①　馬の持ち物（所有）関係
②　馬自身（同格）関係
③　馬に関するもの（関連）関係
④　その他

２　グループを考えさせる
発問   仲間分けをします。他の付箋を見て、
～関係という仲間を考えてごらんなさい。

　私の分類案をもとに、子供たちとやり取り
しながら５つのグループとなった。
①　馬の体関係
②　お馬さん用のもの関係
③　馬から出るもの関係
④　馬の形をしたもの関係
⑥　その他関係

３　クラウド上で分類させる
Miro（クラウド上のホワイトボード）に

グループ名を書き、エリアを決めた。子供た
ち全員をMiroに入らせて、共同編集させる。
自分の書いた付箋を移動させる。

　クラウド上の画面で、子供たちの操作を確
認していると１人の付箋に目が止まった。

「馬のおもちゃ」と書かれた付箋を「②お馬
さん用のもの関係」に入れている子がいたの
だ。

４　新しい問いを発見させる
仲間分けが終わったところで全体に問う。
発問  「馬のおもちゃ」という付箋はここで
いいですか？

　多くの子が違うと言う。説明文の題名と
なっている「馬のおもちゃ」は「人間が遊ぶ
ためのもの」だ。
　しかし、付箋を動かした子は反論した。

「題名となっているおもちゃとは別に、馬が
遊ぶおもちゃだってあるはずだ」と言うのだ。
発問   「お馬さんが遊ぶ用のおもちゃ」は、
本当にあると思いますか？

　子供たちの「分類」から「新しい問い」が
発見された。
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を
減
ら
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

一
例
と
し
て
、
各
家
庭
に
あ
る
防

災
ラ
ジ
オ
の
実
物
を
紹
介
し
た
。

　

生
徒
は
「
家
に
も
あ
る
」
と
反
応

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
端
末
を
用
い

て
、
い
な
べ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
調
べ
さ
せ
た
。

・
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
。ウ
ェ

ブ
上
で
公
開
・
防
災
ア
プ
リ
の
作

成
・
防
災
用
備
蓄
倉
庫
の
設
置
・
い

な
べ
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
施

策
　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
二
〇
〇
ペ
ー

ジ
以
上
に
な
る
防
災
計
画
を
読
み
、

有
事
の
際
の
対
応
が
決
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
生
徒
も
い
た
。

　

学
校
に
は
災
害
時
に
使
用
で
き
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
身
近
な
と
こ

ろ
に
対
策
は
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に

備
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ジ
タ
ル
端
末
に
送
り
、
手
元
で
マ
ッ

プ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

発
問
い
な
べ
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
見
て
、
分
か
る
こ
と
、
気
が

付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
書
こ
う
。

・
川
の
周
り
が
危
険
・
避
難
場
所
、

病
院
が
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い

る
・
中
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
て
い

る
・
池
は
大
丈
夫
な
の
か

発
問
い
な
べ
市
で
は
ど
の
よ
う
な

災
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

凡
例
を
見
て
、
河
川
の
氾
濫
、
土

石
流
、
土
砂
崩
れ
、
た
め
池
の
決
壊

な
ど
の
災
害
予
想
を
読
み
取
ら
せ
た
。

発
問
災
害
が
起
き
た
と
き
に
困
る

の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

・
死
傷
者
が
出
る
・
住
宅
の
損
壊

・
交
通
機
関
の
不
通
・
停
電
、
断
水
、

食
料
の
不
足
・
適
切
な
医
療
が
受
け

ら
れ
な
い
・
家
族
に
会
え
な
い

３　

市
の
防
災
対
策
か
ら
地
域
に

つ
い
て
考
え
る

発
問
い
な
べ
市
で
は
災
害
の
被
害

１　

地
域
教
材
を
活
用

　

中
学
地
理
、
自
然
災
害
に
対
す
る

備
え
の
単
元
で
、
勤
務
地
で
あ
る
い

な
べ
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
用

し
た
。
そ
の
際
に
市
役
所
の
防
災
課

に
連
絡
を
取
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
実
物
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
示
し

た
中
学
生
向
け
冊
子
を
学
年
生
徒
全

員
分
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
教
材
を
用
い
て
、

防
災
・
減
災
を
身
近
な
も
の
と
し
、

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
授
業
を

行
っ
た
。

２　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
危
険

を
読
み
取
る

　

前
時
に
日
本
の
自
然
災
害
、
公
助
、

共
助
、
自
助
に
つ
い
て
学
習
を
行
っ

た
。
前
時
に
続
き
、
防
災
・
減
災
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
学
ぶ
と
説
明
。

被
害
を
少
な
く
す
る
取
組
の
一
つ
と

し
て
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
紹
介
し
た
。

　

ま
ず
県
南
部
の
尾
鷲
市
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
せ
、
津
波
の
危
険
性

を
示
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
っ
た
。

次
に
、「
い
な
べ
市
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
あ
る
か
」
と
問
い
、
マ
ッ
プ
を

黒
板
に
提
示
し
た
。

　

生
徒
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
デ

社 会
授 業 実 践
中 学 校 の

自然災害に対する
備え
地域教材を使い、地域の
あり方を考える。

三重県いなべ市立大安中学校

進
しん

士
じ

 かおり
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理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

化学電池の導入
実験
教科書実験の前に、自由
試行で電池を作るために
必要な条件に気付かせた
い。

愛知県私立愛知淑徳中学高等学校

松
まつ

浪
なみ

由
ゆ

起
き

か
せ
る
。

　

黒
い
導
線
は
負
極
に
つ
な
ぐ
必
要

が
あ
る
こ
と
、
赤
い
導
線
は
正
極
に

つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

　

初
め
に
教
科
書
を
読
ん
で
学
習
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
由
試
行
の
中

で
気
付
か
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

電
池
を
作
る
た
め
の
条
件
を
実
感
を

伴
っ
て
理
解
さ
せ
ら
れ
る
。

３
空
白
禁
止

　

早
く
達
成
し
た
班
に
は
、
追
加
で

指
示
を
与
え
る
。

「
二
班
で
協
力
し
て
オ
ル
ゴ
ー
ル
の

音
を
更
に
大
き
く
し
て
ご
ら
ん
」　

　

電
池
を
作
る
条
件
が
分
か
っ
て
い

な
い
と
で
き
な
い
。
よ
り
高
度
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
中
で
、
考

え
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
黒
い
導
線
、
亜
鉛
板
に
赤
い
導

線
を
つ
な
い
で
も
鳴
ら
な
か
っ
た
。

亜
鉛
板
の
代
わ
り
に
銅
板
を
用
い

て
も
鳴
ら
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
電
池
を
作
っ

た
こ
と
を
確
認
し
、
電
池
を
作
る
た

め
に
必
要
な
条
件
を
考
え
さ
せ
る
。

・
金
属
は
二
種
類
必
要
。

・
金
属
は
二
つ
と
も
ト
マ
ト
に
刺
し

て
い
る
必
要
が
あ
る
。

・
亜
鉛
は
黒
い
導
線
、
銅
は
赤
い
導

線
に
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
（
正
極
、

負
極
に
な
る
組
合
せ
は
決
ま
っ
て

い
る
）。

　

ト
マ
ト
の
代
わ
り
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
問
う
。
水
で
は
代

わ
り
に
な
ら
な
い
が
、
食
塩
水
で
は

代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
演
示
で
見
せ
、

電
解
質
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付

１
有
名
実
践
の
構
想
追
試

「
ト
マ
ト
、
銅
板
、
亜
鉛
板
を
用
い

て
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
な
さ
い
」

「
E
L
P
A
メ
ロ
デ
ィ
セ
ッ
ト
」
の

実
験
キ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
導
線
付
き

オ
ル
ゴ
ー
ル
、
亜
鉛
板
一
枚
、
銅
板

二
枚
、
ト
マ
ト
を
班
に
渡
し
て
、
指

示
す
る
。

　

向
山
洋
一
氏
の
「
豆
電
球
、
導
線

一
本
、
乾
電
池
」
の
三
つ
を
使
っ
た

実
験
の
構
想
追
試
で
あ
る
。

２
自
由
試
行
か
ら
見
付
け
る

電
池
の
条
件

　

初
め
は
こ
れ
で
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴

る
の
か
と
戸
惑
う
生
徒
が
多
い
が
、

徐
々
に
ト
マ
ト
に
金
属
板
を
刺
す
生

徒
が
現
れ
る
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
が

鳴
る
と
「
や
っ
た
ー
」
と
歓
声
が
上

が
り
、
周
り
の
生
徒
の
試
行
も
加
速

す
る
。

　

試
し
た
こ
と
と
結
果
を
記
録
さ
せ

て
お
き
、
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
。

・
銅
板
だ
け
、
亜
鉛

板
だ
け
を
ト
マ
ト

に
刺
し
て
も
オ
ル

ゴ
ー
ル
は
鳴
ら
な

か
っ
た
。

・
ト
マ
ト
に
刺
し
た
銅
板
を
赤
い
導

線
、
亜
鉛
板
を
黒
い
導
線
に
繋
ぐ

と
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
鳴
っ
た
。
銅
板

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践
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述
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業
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。
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寝
て
居
て
も
団
扇
の
動
く
親
心

芭
蕉
翁
ぼ
ち
や
ん
と
い
ふ
と
立
ち
止
ま
り

こ
れ
小
判
た
つ
た
一
晩
ゐ
て
く
れ
ろ

褒
め
ら
れ
る
た
び
も
ち
直
す
花
の
枝

は
や
り
風
邪
ひ
い
て
し
ま
つ
て
安
堵
す
る

子
供
た
ち
に
読
み
取
り
や
解
釈
を
任
せ
る

「
探
究
型
」
の
授
業
も
良
い
が
、
そ
れ
は
、
三

〇
名
四
〇
名
を
一
斉
授
業
の
形
で
熱
中
さ
せ
る

腕
を
磨
き
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
嘘
で
あ
る
。

教
師
の
技
量
の
低
さ
を
端
末
活
用
で
ご
ま
か

そ
う
と
し
て
も
、
本
当
の
学
力
向
上
が
実
現
す

る
こ
と
は
な
い
。

発
問
１  

見
え
て
い
る
物
は
何
で
す
か
。

発
問
２  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

発
問
３  

な
ぜ
夏
だ
と
思
う
の
で
す
か
。

発
問
４  

寝
て
い
る
人
は
大
人
で
す
か
、
子

供
で
す
か
。

発
問
５  

な
ぜ
そ
う
思
う
の
で
す
か
。

�

（
静
岡
県　

山
本
こ
ず
恵
氏
）

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
流
れ
で
あ
る
。

発
問
４ 

は
「
寝
て
い
る
の
は
誰
で
す
か
」

の
方
が
良
い
。

出
さ
れ
る
答
え
は
大
き
く
三
つ
に
分
裂
す
る
。

「
子
供
」「
親
」「
親
子
」
で
あ
る
。

全
員
に
書
か
せ
た
上
で
人
数
分
布
の
確
認
、

理
由
の
発
表
、
全
体
で
の
討
論
と
進
む
。

授
業
と
し
て
重
要
な
の
は
、「
そ
れ
で
も

意
見
が
ば
ら
ば
ら
な
ケ
ー
ス
に
ど
う
対
応

す
る
か
」
で
あ
る
。

多
様
な
解
釈
が
で
き
る
な
ら
ば
話
は
別
だ
が
、

こ
の
作
品
に
お
け
る
こ
の
発
問
は
、
解
釈
が
一

つ
に
定
ま
る
の
だ
。
そ
こ
で
ど
う
対
応
す
る
か

に
、
教
師
の
力
量
の
差
が
表
れ
る
。

次
の
発
問
Ａ
、
Ｂ
は
、
私
の
模
擬
授
業
に
対

し
て
向
山
洋
一
氏
が
介
入
し
た
際
の
発
問
で
あ

る
。「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
を
明
ら
か
に
し
、

子
供
た
ち
の
思
考
を
収
束
さ
せ
て
い
く
発
問
と

な
っ
て
い
る
。

発
問
Ａ  

そ
も
そ
も
こ
の
川
柳
で
、
全
体
の

テ
ー
マ
は
何
で
す
か
。

指
示   

一
言
で
書
き
な
さ
い
。

発
問
Ｂ  「
親
心
」
で
す
ね
。
話
者
は
何
を

も
っ
て
「
親
心
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

指
示  

発
表
し
な
さ
い
。

加
え
て
、「
親
が
寝
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
根
拠
と
し
て
、
今
『
寝
て
ゐ
て
も
』
の

『
も
』
が
出
ま
し
た
ね
。
あ
と
一
か
所
あ
り
ま

す
。
親
が
寝
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
根

拠
が
、
あ
と
一
か
所
あ
り
ま
す
」
と
問
う
。
も

う
一
歩
の
突
っ
込
み
、
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
団
扇
の
動
く
」
に
目
が
留
ま
る
。

親
が
起
き
て
い
れ
ば
「
団
扇
で
扇
ぐ
」
と
な
る

は
ず
な
の
だ
。「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
で
あ
る
。

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

分
か
り
ま
す
か
？

発
問
４  

何
が
ぼ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
た
で
し
ょ
う
。

（
作
っ
た
生
徒
に
問
題
を
読
ま
せ
た
）

発
問
５  

こ
こ
ま
で
出
た
意
見
は
、
す
べ
て

「
何
か
が
水
に
落
ち
た
音
」
と
い
う
共
通
点

が
あ
り
ま
す
ね
。
本
当
に
何
か
が
水
に
落
ち

た
の
で
す
か
？  

そ
う
で
は
な
い
と
い
う
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？（

福
井
県　

村
上
睦
氏
）

子
供
に
問
題
を
作
ら
せ
る
方
法
も
、
も
ち
ろ

ん
有
効
だ
。
そ
の
場
合
、「
深
い
学
び
」
へ
ど

う
導
く
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
次
の
よ
う
な
発
問
・
指
示
を
考
え
た
。

〇
︵
芭
蕉
︶﹁
立
ち
止
ま
る
﹂
で
な
く
﹁
立
ち

止
ま
り
﹂
で
終
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

〇
︵
小
判
︶
誰
が
誰
に
言
っ
て
い
る
の
か
。
発

話
の
背
後
に
あ
る
意
図
は
何
か
。

〇
︵
花
︶﹁
も
ち
直
す
﹂
の
﹁
も
ち
﹂
に
は
ど

ん
な
漢
字
が
当
て
は
ま
る
か
。
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
考
え
、
解
釈
の
違
い
を
書
き
な
さ
い
。

〇
︵
風
邪
︶﹁
し
ま
っ
て
﹂
と
関
連
さ
せ
、
な

ぜ
、
何
に
安
堵
す
る
の
か
を
明
示
し
な
さ
い
。

え
る
。

　

芭
蕉
翁
ぼ
ち
や
ん
と
い
ふ
と
立
ち
止
ま
り

　

こ
れ
小
判
た
つ
た
一
晩
ゐ
て
く
れ
ろ

　

褒
め
ら
れ
る
た
び
も
ち
直
す
花
の
枝

　

は
や
り
風
邪
ひ
い
て
し
ま
つ
て
安
堵
す
る

発
問
８  

そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
「
笑
い
」
が

あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

指
示
５  

一
つ
選
ん
で
、
何
を
笑
っ
て
い
る

の
か
分
析
し
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

（
茨
城
県　

後
藤
隆
一
氏
）

俳
句
と
川
柳
の
違
い
を
検
討
さ
せ
る
こ
と
を

狙
っ
た
授
業
の
一
部
で
あ
る
。「
何
を
笑
っ
て

い
る
の
か
」
は
大
き
な
問
い
で
あ
る
が
、
こ
の

ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
有
効
で
あ
る
。
同
じ
点
を

山
口
県
の
下
窪
理
政
氏
は
「
面
白
い
と
こ
ろ
は
、

ど
こ
で
す
か
」
の
発
問
で
貫
い
て
い
る
。「
小

判
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
な
い
の

か
」
の
討
論
は
面
白
く
な
り
そ
う
だ
。

発
問
２  「
ぼ
ち
ゃ
ん
」
と
は
な
ん
の
音
で
し
ょ

う
。（
作
っ
た
生
徒
に
問
題
を
読
ま
せ
た
）

発
問
３  

こ
の
川
柳
の
元
に
な
っ
た
俳
句
が

説
明
１  

こ
の
句
は
俳
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
柳
で
す
。

発
問
６  
川
柳
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
の

こ
と
を
い
う
の
で
す
か
。

　

教
科
書
に
「
人
情
や
世
の
あ
り
さ
ま
を
鋭
く

捉
え
、
滑
稽
・
風
刺
・
機
知
な
ど
を
特
色
と
す

る
」
と
書
い
て
あ
る
。

説
明
２  

滑
稽
と
い
う
こ
と
は
、
お
か
し
み

と
か
、
笑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

発
問
７  

こ
の
句
に
「
笑
い
」
が
あ
る
と
し

た
ら
、
ど
ん
な
「
笑
い
」
で
す
か
。

指
示
３  

近
く
の
人
と
予
想
し
合
っ
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。

　

理
由
を
添
え
て
言
わ
せ
る
。

　

六
年
生
の
一
人
が
戸
惑
い
つ
つ
も
「
い
い
感

じ
の
笑
い
」
と
言
っ
た
。

指
示
４  

同
じ
よ
う
に
思
っ
た
人
？

説
明
３  

そ
う
い
う
の
を
「
ほ
ほ
笑
ま
し
い
」

と
い
う
ん
だ
よ
。

　

全
員
に
「
ほ
ほ
笑
ま
し
い
」
と
言
わ
せ
て
か

ら
、
ほ
か
に
「
苦
笑
い
」「
皮
肉
な
笑
い
」「
爆

笑
」
等
の
様
々
な
「
笑
い
」
が
あ
る
こ
と
を
伝
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感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

S
E
L
で
思
春
期
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
消
す
る
。

T
O
S
S
の
２
０
２
３
年
の
ア
メ
リ
カ
視
察

で
紹
介
さ
れ
た
社
会
情
動
性
ス
キ
ル
が
Ｓ
Ｅ
Ｌ

だ
。
公
立
学
校
で
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
さ
れ

て
い
る
。

１

S
E
L
（S

ocial
and

E
m
otional

Learning

）

　

次
に
あ
げ
る
五
分
野
を
子
供
た
ち
に
教
育
し
、

実
際
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
教
育
シ
ス
テ

ム
が
S
E
L
だ
。

　

社
会
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
い
。
自
分
が
社

会
を
知
り
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、

社
会
の
中
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
育
て
る
。

⑴　

self-aw
areness

　

自
分
の
感
情
に
気
付
く
こ
と
。
自
分
の
強
み

や
弱
み
を
認
知
す
る
こ
と
。
一
〇
歳
位
。

⑵　

self-m
anagem

ent

　

自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
自
己
抑

制
す
る
こ
と
。
四
歳
位
か
ら
。

⑶　

socialaw
areness

　

社
会
に
気
付
き
、
周
り
が
見
え
る
よ
う
に
な

る
。
自
分
と
他
者
を
比
較
し
た
り
、
共
感
し
た

り
す
る
こ
と
。
一
〇
歳
位
。

⑷　

relationship
skills

　

他
者
と
協
力
し
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
。

⑸　

responsible
decision-m

aking

　

も
の
ご
と
に
挑
戦
し
て
建
設
的
に
最
後
ま
で

や
り
切
る
こ
と
。

２　

自
分
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
分
か
ら
な
い

　

中
学
生
が
、
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
理
由
に

挙
げ
て
く
る
の
は
、
人
に
ど
う
思
わ
れ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
と
、
人
の
目
が
気
に
な

る
こ
と
だ
。

　

相
談
を
受
け
る
と
き
、
ど
う
い
う
状
況
で
、

誰
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
、
絵
を
描
き
な
が
ら

話
を
聞
く
。

〈
例
〉
教
室
に
入
り
た
く
な
い
。
と
言
っ
て
泣

い
て
い
る
Ｓ
子
か
ら
の
相
談

　

涙
が
止
ま
ら
な
い
。
自
分
は
す
ご
く
強
い
と

思
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
、
本
当
は
弱
い
自
分
が

い
る
と
気
付
い
た
。
弱
い
自
分
を
見
せ
る
の
が

怖
い
。

　

話
を
一
通
り
聴
い
た
後
、本
人
の
引
っ
か
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
聞
き
だ
し
て
、
言
葉
に
置
き

換
え
た
り
、
行
動
に
置
き
換
え
た
り
し
て
い
く
。

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
こ
と
が
解
消
さ
れ
て
い
く
。

３　

ゾ
ー
ン
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

勤
務
校
の
学
年
廊
下
に
は
「
ゾ
ー
ン
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
掲
示
を
し
て
い
る
。
そ
こ
に

「
ど
っ
ち
？
」
の
Ｑ
を
示
す
こ
と
で
、
自
分
の

今
の
感
情
を
知
り
、
今
日
の
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
選
択
す
る
。「
ど
っ
ち

が
好
き
？
」
と
い
う
質
問
が

あ
る
こ
と
で
、
話
す
き
っ
か

け
づ
く
り

に
な
っ
て

い
る
。
挨

拶
の
後
は
、

こ
こ
か
ら

始
ま
る
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
埼
玉
県
公
立
中
学
校　

豊と
よ

田だ

雅ま
さ

子こ

医師・研究者の目から見た特別支援教育

怒っている
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供を授業で伸ばす！
～通常学級・特別支援学級の小嶋実践より

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

私
も
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
で
、
だ
ん

だ
ん
と
集
団
で
の
活
動
や
授
業
が
難

し
く
な
っ
て
い
っ
た
子
供
が
い
た
。

　

し
か
し
、
特
別
支
援
学
級
判
定
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
通
常
学

級
で
対
応
を
し
て
い
く
し
か
な
い
。

　

前
号
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
詳
細

を
書
い
て
い
く
。

　

ま
ず
は
「
調
整
」
で
あ
る
。

　

通
常
学
級
で
の
活
動
が
で
き
な
い

か
ら
と
す
ぐ
に
、

「
こ
の
子
は
発
達
障
害
だ
か
ら
、
特

別
支
援
学
級
へ
。
そ
れ
が
で
き
な
い

う
ち
は
私
に
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」

と
し
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
先

生
も
多
い
の
は
事
実
だ
。
通
常
学
級

で
は
特
別
支
援
教
育
は
で
き
な
い
し
、

そ
れ
は
担
任
の
仕
事
で
は
な
い
と
言

い
切
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
で
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
は
で
き
な
い
。

　

大
切
な
こ
と
は
、

「
集
団
の
中
で
も
、
支
援
を
要
す
る

子
供
に
別
オ
プ
シ
ョ
ン
を
用
意
す
る

こ
と
」

で
あ
る
。
そ
れ
を
「
調
整
」
と
呼
ん

で
い
る
。

　

一
番
簡
単
な
調
整
は
、

「
時
間
や
量
の
調
整
」

で
あ
る
。

「
三
〇
分
間
な
ら
で
き
そ
う
？
」

「
八
問
中
四
問
な
ら
取
り
組
め

る
？
」

な
ど
の
調
整
で
取
り
組
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
そ
の
調
整
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

次
の
調
整
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、

「
空
白
の
時
間
の
調
整
」

で
あ
る
。

　

他
の
こ
と
と
比
べ
て
、
時
間
や
量

を
少
な
く
調
整
す
る
の
で
ど
う
し
て

も
「
空
白
の
時
間
が
生
じ
る
」
の
で

そ
の
調
整
を
行
う
。

「
読
書
」
や
「
塗
り
絵
」「
迷
路
」

な
ど
そ
の
子
が
座
っ
て
取
り
組
め
る

も
の
を
提
示
し
た
い
。

　

そ
し
て
最
後
は
、

「
集
団
の
調
整
」

で
あ
る
。
あ
る
一
人
の
子
の
そ
の
振

る
舞
い
を
羨
ま
し
く
思
っ
て
し
ま
う

子
も
い
る
。

　

そ
の
時
こ
そ
「
授
業
技
量
」
の
出

番
な
の
だ
。

「
授
業
を
み
ん
な
と
受
け
て
い
た
方

が
面
白
い
」

「
た
く
さ
ん
授
業
で
褒
め
ら
れ
る
し

集
団
に
入
れ
な
い
！
　
授
業
に
参
加
で
き
な
い
！
　

子
供
の
授
業
に
お
け
る
支
援
プ
ラ
ン
②

大
切
な
こ
と
は
「
調
整
」」
と
「
学
び
の
場
の
検
討
」。

取
り
組
め
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
九
五
％
以
上
の
子
供
が
体
感
し
て

い
な
け
れ
ば
、「
個
別
支
援
の
調
整

は
実
現
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
も
よ

い
。

　

や
は
り
こ
こ
で
も
授
業
技
量
は
重

要
な
の
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
整
を
本
人

と
保
護
者
に
細
か
く
「
合
意
形
成
」

を
と
っ
て
い
く
こ
と
。

　

こ
の
過
程
で
、
保
護
者
や
本
人
と

「
学
び
の
場
」
に
つ
い
て
検
討
を
促

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
通

常
学
級
に
お
け
る
調
整
を
行
っ
て
も

な
お
、
支
援
効
果
が
薄
い
場
合
、
特

別
支
援
学
級
な
ど
の
学
び
の
場
の
変

更
を
徐
々
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

し
か
し
急
な
情
報
提
供
は
保
護
者
の

シ
ョ
ッ
ク
を
招
く
。
そ
こ
で
「
調
整
」

に
対
す
る
合
意
形
成
の
話
し
合
い
を

通
じ
て
徐
々
に
同
じ
状
況
を
共
通
理

解
で
き
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
だ
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit
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二
〇
二
〇
年
十
月
に
安
原
ド
ク

タ
ー
よ
り
、
算
数
学
習
に
お
い
て
、

一
次
性
失
算
と
二
次
性
失
算
の
区
別

が
重
要
だ
と
学
ん
だ
。

　

一
次
性
失
算
と
は
、
数
字
を

理
解
し
た
り
、
数
字
の
組
合
せ

を
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
が
難

し
い
。

　

二
次
性
失
算
と
は
、
言
語
的
、

空
間
的
、
あ
る
い
は
実
行
機
能

の
障
害
が
原
因
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
計
算
が
難
し
い
。

　

一
次
性
失
算
は
学
習
の
初
期
段
階

で
、
二
次
性
失
算
は
学
習
の
途
中
段

階
や
そ
れ
以
降
に
現
れ
る
。
質
疑
応

答
形
式
で
具
体
的
な
こ
と
を
安
原
ド

ク
タ
ー
に
話
を
伺
っ
た
。

①　
算
数
筆
算
の
ケ
ア
レ
ス
ミ

ス
が
一
次
性
失
算
・
二
次
性

失
算
の
ど
の
部
分
に
入
る
の

か
？

　

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
は
、
二
次
性
失
算

の
中
の
前
頭
葉
失
算
に
入
る
。
前
頭

葉
の
注
意
集
中
が
低
い
た
め
に
ケ
ア

レ
ス
ミ
ス
が
起
こ
る
。
こ
の
ミ
ス
は
、

何
度
自
分
で
見
直
し
し
て
も
分
か
ら

な
い
。「
一
〇
〇
点
だ
！
」
と
思
っ

て
も
、
ど
こ
か
で
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
を

し
て
し
ま
う
。
自
分
で
ミ
ス
に
気
付

け
な
い
前
頭
葉
失
算
で
あ
る
。

②　
見
直
し
を
促
し
て
も
、
気

付
く
の
は
難
し
い
の
か
？

　

他
の
人
に
見
せ
て
確
認
し
て
も
ら

う
の
が
一
番
簡
単
で
あ
る
。
仕
事

だ
っ
た
ら
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
が
、

テ
ス
ト
だ
と
で
き
な
い
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

診
断
が
あ
る
人
は
、
文
章
で
も
理
解

が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。

③　
一
次
性
失
算
・
二
次
性
失

算
の
割
合
は
？

　

一
次
性
失
算
は
約
二
％
程
度
で
あ

る
。
二
次
性
失
算
は
、学
習
障
害
（
Ｌ

Ｄ
）
の
子
供
の
中
に
多
く
見
ら
れ
る
。

④　
一
次
性
失
算
・
二
次
性
失

算
で
文
章
題
が
で
き
な
い
の

は
ど
ち
ら
か
？

　

両
方
と
も
で
き
な
い
と
考
え
る
。

一
次
性
失
算
で
は
、
文
章
自
体
を
理

解
で
き
な
い
。
二
次
性
失
算
の
場
合
、

失
読
性
が
あ
る
と
文
章
を
読
む
こ
と

が
で
き
な
い
。
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を

伴
う
場
合
は
、
よ
り
苦
し
く
な
る
。

⑤　
簡
単
な
わ
り
算
も
筆
算
を

使
わ
な
い
と
で
き
な
い
子
供

は
一
次
性
失
算
・
二
次
性
失

算
ど
っ
ち
に
な
る
の
か
？

　

二
次
性
失
算
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
空
間
的
ト
ラ
ブ
ル
か
概
念
的
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、
文

字
を
書
か
な
い
と
解
け
な
い
場
合
が

あ
る
。
九
九
の
範
囲
な
ら
覚
え
て
い

る
が
、
九
九
を
越
え
る
と
厳
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
空
間
的
な
認
知
の
確

認
や
作
図
が
で
き
な
い
。
頭
の
中
で

の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
に
く
く
、
空
間

的
失
算
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
と
め
る
と
一
次
性
失
算
は
、
数

の
概
念
が
な
い
た
め
、
数
そ
の
も
の

を
繰
り
返
し
教
え
る
。
二
次
性
失
算

は
、
読
み
を
教
え
な
が
ら
数
的
な
言

語
を
理
解
さ
せ
て
、
繰
り
返
し
教
え

た
り
、
実
物
に
置
き
換
え
て
計
算
さ

せ
た
り
す
る
。
ま
た
、
二
次
性
失
算

は
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

医療・療育現場からの発信！

医
学
的
に
算
数
学
習
の
エ
ラ
ー
を
考
え
る

算
数
学
習
の
エ
ラ
ー
の
要
因
を
探
る
。

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
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今
年
度
は
発
達
障
害
と
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅴ
の
関

連
を
中
心
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

今
回
は
読
字
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
に

つ
い
て
で
あ
る
。
読
字
障
害
は
、
学
習
の
中
核

で
あ
る
読
み
に
困
難
さ
を
示
す
状
態
で
あ
り
、

Ｌ
Ｄ
の
中
核
的
な
つ
ま
ず
き
と
い
え
る
。
知
的

発
達
水
準
の
低
さ
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
に

相
応
し
な
い
読
み
能
力
、
読
み
の
達
成
度
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
主
な
つ
ま
ず
き
と
し
て
は
、

以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①　

語
の
正
確
な
読
み

②　

流
暢
性

③　

読
解

こ
の
三
点
を
考
え
て
い
く
前
に
ま
ず
重
要
な

の
は
、

知
的
発
達
の
低
さ
は
見
ら
れ
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
読
字
障
害
を
含

む
Ｌ
Ｄ
は
、
知
的
な
遅
れ
が
な
い
こ
と
が
大
前

提
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅴ
の

全
検
査
Ｉ
Ｑ
（
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
）
で
知
的
に
遅
れ
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
じ

「
読
め
な
い
」
と
い
う
訴
え
で
も
、
知
的
発
達

に
遅
れ
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と
で
は
、
対

応
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
三
点
の
う
ち
、
最
も

頻
度
が
高
い
の
が
①
の
「
語
の
正
確
な
読
み
」

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
推
測
読
み
（
勝
手

読
み
）
が
多
い
」「
読
み
誤
り
が
多
い
」「
特
殊

音
節
や
漢
字
が
読
め
な
い
」
と
し
て
見
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、
聞
い
て
理
解
す
る
こ

と
は
で
き
る
の
だ
が
、
文
字
を
見
て
理
解
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
ら
は
、
音
韻
認
識
の
弱

さ
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
音
韻
認
識
の
弱
さ
は
、
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅴ
の
ど
こ
で
見
た
ら
よ
い
の
か
。
そ

れ
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
指
標

で
あ
る
。

　

音
韻
認
識
が
弱
い
と
、
話
し
言
葉
の
「
音
と

文
字
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
記
憶
が
う
ま
く
い
か

ず
に
、
文
字
か
ら
音
を
想
起
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
る
。
こ
の
音
と
文
字
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
記

憶
が
ま
さ
に
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
の
機
能
な

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
子
供
た
ち
に
は
、「
音

読
の
範
囲
を
限
定
す
る
」「
手
元
に
五
十
音
表

を
置
き
、す
ぐ
に
思
い
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
」

な
ど
の
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 言語療法 発

達
障
害
と
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
と
の
関
連
①

読
字
障
害
の
診
断
に
は
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅴ
デ
ー
タ
の
こ
こ
を
見
よ
。

言
語
聴
覚
士
：
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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ど
の
子
も
熱
中
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た

教
師
も
子
供
も
楽
し
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
。

五い
が
ら
し
十
嵐
貴た

か

弘ひ
ろ

北
海
道
別
海
町
立
別
海
中
央
小
学
校

次
郎
君
（
仮
名
）
は
ク
ラ
ス
一
の

や
ん
ち
ゃ
で
あ
る
。
何
度
言
っ
て
も

靴
の
か
か
と
を
履
き
潰
す
。
厳
し
く

言
っ
て
も
、
優
し
く
言
っ
て
も
、
繰

り
返
し
言
っ
て
も
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
。
そ
ん
な
次
郎
君
の
行
動
を
変

え
た
教
材
が
あ
る
。「
五
色
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
で
あ
る
。

「
あ
ぶ
な
い
よ　

は
い
っ
て
い
る
か

な　

か
か
と
さ
ん
」

と
い
う
札
が
あ
る
。
次
郎
く
ん
は
、

す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
札
を
取
っ
た
。

得
意
満
面
で
あ
る
。
そ
の
瞬
間
、
私

は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
か
か
と
さ
ん
が
入
っ
て
い
な
い
子

は
、
お
手
付
き
に
し
よ
う
か
な
」

子
供
た
ち
は
大
慌
て
で
か
か
と
を

直
し
た
。
か
る
た
で
負
け
る
の
が
嫌

な
の
だ
。
そ
の
日
の
帰
り
の
会
で
、

さ
よ
う
な
ら
を
言
う
前
に
、

「
あ
ぶ
な
い
よ　

は
い
っ
て
い
る
か
な
」

と
言
う
と
、
子
供
た
ち
が
笑
顔
で

「
か
か
と
さ
ん
！
」

と
言
い
な
が
ら
次
郎
君
を
見
た
。
次

郎
君
は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
か

か
と
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
友
達

に
見
せ
て
い
た
。
や
ん
ち
ゃ
君
も
素

直
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た

は
、
学
級
経
営
に
も
お
す
す
め
の
教

材
で
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！

楽
し
く
無
理
な
く
平
仮
名
を
習
得

幼
保
小
、
特
別
支
援
に
効
果
抜
群
。

高た
か

山や
ま

佳よ
し

己み

Ｔ
ｏ
ｓ
ｓ
キ
ッ
ズ
浜
松
き
ら
り
タ
ウ
ン
教
室

平
仮
名
の
習
得
を
楽
し
く
、
無
理

な
く
で
き
る
Ｔ
ｏ
ｓ
ｓ
キ
ッ
ズ
教
材

が
あ
る
。
年
中
年
長
の
幼
児
、
小
学

校
低
学
年
、
特
別
支
援
の
子
供
に
効

果
抜
群
で
あ
る
。

【
マ
グ
ネ
ッ
ト　
ひ
ら
が
な
表
】

　

人
差
し
指
で
一
文
字
一
文
字
押
さ

え
な
が
ら
読
ん
で
い
く
。
数
行
か
ら

始
め
、
段
々
と
増
や
し
て
い
く
。

慣
れ
て
き
た
ら
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

と
っ
て
横
に
置
き
、
元
の
よ
う
に
並

べ
さ
せ
て
い
く
。
丸
型
磁
石
が
手
に

馴
染
む
の
で
、
喜
ん
で
活
動
を
す
る
。

年
中
さ
ん
で
も
、
五
十
音
を
、
五
分

ほ
ど
で
完
成
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

発
展
形
と
し
て
、「
動
物
さ
ん
を

選
ん
で
並
べ
て
ご
ら
ん
」
と
言
う
と
、

い
ぬ
・
ね
こ
・
り
す
・
さ
る
…
…
と

「
言
葉
作
り
」
が
で
き
る
。

【
ひ
ら
が
な
輪
郭
カ
ー
ド
】

　

Ａ
４
判
な
の
で
と
て
も
見
や
す
い
。

表
は
平
仮
名
一
文
字
と
連
想
さ
れ
る

輪
郭
イ
ラ
ス
ト
、
裏
に
は
輪
郭
イ
ラ

ス
ト
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
、
読
み
の

練
習
が
で
き
る
。
書
く
練
習
は
、
指

書
き
で
な
ぞ
る
。

ま
た
、
ラ
ミ

ネ
ー
ト
仕
様
な

の
で
、
ペ
ン
書

き
で
直
接
書
き

込
み
も
で
き
る
。



◇帰りの用意が終わったころにダブルじゃんけんをする。１回戦目は教師VS子供、２回戦目
は教師の代わりに日直が前で行う。「静かにしましょう」と言わなくても、みんな一斉に両手
を出してじゃんけんを始める。そしてさようなら。たまに「チャーララじゃんけん」をする
のもおすすめ。帰りもシンプルだけど楽しく！

◇「チャーララじゃんけん」
じゃんけんまでがチョット長くて楽しい！　詳細は動画で！

楽しい！　「ダブルじゃんけん」「チャーララじゃんけん」
帰る前のお楽しみ！　さようならの挨拶の前に超時短レク。

大阪府和泉市立伯太小学校　寺
てら

田
だ

真
ま

紀
き

子
こ

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

お手とてお手とてお手とてキュー！！（×２）
チャーララチャララチャーララ、ウキ！（×２）
あなたも私もあなたも私もじゃんけん。ホイ！

ダブルじゃんけん
じゃんけん…… ホイ！（両手ともグーチョ

キパーのどれかを出す）

引っこ抜いて……

ホイ！
（右手又は左手のど
ちらかを下げる）
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すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

動画

１　

短
い
指
示

「
は
い
。
こ
ち
ら
側
の
サ
イ
ド
か
ら
。

サ
イ
ド
か
ら
ね
。
け
の
び
往
復
」
わ

ず
か
三
秒
の
指
示
。
続
く
指
示
は
、

「
は
い
。
こ
ち
ら
側
、
け
の
び
往
復
」

一
秒
。さ
ら
に
短
い
。そ
の
後
も
、一

秒
の
指
示
が
二
回
続
く
。
短
い
指
示

は
、
プ
ー
ル
で
も
伝
達
さ
れ
や
す
い
。

２　

重
ね
る
指
示
。

　

泳
ぎ
切
ら
な
い
う
ち
に
次
の
指
示

を
出
す
。
指
示
の
二
秒
後
に
次
の
グ

ル
ー
プ
が
泳
ぎ
出
す
。
四
秒
後
に
前

の
グ
ル
ー
プ
は
全
員
泳
ぎ
切
る
。
わ

ず
か
二
秒
の
時
間
差
だ
。
速
い
子
は

飽
き
ず
、
遅
い
子
が
目
立
た
な
い
。

３　

反
復
さ
れ
る
指
示

「
六
列
。
適
当
に
六
列
」「
こ
こ
か
ら

平
泳
ぎ
で
す
。
平
泳
ぎ
」「
全
員
ク

ロ
ー
ル
で
す
。
ク
ロ
ー
ル
。
ク
ロ
ー

ル
。
ク
ロ
ー
ル
」
同
じ
言
葉
で
四
回

反
復
す
る
。「
ク
」
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
付
け
る
こ
と
で
リ
ズ
ム
を
生
む
。

４　

か
す
か
に
速
く
な
る
指
示

　

先
ほ
ど
の
「
ク
ロ
ー
ル
」
の
指
示

を
言
う
速
さ
は
、
均
等
で
は
な
い
。

か
す
か
に
速
く
な
る
。
一
二
〇
の
テ

ン
ポ
が
、
一
二
一
、
一
二
二
と
な
る

よ
う
に
ご
く
僅
か
だ
。
こ
の
よ
う
な

微
差
が
テ
ン
ポ
を
変
化
さ
せ
、
ど
の

子
も
熱
中
す
る
活
動
を
生
み
出
す
。

　デジタル連動

繰
り
返
し
観
た
い
「
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
」

映
像
全
集
第
一
巻
「
向
山
プ
ー
ル
指
導
」。
授
業
映
像
の
指
示
か
ら

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
を
学
ぶ
。

高た
か

橋は
し

理ま
さ

人と

北
海
道
紋
別
高
等
養
護
学
校

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践

56

TOSSランドへの投稿を意識することで
できる教師修業
TOSSランドへの投稿を意識することで、教材研究、記録、修正につながる。

山梨県甲府市立羽黒小学校 加
か

藤
とう

三
みつ

紘
ひろ

　TOSSランドには次の記載がある。

TOSSランドでは、「明日の授業に役立つ」指導案や指導方法などを公開しています。
全国の先生の日々の教育実践から作られており、どなたでも投稿いただけます。
 （「TOSS LAND」https://land.toss-online.com/より引用）

「投稿（TOSSランドへのアップ）」を意識することで、教材研究をより行ったり、人に見せた
り、記録したり、修正したりすることにつながる。
　授業づくりが今まで以上に楽しいものになっている。私は以下のような流れでTOSSランド
への投稿につなげている。
１　教材研究
　授業を行う予定の教科書ページのコピーを用意する。そこに発問・指示を書き込み、授業を
作る。
２　例会での検討
　模擬授業を行う。幸運なことに、私が所属するTOSSフラミンゴウズには、代表の雨宮久氏
をはじめ、その場ですぐにコメントを下さる先生方がいる。その場でいただいたコメントをも
とに、修正を行う。この際、Wordなどにテキスト文書として記録しておくと、投稿の際にと
ても楽になる。これまで、「作業指示で授業を組み立てる」など、他の教科書ページでも活用
できることをたくさん教えていただいた。
３　教室で実践
　修正した内容で授業を行う。子供たちに行うからこそ、「この指示だと子供たちの反応はイ
マイチだ」など、更なる修正点が見付かる。
４　投稿
　前述した１～３を経て、TOSSランドへ投稿をする。２で作成したテキスト文書をコピペし
ていくだけで作成できる。私はこれまでこの方法で49コンテンツアップすることができた。
　おすすめの教師修業方法の一つである。

【今月のコンテンツ】
TOSSランド

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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習
。
小
学
一
年
生
で

は
、
一
文
字
ず
つ
練

習
で
き
る
の
で
、
と

て
も
効
果
的
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
キ
ー

ボ
ー
島
や
寿
司
打
、

タ
イ
ピ
ン
グ
コ
ロ
シ
ア
ム
で
、
ど
れ

だ
け
入
力
で
き
る
か
を
練
習
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
規
制
が
か
け
ら

れ
て
活
用
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

児
童
の
端
末
で
何
が
活
用
で
き
る
か

を
事
前
に
調
べ
て
お
く
と
よ
い
。

　

一
年
半
続
け
た
結
果
、
小
学
四
年

生
で
は
、
一
〇
分
間
に
平
均
四
〇
九

文
字
入
力
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
番
多
い
子
で
は
、
八
八
六
文
字
入

力
で
き
た
。

　

小
学
一
年
生
を
担
任
し
た
と
き
に

は
、
十
一
月
か
ら
ロ
ー
マ
字
表
を
持

た
せ
て
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
さ
せ
た
。

二
月
で
は
、
一
〇
分
間
で
平
均
八
一

文
字
、
一
番
多
い
子
で
二
二
六
文
字

入
力
で
き
た
。
二
月
に
は
、
全
員
が

自
分
の
名
前
を
ロ
ー
マ
字
入
力
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

①　

プ
レ
イ
グ
ラ
ム
タ
イ
ピ
ン

グ
②　

あ
か
ね
こ
ロ
ー
マ
字
ス
キ

ル
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

③　

熊
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
タ

ブ
レ
ッ
ト
対
応
版
「
ロ
ー
マ

字
練
習
」

④　

キ
ー
ボ
ー
島
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー

⑤　

寿
司
打

⑥　

タ
イ
ピ
ン
グ
コ
ロ
シ
ア
ム

　

私
は
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

最
初
は
、
プ
レ
イ
グ
ラ
ム
タ
イ
ピ

ン
グ
や
ロ
ー
マ
字
あ
か
ね
こ
ス
キ
ル

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、
ホ
ー
ム

ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
指
の
位
置
を
確
認
。

　

次
に
、
熊
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
タ

ブ
レ
ッ
ト
対
応
版
「
ロ
ー
マ
字
練

習
」
で
ひ
ら
が
な
一
文
字
ず
つ
を
練

一
　
タ
イ
ピ
ン
グ
は
必
須
の
ス
キ
ル

　

文
部
科
学
省
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
「
文

房
具
の
よ
う
に
使
う
」
こ
と
を
提
唱

し
て
い
る
。
児
童
生
徒
が
「
使
い
た

い
時
に
使
い
た
い
よ
う
に
自
由
に
」

端
末
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
平
成
二
〇
年
の
学
習
指
導
要
領

で
は
、
小
学
生
は
一
〇
分
間
に
二
〇

〇
文
字
入
力
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
た
。

　

授
業
中
、
端
末
を
使
っ
て
調
べ
た

り
、
思
考
ツ
ー
ル
と
し
て
使
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
。
タ
イ
ピ
ン
グ
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
、
調
べ

た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
に
力
を

注
げ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
タ
イ
ピ

ン
グ
は
必
須
の
ス
キ
ル
で
あ
る
。

二
　
記
録
を
取
る

　

タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
の
練
習
を
毎
日

五
〜
一
〇
分
程
度
行
わ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
月
に
一
回
一
〇
分
間
で
何
文

字
入
力
で
き
る
か
を
記
録
し
て
い
る
。

　

入
力
さ
せ
る
も
の
は
、
国
語
の
教

科
書
の
説
明
文
や
物
語
文
を
使
っ
て

い
る
。
授
業
中
に
何
度
も
音
読
し
て

い
る
の
で
、
全
員
漢
字
が
読
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
の
練
習
を
さ
せ

る
際
に
活
用
し
た
も
の
は
、
次
の

ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。

兎にも角にも
タイピング
端末を「文房具のように
使う」ためには、タイピ
ングは必須のスキルであ
る。

福井県福井市立社西小学校

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

④https://kb-kentei.net/

⑤https://sushida.net/

⑥https://typingerz.com
/colosseum

①https://typing.playgram
.jp/

②https://edusup.jp/rom
aji/

③https://w
w
w
.kum

am
oto-km

m
.ed.jp/kyouzai/dg-m

aterials.htm

あかねこローマ字スキ
ルデジタルサポーター

熊本市教育センター

プレイグラムタイピング
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し
て
、「
間
違
え
た
お
か
げ
で
か
え
っ

て
勉
強
が
も
の
す
ご
く
深
ま
り
ま
し

た
」
と
価
値
付
け
る
。

「
問
い
返
す
力
」
も
、
教
師
に
と
っ

て
大
切
な
力
量
で
あ
る
。

５　

時
間
差
を
付
け
て
褒
め
る

　

３
は
、
即
時
評
価
で
あ
る
の
に
対

し
、
５
は
時
間
差
を
付
け
て
の
評
価

で
あ
る
。

　

休
み
時
間
等
に
子
供
の
近
く
に

行
っ
て
授
業
の
発
言
を
褒
め
る
。
こ

の
時
、「
名
前
を
呼
ん
で
」「
何
の
内

容
な
の
か
を
明
確
に
し
て
」
褒
め
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
に
、
で
あ
る
。

　

太
郎
君
、
国
語
で
の
発
言
、

と
っ
て
も
良
か
っ
た
よ
。
前
の

学
年
で
習
っ
た
こ
と
と
つ
な
げ

て
発
表
し
て
い
た
ね
。
あ
れ
は

な
か
な
か
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な

い
よ
。
す
ば
ら
し
い
。

「
発
言
し
て
良
か
っ
た
」
の
蓄
積
が

良
質
の
学
級
経
営
に
つ
な
が
る
。

５　

時
間
差
を
付
け
て
褒
め
る

ら
で
あ
る
。
声
を
出
さ
ず
に
う
な
ず

く
だ
け
で
も
、
発
言
す
る
子
供
は
安

心
す
る
。

３　

発
言
を
一
言
ず
つ
褒
め
る

　

い
わ
ゆ
る
、
即
時
評
価
で
あ
る
。

「
良
い
声
で
す
」「
な
る
ほ
ど
」「
着

眼
点
が
鋭
い
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、

子
供
の
発
言
を
一
言
ず
つ
褒
め
る
。

こ
う
い
っ
た
一
言
を
出
せ
る
か
否
か

は
、
子
供
の
動
き
を
大
き
く
左
右
す

る
。４　

間
違
い
を
生
か
す

　

算
数
の
授
業
を
例
に
挙
げ
る
。「
全

体
の
長
さ
が
２
ｍ
の
テ
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
テ
ー
プ
の
１

―

２
ｍ
の

長
さ
に
色
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。」
と

い
う
問
題
が
あ
っ
た
と
す
る
。
多
く

の
子
供
は
、
１
ｍ
の
部
分
に
色
を
塗

り
、
意
気
揚
々
と
発
表
す
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
ど
ん
な
問
題
だ
っ
た

ら
、
間
違
え
た
人
の
答
え
は
正
解
に

な
る
の
で
す
か
」
と
問
い
返
す
。
そ

３　

発
言
を
一
言
ず
つ
褒
め
る

４　

間
違
い
を
生
か
す

　

学
級
経
営
の
肝
は
授
業
で
あ
る
。

授
業
で
は
、
子
供
に
何
ら
か
の
発
言
、

つ
ま
り
、
表
現
を
さ
せ
る
。
ど
ん
よ

り
と
し
た
学
級
に
な
っ
て
し
ま
う
要

因
の
一
つ
。
そ
れ
は
、「
子
供
が
発

言
を
し
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
し
て

い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

教
師
の
ほ
ん
の
少
し
の
工
夫
に
よ

り
、
子
供
が
発
言
し
て
良
か
っ
た
と

実
感
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

五
つ
の
手
立
て
を
紹
介
す
る
。

１　

教
師
が
笑
顔
で
発
言
を
聞
く

　

教
師
の
表
情
は
教
室
の
最
大
の
環

境
で
あ
る
。
教
師
が
笑
顔
で
聞
く
だ

け
で
子
供
は
発
言
し
や
す
く
な
る
。

１　

教
師
が
笑
顔
で
発
言
を
聞
く

２　

教
師
が
声
を
出
さ
ず
に
、

う
な
ず
い
て
発
言
を
聞
く

　

う
な
ず
き
は
大
き
く
三
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
第
一
に
、適
度
に
「
う
ん
」

と
う
な
ず
く
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

小
刻
み
に
「
う
ん
・
う
ん
・
う
ん
」

と
う
な
ず
く
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、

深
く
「
う
ー
ん
」
と
う
な
ず
く
も
の

で
あ
る
。
そ
の
時
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
。

　

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
声
を
出
さ
ず
に
首
だ
け
で
う

な
ず
く
こ
と
」
で
あ
る
。
教
師
が
い

ち
い
ち
声
を
発
す
る
と
、
発
言
の
内

容
の
硬
直
化
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か

２　

教
師
が
声
を
出
さ
ず
に
、

う
な
ず
い
て
発
言
を
聞
く

「発言して良かった」
の蓄積

教室では、子供に何らかの形
で発言をさせる。子供が「発
言して良かった」と実感し続
けていれば、学級の質も向上
する。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える
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４　

活
用
術
②

　

流
し
た
い
所
か
ら
映
像
を
開
始
し

て
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①　

ス
ラ
イ
ド
に
貼
り
付
け
た

動
画
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

「
書
式
設
定
の
オ
プ
シ
ョ

ン
」
が
表
示
さ
れ
る
。

②　

動
画
の
「
開
始
時
間
」
と

「
終
了
時
間
」
を
入
力
す
る
。

（
図
３
）

図３

Google

ス
ラ
イ
ド
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
添

付
す
る
一
手
間
を
加
え
る
こ
と
で
、

授
業
中
に
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
た
り
、
流
し

た
い
映
像
場
面
へ
の
操
作
を
し
た
り

す
る
こ
と
が
な
く
な
る
。
授
業
の
間

を
な
く
し
、
魔
の
六
月
の
対
策
の
一

つ
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

４　

活
用
術
②

（
図
１
）

④　

動
画
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
貼
り
付

け
る
。（
図
２
）

⑤　
「
挿
入
」
を
選
択
。以

上
。

３　

活
用
術
①

　

ダ
ン
ス
等
の
パ
ー
ト
ご
と
の
動
画

や
、
単
元
で
動
画
を
用
意
す
る
こ
と

で
、
一
覧
性
が
高
ま
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
をGoogle

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
な
ど
で
共
有
す
る
こ

と
で
、
学
年
団
の
先
生
、
子
供
た
ち

と
も
Ｃ
Ｍ
を
カ
ッ
ト
し
た
状
態
で
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
分
か

り
に
く
い
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、

サ
ム
ネ
イ
ル
画

像
が
表
示
さ
れ

る
た
め
、
視
覚

的
に
分
か
り
や

す
い
。

３　

活
用
術
①

１　

問
題
点

　

授
業
でY

outube

の
動
画
を
使
用

し
た
際
に
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
、
授
業
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
間
が
空
き
、
集
中
が
切

れ
る
場
面
が
何
度
も
あ
る
と
、
魔
の

六
月
を
引
き
寄
せ
か
ね
な
い
。
今
回

は
、
無
料
で
誰
に
で
も
で
き
る
、
Ｃ

Ｍ
カ
ッ
ト
の
方
法
を
紹
介
す
る
。

２　

操
作
の
手
順

①　

新
規
のGoogle

ス
ラ
イ
ド

を
開
く
。

②

Y
ouT

ube

の
流
し
た
い

動
画
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
コ
ピ
ー
す

１　

問
題
点

２　

操
作
の
手
順

る
。

③

Google

ス
ラ
イ
ド
の
挿
入

タ
ブ
の
「
動
画
」
を
選
択
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

Googleスライド
を使ってCMカッ
トする裏技

授業で動画を見せたい時
におすすめ！

群馬県桐生市立南小学校

田
た

中
なか

健
けん

太
た

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

図２

図１
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教
師
自
身
の
上
半
身
に
声
を
響
か

せ
、
周
囲
の
物
に
声
を
響
か
せ
る
こ

と
で
、
遠
足
で
一
〇
〇
ｍ
以
上
離
れ

た
子
供
た
ち
に
も
声
が
通
る
よ
う
に

な
っ
た
。
水
泳
の
授
業
で
、
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
持
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
て
も

困
ら
な
く
な
っ
た
。

「
響
く
声
」
の
最
高
の
イ
メ
ー

ジ
は
向
山
洋
一
氏
の
声
で
あ
る
。

　

実
際
に
向
山
洋
一
氏
の
声
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
う
。

向
山
洋
一
氏
の
声
は
、
通
る
だ
け
で

は
な
い
。
響
く
の
だ
。
さ
ら
に
、
聞

く
人
の
体
に
響
く
だ
け
で
な
く
、
心

に
も
響
く
（
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
、

向
山
洋
一
氏
が
発
す
る
「
ネ
バ
ー
ネ

バ
ー
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
な
ど
の

言
葉
が
ま
さ
に
そ
う
だ
）。

「
通
る
声
」
を
「
響
く
声
」
だ
と
捉

え
る
と
、
子
供
た
ち
に
言
葉
が
伝
わ

り
や
す
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
遥
か

高
い
峰
が
見
え
て
し
ま
っ
た
。

「
通
る
声
」
と
い
う
の
は
、「
響
く
声
」

な
ん
だ
と
気
付
い
た
。

　

次
に
、
声
の
響
か
せ
方
を
更
に
工

夫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
講
堂
で
の

体
育
は
、
子
供
の
向
こ
う
側
の
壁
や

天
井
に
共
鳴
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
で
声

を
出
し
た
。

　

運
動
場
で
の
体
育
は
、
自
分

の
声
が
、
山
び
こ
の
よ
う
に
響

い
て
校
舎
か
ら
跳
ね
返
っ
て

く
る
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

（「
山
び
こ
発
声
」
と
命
名
♪
）

　

私
は
一
五
年
前
ほ
ど
前
か
ら
、
体

育
の
授
業
で
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
使
っ

て
い
な
い
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
い
て
、

「
ピ
ッ
！
」

と
子
供
た
ち
に
指
示
し
な
く
て
も
、

口
で
、

「
ピ
ッ
！
」

と
言
う
だ
け
で
、
指
示
が
通
る
よ
う

に
な
っ
た
。そ
の
お
か
げ
で
、ホ
イ
ッ

ス
ル
を
口
に
く
わ
え
る
動
き
や
時
間

が
な
く
な
り
、
授
業
を
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
体
育

の
授
業
前
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
っ
て

い
く
手
間
も
な
く
な
っ
た
。

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
の
Ｄ
表

評
価
項
目
の
「
授
業
の
始
ま
り
（
一

五
秒
）
の
つ
か
み
」
の
中
に
、

①　

全
体
に
通
る
声
で
授
業

を
始
め
て
い
る
。

が
あ
る
。

　

教
室
だ
け
で
な
く
、
屋
外
で
も

「
通
る
声
」
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

試
行
錯
誤
を
し
た
。
最
初
は
、
単
に

大
き
な
声
を
出
し
て
い
た
。
す
る
と
、

す
ぐ
に
喉
を
潰
し
た
。
そ
こ
で
、
喉

を
使
わ
な
い
で
（
実
際
は
使
っ
て
い

る
の
だ
が
）、
腹
の
底
か
ら
声
を
出

す
よ
う
に
し
た
。
自
分
の
上
半
身
に

声
が
響
い
て
い
る
の
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
喉
を
酷
使
し
な
く

て
も
、
声
が
通
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

「通る声」は、
「響く声」

講堂→運動場→プールと、日々
の体育の授業で、声の響かせ
方を身に付ける。

大阪府公立小学校

松
まつ

下
した

隼
じゅん

司
じ
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回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

校
則
を
守
っ
て
い
な
い
生
徒
を

試
合
に
出
さ
な
か
っ
た

　
部
活
に
お
い
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

禁
止
の
校
則
を
守
っ
て
い
な
か
っ

た
生
徒
を
休
日
の
試
合
に
出
さ
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
に
発
展
し
ま
し
た
。

学
校
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

等
裁
判
所
判
例
も
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
つ
い
て
も
指
導
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架
な

ど
宗
教
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
に
つ
い

て
は
、
信
教
の
自
由
と
の
関
係
が
生
じ

ま
す
。
し
か
し
、
基
本
的
に
ア
ク
セ
サ

リ
ー
禁
止
と
い
う
こ
と
を
定
め
る
こ
と

自
体
は
許
さ
れ
ま
す
。

　

部
活
に
お
い
て
、
校
則
を
守
ら
な

か
っ
た
生
徒
を
休
日
の
試
合
に
出
さ
な

か
っ
た
と
い
う
判
断
に
つ
い
て
で
す
。

　

部
活
の
学
校
で
の
位
置
付
け
で
す
が
、

基
本
は
定
時
以
内
の
部
活
で
あ
れ
ば
学

校
は
学
校
教
育
の
一
部
と
し
て
責
任
を

負
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

定
時
外
の
休
日
な
ど
の
部
活
指
導
は
、

顧
問
が
教
員
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、

い
わ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動

に
な
る
た
め
、
学
校
が
責
任
を
負
う
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
た
部
活
に
お
い
て
指
導
者
の
側
が
、

ど
の
選
手
を
試
合
に
出
す
か
と
い
う
判

断
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
自
律

性
の
問
題
と
し
て
顧
問
の
広
い
裁
量
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
が

ど
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
も
、
そ
の
ク

ラ
ブ
の
権
限
あ
る
人
が
決
め
た
ら
よ
く
、

違
法
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
学
校
は
保
護
者
に
「
ク

ラ
ブ
内
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
ご

と
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ

れ
以
上
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
」
と
回
答

す
る
だ
け
に
な
り
ま
す
。

　

遠
足
の
途
中
で
ふ
ざ
け
て
い
た
子

供
が
置
い
て
あ
っ
た
自
転
車
を
倒
し

て
し
ま
い
、
駐
車
し
て
あ
っ
た
車
に
傷

を
付
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

ま
ず
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
禁
止
す
る

と
い
う
校
則
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
の
頭

髪
指
導
に
つ
い
て
、
髪
を
染
め
た
中
学

生
の
頭
髪
を
黒
く
染
め
る
よ
う
に
し
た

場
合
、
そ
れ
が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ

た
と
し
て
も
違
法
で
は
な
い
と
し
た
高

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

イラスト：谷岡聡美
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こ
こ
で
最
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
指
示

は
必
ず
全
員
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
だ
。

向
山
洋
一
氏
に
よ
る
『
新
版
授
業
の
腕
を
上

げ
る
法
則
』
第
四
条
「
全
員
の
原
則
」
で
あ
る
。

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
、
あ
と
で

み
ん
な
の
前
で
言
い
ま
す
ね
。

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
、
次
の
時
間
に
全
体
の

前
で
質
問
に
答
え
る
。
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が

困
難
で
あ
れ
ば
、
メ
モ
を
し
て
学
年
主
任
に
確

認
す
る
。

　
学
級
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
こ
と
は
、
全
員
に

伝
え
た
は
ず
、
伝
え
た
気
が
す
る
、
で
は
い
け

な
い
の
だ
。

　
な
ぜ
な
ら
、
教
師
の
発
言
一
つ
一
つ
が
、
教

室
の
中
の
憲
法
と
同
じ
よ
う
な
効
果
を
生
む
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。

そ
の
た
め
、
手
に
何
か
を
持
っ
て
い
る
状
態

で
は
、
指
示
し
た
う
ち
に
も
入
ら
な
い
。

お
へ
そ
を
先
生
の
方
に
向
け
な
さ
い
。

こ
こ
ま
で
言
っ
て
、
や
っ
と
子
供
た
ち
は
話

が
聞
け
る
状
態
と
な
る
。

ま
た
、
教
師
が
話
を
し
て
い
る
際
に
、
被
せ

る
よ
う
に
質
問
を
し
て
く
る
子
も
い
る
。

こ
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
毎
度
毎
度
質
問
に
答

え
て
し
ま
う
と
、
質
問
を
し
た
子
し
か
聞
い
て

い
な
い
状
態
に
な
る
。
時
間
も
余
計
に
掛
か
る
。

最
後
に
ま
と
め
て
質
問
を
聞
き
、
答
え
て
い
く
。

全
員
の
原
則
を
貫
く
こ
と
が
、
安
定
し
た
学

級
経
営
に
つ
な
が
る
の
だ
。

　
次
々
に
子
供
た
ち
が
質
問
を
し
て
く
る
。

「
給
食
は
残
し
て
い
い
で
す
か
」

「
宿
題
は
い
つ
提
出
し
ま
す
か
」

こ
こ
で
一
人
一
人
に
対
応
し
て
し
ま
う
。

「
残
し
て
い
い
で
す
よ
」

「
一
口
食
べ
た
ら
残
し
て
い
い
で
す
よ
」

言
い
方
に
若
干
の
違
い
が
生
じ
て
し
ま

う
の
だ
。

「
先
生
は
残
し
て
い
い
っ
て
言
っ
て
た
よ
」

「
一
口
は
食
べ
な
さ
い
っ
て
言
っ
て
た
よ
」

子
供
た
ち
は
教
師
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と

を
主
張
す
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
ル
ー
ル
が
独
立
し
て
い
く
。

こ
う
し
て
教
師
の
権
威
が
か
す
か
に
落

ち
は
じ
め
る
の
だ
。

『新版 授業の腕を
上げる法則』
向山洋一著　学芸
みらい社

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

宮
城
県
仙
台
市
立
鶴
谷
小
学
校

菅か
ん

野の

祐ゆ
う

貴き

全
員
の
原
則
を
貫
く
学
級
経
営

向
山
洋
一
氏
の
『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
第
四
条
「
全
員
の
原
則
」

に
基
づ
き
、
実
践
す
る
こ
と
が
、
安
定
し
た
学
級
経
営
の
鍵
と
な
る
。
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感
無
量
の
卒
業
式
、
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の

ド
ラ
マ
は
あ
る
日
突
然
、
驚
く
よ
う
な
形
で
表
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
氷
山
の
一

角
に
す
ぎ
な
い
。
水
面
下
の
部
分
を
ど
れ
だ
け
太
ら
せ
る
か
。
そ
こ
に
教
育
実
践
の
意
味
が
あ
る
。

　

読
み
進
む
前
に
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
右
の
画
像

を
「
読
解
」
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
板
書
の
画

像
一
枚
か
ら
何
を
ど
れ
だ
け
読
み
取
れ
る
か
。

「
あ
れ
ど
も
見
え
ず
」
へ
の
挑
戦
だ
。
可
能
で

あ
れ
ば
ど
こ
か
に
書
き
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。

　

卒
業
式
の
朝
、
職
員
室
で
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
ど
こ
か
ら
か
歌
声
が
聞
こ
え
た
。

　

職
員
集
会
を
終
え
て
学
年
フ
ロ
ア
に
上
が
る
。

　

我
が
学
級
の
や
ん
ち
ゃ
男
子
が
全
体
に
呼
び

掛
け
、
廊
下
で
、
教
室
で
、
卒
業
式
の
最
後
に

設
け
ら
れ
た
全
校
合
唱
（
混
声
四
部
合
唱
「
ふ

る
さ
と
」、
無
伴
奏
）
の
練
習
を
し
て
い
た
。

　

卒
業
生
が
す
る
の
な
ら
ま
だ
分
か
る
。
過
去

に
長
谷
川
が
担
当
し
た
学
年
も
、
卒
業
式
の
朝

に
は
合
唱
の
自
主
練
習
を
始
め
、
様
々
な
取
組

を
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
練
習
し
て
い
る
の
は
在
校
生
な
の
で

あ
る
。
二
学
年
が
、
卒
業
式
の
質
を
高
め
る
た

め
に
、
自
ら
の
意
思
で
集
ま
り
、
練
習
に
励
ん

で
い
る
の
だ
っ
た
。

　

見
た
瞬
間
、
式
の
成
功
を
確
信
し
た
。

　

教
卓
上
の
日
記
を
読
む
と
、「
家
に
帰
っ
て
、

『
ふ
る
さ
と
』
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
て
練
習

し
ま
し
た
。
明
日
は
、
他
の
パ
ー
ト
に
つ
ら
れ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
」
と
い
う
記
述
が

そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
思
い
と
行
動

と
を
う
れ
し
く
思
っ
た
。

　

卒
業
式
は
、
卒
業
生
が
頑
張
る
だ
け
で
は
成

功
し
な
い
。
在
校
生
と
両
輪
で
前
進
し
な
け
れ

ば
駄
目
な
の
だ
。

　

式
は
、
掛
け
値
な
し
で
す
ば
ら
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
自
学
年
の
式
で
な
い
の
に
、
涙
が
流

れ
た
。
式
場
を
包
む
清
浄
な
空
気
と
、
全
校
合

唱
の
す
ば
ら
し
さ
ゆ
え
で
あ
る
。

　

極
め
て
短
時
間
の
帰
り
の
会
で
、
心
あ
る
子

供
た
ち
を
腹
の
底
か
ら
褒
め
た
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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二
　
趣
意
説
明
の
演
習

さ
て
、
こ
こ
で
は
、「
超
基
本
的
」

な
「
趣
意
説
明
」
の
演
習
を
し
て
み

よ
う
。

【
演
習
１
】

　

子
供
た
ち
を
社
会
科
見
学
で
引

率
し
て
い
ま
す
。

　

行
き
帰
り
の
電
車
で
、
子
供
た

ち
が
騒
が
し
く
な
り
が
ち
で
す
。

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の
指

示
を
し
ま
す
。

　

□
の
中
に
入
る
「
趣
意
説
明
」

を
書
き
な
さ
い
。

①　
　
　

静
か
に
話
し
な
さ
い
。

②　
　
　

車
中
は
立
っ
て
い
な
さ
い
。

い
か
が
だ
ろ
う
か
。
来
月
ま
で
の

課
題
と
し
た
い
。
初
歩
編
で
あ
る
。

号
令
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
プ
ロ
教
師
は
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
訓
令
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が

で
き
る
。

例
え
ば
、
研
究
授
業
で
自
習
を
さ

せ
る
よ
う
な
場
面
で
あ
る
。

〈
訓
令
〉

　

前
の
時
間
の
続
き
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
だ
け
で
自
習
が
成
立
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
子
供
た
ち
が

自
分
た
ち
の
判
断
で

討
論
の
続
き

を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

教
師
が
出
張
で
一
日
い
な
く
て
も

同
様
で
あ
る
。

教
師
が
そ
の
場
に
い
な
く
て
も
、

最
小
限
の
指
示
で
、
子
供
た
ち
が
趣

意
を
理
解
し
て
動
く
。

そ
れ
が
訓
令
を
使
い
こ
な
す
プ
ロ

の
腕
で
あ
る
。

一
　
訓
令
で
子
供
を
動
か
す
と
き

号
令
は
「
声
の
届
く
範
囲
」。

命
令
は
「
見
に
行
け
る
範
囲
」。

こ
れ
が
基
本
で
あ
っ
た
。

訓
令
に
は
、
そ
う
し
た
制
限
が
な

い
。訓

令
で
動
か
す
の
は
、

そ
れ
よ
り
広
い
範
囲
ま
で
す
べ
て

で
あ
る
。

向
山
氏
は
次
の
例
を
あ
げ
た
。

〈
訓
令
〉

　

教
室
を
見
ま
わ
し
て
ご
ら
ん
。

も
う
少
し
き
れ
い
に
し
た
い
ね
。

自
分
が
こ
う
し
た
い
と
思
う
こ
と

を
や
っ
て
ご
ら
ん
。
時
間
は
五
分

で
す
。

こ
の
向
山
氏
の
言
葉
だ
け
を
、
そ

の
ま
ま
マ
ネ
し
て
も
難
し
い
。

教
師
の
統
率
力
が
弱
い
教
室
で
は
、

こ
の
指
示
で
は
子
供
は
動
か
な
い
。

訓
令
で
子
供
が
動
く
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
教
師
が
「
プ
ロ
の
腕
」
を

も
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

向
山
氏
は
、
教
室
を
き
れ
い
に
す

る
場
面
を
例
に
し
て
分
か
り
や
す
く

示
し
た
。
教
室
で
あ
れ
ば
、
教
師
の

目
が
届
く
。
子
供
た
ち
の
動
き
が
悪

け
れ
ば
、
い
っ
た
ん
止
め
て
、
命
令
、

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（４）

「訓令」を使いこなすには教師
自身の力量がプロの腕である
必要がある。言葉だけを訓令に
しても子供たちは動かない。そ
の教師の号令、命令も洗練され
ていること。授業の技量と統率
力が高く、子供たちの信頼が厚
いこと等が前提である。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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「
お
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
な
さ
い
」

　

一
〇
年
前
、
校
長
職
選
考
に
受
か
っ
た
と
き
、

ま
ず
言
わ
れ
た
言
葉
だ
。
そ
こ
に
教
師
道
を
歩

む
た
め
の
深
い
含
蓄
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
の
は
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

高
校
二
年
の
担
任
は
古
典
の
先
生
だ
っ
た
。

何
か
の
折
に
、
先
生
は
私
に
「
悔
し
か
っ
た
ら

百
人
一
首
を
全
部
品
詞
分
解
し
て
み
ろ
」
と

言
っ
た
。
悔
し
か
っ
た
の
で
、
や
っ
た
。
先
生

は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、
私
は
古
典
の
面
白

さ
に
開
眼
し
た
。
だ
か
ら
大
学
を
卒
業
し
て
、

迷
わ
ず
、
高
校
の
古
典
の
教
師
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
大
学
卒
業
前
、
教
育
実
習
先
で
、
若

い
先
生
が
「
春
」
の
授
業
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ

た
。「
何
だ
こ
れ
は
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
し
て
は

質
が
高
す
ぎ
る
」
と
思
い
、
原
実
践
を
見
付
け

に
本
屋
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
法

則
化
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
。
見
る
ペ
ー
ジ
ど
れ
も

衝
撃
的
で
、
漁
る
よ
う
に
何
冊
も
買
っ
た
。

　

そ
の
後
、
小
学
校
教
師
と
な
り
、
初
任
校
で

そ
れ
を
机
上
に
並
べ
て
い
た
ら
、
程
な
く
法
則

化
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い
を
受
け
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
の
が
五
色
百
人
一
首
で
あ
っ
た
。
古

典
は
自
分
の
テ
リ
ト
リ
ー
だ
っ
た
。
翌
日
か
ら

実
践
を
し
た
。

　

や
が
て
、
本
誌
『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
か

ら
原
稿
執
筆
の
お
誘
い
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

が
「
授
業
で
使
え
る
五
色
百
人
一
首
小
話
」
だ
。

二
〜
三
回
書
か
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、二
〇
年
間
、二
四
〇
回
の
長
い
連
載
と
な
っ
た
。

　

同
じ
頃
、「
全
国
で
百
人
一
首
の
大
会
を
や
っ

て
ほ
し
い
。
向
山
先
生
が
中
央
事
務
局
の
席
を

空
け
て
待
っ
て
い
る
」
と
い
う
電
話
を
い
た
だ

い
た
。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
時
と
同
じ
く
、
新
牧

賢
三
郎
氏
か
ら
だ
っ
た
。
私
は
五
色
百
人
一
首

協
会
を
立
ち
上
げ
、
事
務
局
長
に
就
い
た
。
初

代
会
長
に
は
野
口
芳
宏
氏
を
お
招
き
し
た
。

　

県
大
会
の
開
催
を
お
願
い
す
る
た
め
、
中
央

の
先
生
方
が
講
師
を
な
さ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
酒
宴
で
各
県
の
リ
ー
ダ
ー

の
先
生
方
に
お
願
い
を
し
て
回
っ
た
。
こ
の
と

き
が
一
番
大
変
だ
っ
た
が
、
一
番
面
白
い
頃

だ
っ
た
。

　

全
日
本
か
る
た
協
会
の
松
川
英
夫
会
長
と
も

出
会
え
た
。
漫
画
「
ち
は
や
ふ
る
」
作
者
の
末

次
由
紀
さ
ん
と
も
親
交
を
深
め
た
。
最
近
で
は

元
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
研
究
員
の
ピ
ー

タ
ー
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
と
対
談
を
行
っ
た
。

「
真
剣
に
や
る
者
が
た
っ
た
一
人
い
れ
ば
で
き

る
」、
向
山
氏
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
だ
。

研
究
の
柱
を
も
つ
こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
の
足

で
歩
き
回
る
こ
と
、
そ
れ
を
信
じ
通
し
て
、
ま

も
な
く
教
職
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
。

　

前
進
が
出
会
い
の
神
様
を
動
か
す

「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」
と
言
う
。
自
分
の
方
向
性
が
あ
れ
ば
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
前
進
す

れ
ば
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
チ
ャ
ン
ス
の
神
様
を
信
じ
、
そ
の
前
髪
を
つ
か
む
。
す
る
と
新
た
な
世
界

が
見
え
て
く
る
。
自
分
の
ス
テ
ー
ジ
が
一
つ
上
が
る
。
教
師
修
業
は
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

東
京
都
板
橋
区
立
紅
梅
小
学
校

小こ

宮み
や

孝た
か

之ゆ
き

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
鈴
木
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、

ア
ニ
メ
の
雄
、
宮
崎
駿
、
高
畑
勲
を
支
え
続
け
、

今
日
に
至
る
。
本
書
の
執
筆
を
依
頼
し
た
の
は
岩

波
書
店
の
編
集
者
・
井
上
一
夫
だ
っ
た
。

「
ぼ
く
は
、
高
畑
さ
ん
や
宮
崎
さ
ん
に
は
関
心
が

な
い
。
し
か
し
、
鈴
木
さ
ん
に
は
興
味
が
あ
る
。

普
通
の
人
は
、
高
畑
さ
ん
や
宮
崎
さ
ん
の
よ
う
な

天
才
に
な
る
こ
と
は
出
来
な
い
け
ど
、
鈴
木
さ
ん

の
真
似
な
ら
で
き
る
。
そ
れ
を
書
い
て
ほ
し
い
」

　

鈴
木
は
、
も
と
は
徳
間
書
店
の
取
材
記
者
だ
っ

た
。
ア
ニ
メ
の
雑
誌
『
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
』
を
創
刊

す
る
こ
と
に
な
り
、
宮
崎
、
高
畑
に
取
材
を
申
し

込
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
断
ら
れ
た
。

そ
の
理
由
を
高
畑
は
し
ゃ
べ
り
続
け
た
。
長
く
話

す
だ
け
の
理
屈
を
も
っ
て
い
た
。
い
き
な
り
映
画

の
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
分
野
が
違
え
ば
準

備
な
し
で
は
対
抗
で
き
な
い
。
も
っ
と
付
き
合
い

た
い
。
話
が
で
き
な
い
で
は
悔
し
い
。
相
槌
く
ら

い
打
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
な
ん
と
し
て
も
彼

ら
と
教
養
を
共
有
し
た
か
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
、

記
者
を
続
け
な
が
ら
、
映
画
づ
く
り
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
か
ら
鈴
木
の
修
業
が
は
じ
ま
る
。
と
に
か

く
二
人
の
こ
と
を
知
る
。
そ
の
た
め
に
宮
崎
と
高

畑
の
言
っ
た
こ
と
を
ぜ
ん
ぶ
「
取
材
ノ
ー
ト
」
に

書
き
ま
く
る
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
早
道
だ
し
、
そ

れ
し
か
な
い
。
し
ゃ
べ
る
口
調
、
し
ゃ
べ
り
方
も

大
事
だ
か
ら
、
し
ゃ
べ
り
言
葉
の
ま
ま
書
き
と
め

る
。
宮
崎
は
し
ゃ
べ
る
の
が
速
い
。
高
畑
は
し
ゃ

べ
る
時
間
が
長
い
。
必
ず
い
つ
も
三
時
間
は
話
す
。

別
れ
た
後
は
喫
茶
店
に
入
っ
て
、
メ
モ
を
も
う
一

回
ま
と
め
な
お
す
。
そ
う
す
る
と
抜
け
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

懸
命
に
思
い
出
し
て
、そ
れ
を
埋
め
る
。
家
に
帰
っ

て
、
も
う
一
度
、
大
学
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
。
都

合
三
回
書
く
わ
け
だ
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
会
っ
て
い

た
け
ど
、
こ
れ
を
ず
っ
と
続
け
た
。
寝
る
時
間
が

極
端
に
少
な
く
な
っ
た
。
当
時
三
〇
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
で
若
か
っ
た
。
と
に
か
く
こ
れ
を
や
ら
な

い
と
二
人
と
付
き
合
え
な
い
。

　

加
え
て
読
書
が
あ
る
。
二
人
は
「
こ
の
本
読
み

ま
し
た
か
」
と
よ
く
聞
い
て
く
る
。
鈴
木
も
編
集

者
の
端
く
れ
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
い
ろ
ん
な
本

を
カ
バ
ー
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
二
人
は
人
が

あ
ま
り
読
ま
な
い
本
を
読
ん
で
い
た
。
そ
れ
を
読

ま
な
い
限
り
、
共
通
の
話
題
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。『
映
画
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
）、『
映
画

の
ど
こ
を
ど
う
読
む
か
』（
徳
間
書
店
）、『
バ
リ
ー
・

リ
ン
ド
ン
』（
角
川
書
店
）
な
ど
の
基
本
文
献
は
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
る
く
ら
い
読
み
込
ん
だ
。
宮
崎
は
「
栽

培
植
物
と
農
耕
の
起
源
」
か
ら
「
も
の
の
け
姫
」

の
発
想
を
得
て
い
た
。「
鈴
木
さ
ん
、こ
れ
読
ん
だ
」

と
聞
か
れ
、「
い
や
、
そ
れ
読
ん
で
い
な
い
」
と
返

す
と
、
い
き
な
り
「
無
知
で
す
ね
」。
と
に
か
く
彼

ら
が
読
ん
で
き
た
本
を
一
通
り
読
も
う
、
分
か
ら

な
く
て
も
読
も
う
。
機
会
あ
る
ご
と
に
聞
き
出
し

て
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
教
養
と
は
本
だ
け
で
は
な
い
。
宮

崎
も
高
畑
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
第
一
期
の

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」、
こ
の
映
像
の
隅
々
ま
で
全
部

覚
え
て
い
た
。
相
槌
を
打
つ
に
は
、
も
と
に
な
る

教
養
が
必
要
、
ベ
ー
ス
が
必
要
、
デ
ー
タ
が
必
要
だ
。

鈴
木
は
こ
う
や
っ
て
一
歩
一
歩
、
二
人
に
接
近
し

て
い
っ
た
。

ジ
ブ
リ
映
画
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア

付
き
合
う
以
上
、教
養
を
共
有
し
た
い
。鈴
木
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
一
〇
年
続
け
た
ノ
ー
ト
づ
く
り
。

『仕事道楽　新版』
（鈴木敏夫著　岩波新書）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 自
分
な
り
の
問
い
を
持
ち
、

情
報
を
集
め
分
類
す
る

向
山
氏
に
関
す
る
問
い
は
セ
ミ
ナ
ー
の
た
び
に
増
え
て
い
く
。

部
調
べ
た
上
で
分
類
し
て
い
き
た
く
な
り
ま
す
。

分
類
す
る
と
「
向
山
先
生
が
助
走
問
題
で
入
る

と
き
の
〝
入
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
〞
は
四
つ
な
ん

だ
」
と
言
い
切
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う

や
っ
て
言
い
切
る
た
め
に
、
僕
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
を
活
用
し
て
ノ
ー
ト
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
い
は
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
思

い
付
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
講
座
で
テ
ー
マ
を
い

た
だ
い
た
時
や
向
山
塾
な
ど
で
思
い
付
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
谷
氏
が
ポ
ロ
ッ
と
言
っ
た
言
葉

か
ら
問
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
谷
氏
が
、
向
山
氏
の
こ
の
仕
草
（
両
手

を
つ
か
む
よ
う
な
仕
草
）
に
つ
い
て
言
及
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
谷
氏
は
、

「
そ
の
仕
草
は
、
向
山
先
生
が
フ
ォ
ー
マ
ル
的

な
場
で
や
ら
れ
る
ん
だ
よ
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
の
時

に
出
る
仕
草
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
向
山
氏
の
仕
草
一
つ
と
っ
て

も
、
僕
に
と
っ
て
は
問
い
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
う
い
っ
た
様
々
な
問
い
を
、
谷
氏
の
講

座
を
聞
い
て
思
い
付
い
た
り
し
ま
す
。

　

問
い
を
思
い
付
く
セ
ミ
ナ
ー
は
、
最
近
で
は
、

向
山
塾
が
多
い
で
す
ね
。

と
考
え
ま
す
。

「
ど
う
し
て
向
山
先
生
は
『
教
科
書
か
ら
す
っ

と
入
り
な
さ
い
』
っ
て
い
う
と
き
も
あ
れ
ば
、

助
走
問
題
か
ら
入
る
と
き
も
あ
る
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
風
に
、
次
々
と
自
分
な
り
の
問
い
を
考

え
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ど
う
し
て
向
山
先
生
の
あ
の
発

問
観
は
他
の
有
名
実
践
者
と
違
う
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
よ
う
に
、
他
の
実
践
と
比
較
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
問
い
が
生
ま
れ
る
と
、

調
べ
た
く
な
る
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
、

向
山
氏
の
発
問
に
関
す
る
も
の
を
ノ
ー
ト
に
全

部
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
調
べ
た
も
の
か
ら
、「
向
山
先
生
の
発

問
観
は
四
つ
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
発
問
な
ら
発
問
で
問
い
を

見
付
け
て
、
全
部
集
め
て
い
く
と
い
う
感
じ
で

す
。
自
分
で
、『
向
山
全
集
』
も
『
向
山
実
物

資
料
集
」
も
昔
の
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
も
全

林
先
生
の
知
的
生
産
術
。
林
先
生
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
紹
介
さ
れ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
を
活
用
し
た
情
報
整
理
術
」
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立

清
末
小
学
校

自
分
な
り
の
問
い
を
も
つ
こ
と

　

ま
ず
、
大
事
な
の
は
、
自
分
で
問
い
を

も
つ
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

「
ど
う
し
て
向
山
先
生
の
ク
ラ
ス
は
、
あ
ん
な

に
た
く
さ
ん
発
表
を
す
る
の
だ
ろ
う
」

と
か
、

「
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
向
山
先
生
の
学
級
は
、

男
女
が
仲
が
い
い
の
だ
ろ
う
」

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

社
会
科
地
図
帳
は
面
白
い

よ
う
に
三
か
年
使
用
す
る
教
科
書
は
例
外
で

あ
っ
た
。

　

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
小
学
校
三
年
の

学
習
（
例
え
ば
ス
ー
パ
ー
の
肉
や
果
物
の
産

出
国
な
ど
）
で
も
、
社
会
科
関
係
者
の
間
で

は
、
社
会
科
地
図
帳
が
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
三
学
年

で
地
図
帳
を
給
与
す
れ
ば
四
か
年
に
わ
た
っ

て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
成
長
期
の
学
童

の
四
年
間
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
か
と
い
う

懸
念
も
あ
り
、
見
送
ら
れ
て
き
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
（
実
は
不
幸
な
こ
と
に
）、

小
学
校
で
の
地
図
帳
の
活
用
は
芳
し
く
な
い
。

授
業
で
使
わ
な
い
か
ら
第
六
学
年
に
な
っ
て

も
、
新
品
同
様
の
学
級
も
あ
る
。

　

私
は
こ
の
四
〇
年
間
で
一
〇
〇
〇
回
ほ
ど

の
社
会
科
授
業
を
参
観
し
た
が
、
地
図
帳
を

活
用
し
た
授
業
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

い
。

で
三
七
㎜
。
大
和
青
垣
国
定
公
園
の
山
裾
に

あ
る
が
、
道
幅
二
ｍ
ほ
ど
の
小
道
の
た
め
地

図
帳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
の
三
七
㎜
の
距
離
が
、
古

代
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
て
く
れ
る
。
ち
な
み

に
、
同
地
図
帳
の
新
大
阪
駅
か
ら
大
阪
城
ま

で
が
二
八
㎜
で
あ
る
。

二
　
四
年
間
使
用
す
る
社
会
科
地
図
帳

　

現
行
学
習
指
導
要
領
に
な
っ
て
、
小
学
校

社
会
科
地
図
帳
が
第
三
学
年
か
ら
給
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

我
が
国
の
教
科
書
無
償
給
与
制
度
は
、
昭

和
三
八
年
度
に
小
学
校
第
一
学
年
か
ら
始
ま

り
、
学
年
進
行
を
経
て
、
昭
和
四
四
年
度
に

小
中
学
校
全
て
の
学
年
で
完
成
し
た
。

　

通
常
の
教
科
書
は
一
年
間
か
半
年
間
の
使

用
。
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
社
会
科
地
図
帳
の

一
　
雨
に
煙
る
山
辺
の
道

　

大
和
の
国
、
奈
良
盆
地
の
東
端
に
あ
る

山や
ま
の

辺べ

の
道
。
古
墳
時
代
初
期
、
四
世
紀
の

崇
神
天
皇
時
代
に
は
整
備
さ
れ
て
い
た
と
言

わ
れ
る
。

　

昨
年
五
月
、
雨
の
中
、
出
発
地
の
石い

そ
の

上か
み

神
宮
を
南
下
し
た
。
途
中
、
い
く
つ
か
の
古

墳
や
寺
社
を
見
学
し
つ
つ
、
大お

お

神み
わ

神
社
に

ゴ
ー
ル
し
た
。
二
一
㎞
、
三
九
〇
〇
〇
歩
の

行
程
だ
っ
た
。

　

大
神
神
社
の
あ
る
三
輪
山
は
、
山
そ
の
も

の
が
御
神
体
。
近
く
に
、
纒ま

き

向む
く

遺
跡
や
卑
弥

呼
の
墓
と
の
説
も
あ
る
箸は

し

墓は
か

古
墳
が
点
在
す

る
。「
大
和
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
感
じ
さ

せ
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　

小
学
校
社
会
科
地
図
帳
（
帝
国
書
院
版
）

の
京
阪
神
の
ペ
ー
ジ
で
、こ
の
道
は
、ス
タ
ー

ト
の
石
上
神
宮
か
ら
ゴ
ー
ル
の
大
神
神
社
ま

の

新
時
代

74

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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北
部
の
エ
リ
ア
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
る
。

○
日
本
の
昔
の
境
界
と
現
在
の
都
道
府
県
の

境
界
図
を
比
較
す
る
。
陸
中
の
国
北
部
の
八

戸
地
区
が
現
在
で
は
青
森
県
に
編
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
、
八
戸
市
民
は
青
森

県
人
で
あ
る
の
に
、
現
在
で
も
津
軽
な
ど
に

複
雑
な
感
情
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。

○
巻
末
の
統
計
、
各
県
の
森
林
面
積
割
合
を

比
較
し
、
千
葉
県
は
東
京
都
や
神
奈
川
県
よ

り
も
少
な
く
、
大
阪
府
に
次
い
で
下
か
ら
二

番
目
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

○
主
な
川
の
長
さ
で
、
か
つ
て
第
二
位
だ
っ

た
石
狩
川
が
現
在
は
第
三
位
に
な
っ
た
。
そ

の
理
由
を
、
北
海
道
地
方
南
部
の
地
図
で
、

石
狩
川
沿
い
に
九
か
所
も
三
日
月
湖
が
あ
る

こ
と
と
関
連
付
け
て
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ネ
タ
を
紹
介
し
、
学
生
に
地

図
帳
を
「
読
む
」
楽
し
さ
を
体
験
さ
せ
る
。

　

加
え
て
、
銚
子
か
ら
横
須
賀
、
甲
府
、
軽

井
沢
を
経
由
し
て
長
岡
ま
で
の
「
国
土
横
断

の
旅
」
を
地
図
と
ス
マ
ホ
で
作
成
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
実
践
で
、
紙
の
地
図
帳
へ
の
親
し

み
が
、
い
く
ら
か
湧
い
て
き
た
と
見
て
い
る
。

う
に
工
夫
す
る
。

　

子
役
を
つ
く
り
、
質
疑
応
答
す
る
場
面
を

設
け
る
。
聴
衆
は
、
発
表
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
ま
と
め
、
評
定
を
す
る
。

　

ざ
っ
と
、
こ
の
よ
う
な
授
業
で
あ
る
。

　

さ
す
が
に
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
県
の
位

置
や
県
庁
所
在
地
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
竹
島
や
尖
閣
諸
島
の
位
置
を
正
し

く
書
け
る
学
生
は
、
わ
ず
か
し
か
い
な
い
。

ま
た
、
地
元
の
良
さ
に
つ
い
て
も
知
ら
な
い
。

多
く
の
学
生
が
「
自
分
の
住
む
街
は
、
何
も

な
い
」
と
言
う
。
し
か
し
、
地
図
帳
で
確
か

め
な
が
ら
、
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
郷

土
の
良
さ
に
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
社
会
科
地
図
帳
の
面
白
ネ
タ

　

授
業
の
前
半
で
、
地
図
帳
を
よ
く
「
読
ん

で
」
面
白
ネ
タ
に
気
付
か
せ
る
。

○
関
東
地
方
南
部
の
地
図
で
、
火
力
、
水
力
、

風
力
、
太
陽
光
の
発
電
所
を
見
付
け
る
。
千

葉
市
、
市
原
市
、
成
田
市
、
君
津
市
の
地
図

記
号
で
人
口
規
模
を
確
か
め
る
。　

○
世
界
地
図
で
色
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
樺

太
の
南
半
分
、
西
サ
ハ
ラ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の

　

一
言
で
言
え
ば
、
現
場
の
教
師
は
社
会
科

地
図
帳
を
活
用
し
な
い
。
厳
し
く
言
え
ば
、

活
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

三
　
大
学
で
の
地
図
帳
活
用
の
授
業

　

東
京
都
の
社
会
科
担
当
指
導
主
事
時
代
も
、

社
会
科
研
究
会
の
役
員
時
代
も
、
社
会
科
地

図
帳
活
用
の
大
切
さ
を
訴
え
て
き
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
社
会
科
地
図
帳
の
活
用

は
、
一
向
に
改
善
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

の
現
状
は
今
も
変
わ
り
な
い
。

　

そ
こ
で
「
隗
よ
り
始
め
よ
」
で
、
ま
ず
は

大
学
の
二
年
生
対
象
の
「
初
等
社
会
」
の
授

業
で
、
地
図
帳
の
活
用
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

　

指
定
教
科
書
と
し
て
「
小
学
生
の
地
図

帳
」（
帝
国
書
院
版
）
を
学
生
に
購
入
さ
せ
る
。

こ
の
地
図
帳
を
活
用
し
て
一
五
コ
マ
の
授
業

を
展
開
す
る
。

　

学
生
に
は
、各
班
（
三
か
ら
四
名
）
で
、「
日

本
の
自
然
」
と
か
「
日
本
の
農
業
」
の
よ
う

に
一
つ
の
内
容
を
選
択
さ
せ
る
。
班
で
協
議

し
て
、
発
表
原
稿
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成

し
て
発
表
す
る
。
そ
の
際
に
、
小
学
生
が
興

味
を
引
く
よ
う
な
「
ネ
タ
」
を
開
発
す
る
よ
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現
在
も
、
様
々
な
教
育
の
現
状
見
直
し
の

施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
人
全
体

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
か
ら
、
教

員
の
働
き
方
改
革
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

特
に
、
近
年
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
職
場
と
い
う
印

象
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
教
員
志
願
者
の

減
少
も
あ
り
、
対
応
は
急
務
で
あ
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
部
活
の
地
域
社
会
へ

の
移
行
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
現
職

時
代
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設

置
を
進
め
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
部
活

の
在
り
方
は
、
根
が
深
く
、
様
々
な
観
点
か

ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も
部
活
は
、
教
科
の
よ
う
に
学
習

指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
一
律
に
行
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
子
供
た
ち
の
実
情
に
応
じ
て

学
校
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
在
り
方
は
、
本
来
自
由
な
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
大
学
の
学
生
に
こ
れ
ま
で
の
人
生

で
自
分
が
一
番
輝
い
て
い
た
時
を
レ
ポ
ー
ト

さ
せ
る
と
、
圧
倒
的
に
部
活
で
の
思
い
出
が

多
い
。
部
活
は
、
子
供
た
ち
の
人
間
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
学

二
　
教
員
の
働
き
方
改
革

料
要
求
が
あ
り
、
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
課

内
で
勉
強
会
を
開
い
た
。
ま
た
、
中
曽
根
総

理
が
関
西
方
面
に
出
か
け
、
京
都
学
派
の
先

生
方
と
懇
談
す
る
場
の
設
定
な
ど
に
も
携

わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
文
部
科
学
省
時
代
の

最
も
忙
し
い
時
期
の
一
つ
だ
っ
た
。

　

そ
れ
以
降
、
私
の
文
科
省
時
代
は
、
常
に
、

教
育
改
革
、
教
育
改
革
と
叫
ば
れ
、
そ
れ
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

国
の
将
来
に
教
育
が
一
番
大
事
だ
と
の
信
念

の
も
と
、
様
々
な
教
育
改
革
の
政
策
に
関

わ
っ
た
。
た
だ
、
教
育
は
、
他
の
行
政
分
野

と
異
な
り
、
目
先
の
方
針
で
政
策
を
こ
ろ
こ

ろ
変
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
が
文
部
省
（
当
時
）
に
入
省
し
た
の
は

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
年
）。
戦
後
の
経

済
成
長
に
陰
り
が
見
え
始
め
、
そ
の
負
の
部

分
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃

で
あ
っ
た
。
土ど

光こ
う

臨り
ん

調ち
ょ
う

と
い
う
行
政
改
革

が
始
ま
り
、
役
所
の
仕
事
の
仕
方
の
見
直
し

も
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
中
曽
根
総

理
大
臣
の
戦
後
政
治
の
総
決
算
と
い
う
提
唱

の
下
、
官
邸
に
臨
時
教
育
審
議
会
が
設
置
さ

れ
、
教
育
改
革
の
取
組
が
始
め
ら
れ
た
。
当

時
、
私
は
大
臣
官
房
総
務
課
に
お
り
、
官
邸

な
ど
と
の
連
絡
窓
口
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

臨
教
審
発
足
の
前
に
は
官
邸
か
ら
膨
大
な
資

一
　
教
育
改
革

教
育
は
人
な
り

教
員
の
働
き
方
改
革
。
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う
な
政
治
家
が
ま
た
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

子
供
た
ち
が
学
校
に
楽
し
く
通
い
、
魅
力

を
感
じ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
教
員
が
、
働

き
甲
斐
を
感
じ
て
生
き
生
き
と
子
供
た
ち
と

接
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
員
の
任
務
を
減
ら
す

よ
り
、
学
校
現
場
の
教
員
の
数
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
だ
。
待
遇
改
善
も
必
要
だ
ろ
う
。

ま
た
、
教
員
か
ら
事
務
仕
事
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
教
員
以
外
の
学
校
ス
タ
ッ
フ
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
。
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇

（
長
期
休
暇
）
で
、
教
員
に
大
学
院
な
ど
で

学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

学
校
に
多
様
で
優
秀
な
教
員
が
集
ま
る
よ

う
に
し
、
そ
の
教
員
た
ち
に
思
い
切
っ
て
教

育
を
委
ね
る
。
そ
れ
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
教
育
改
革
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
魅
力
的
な
学
校
と
い
う
職
場

た
ち
に
伝
え
る
の
は
、
学
校
現
場
の
教
員
で

あ
る
。
教
育
は
人
な
り
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。
教
員
に
優
秀
な
人
材
が
集
ま
る
よ

う
に
す
る
の
が
、
文
科
省
の
一
番
の
仕
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
員
の
負
担
軽
減
よ
り

も
、
教
員
に
と
っ
て
学
校
が
魅
力
的
な
職
場

で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

田
中
角
栄
さ
ん
は
、
日
本
列
島
改
造
論
な

ど
、
土
建
的
な
政
策
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
が
、
総
理
就
任
に
当
た
っ
て
す
ぐ
取
り
組

ん
だ
の
は
、
教
員
の
待
遇
改
善
で
あ
っ
た
。

自
身
が
高
学
歴
で
は
な
か
っ
た
ゆ
え
に
、
日

本
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
よ
り
良
い
教

育
を
与
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

彼
の
政
策
は
、
シ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
。
学

校
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
優
秀
な

教
員
を
集
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
待
遇
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
。
い
わ
ゆ
る
人
確
法
を

定
め
、
教
員
の
給
与
の
大
幅
増
を
断
行
し
た
。

ま
た
、
教
員
の
海
外
派
遣
研
修
も
大
幅
に
予

算
が
増
額
さ
れ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
私
は

団
長
と
し
て
世
界
一
周
の
教
育
視
察
を
現
職
の

先
生
方
と
二
度
経
験
し
た
。
角
栄
さ
ん
の
よ

四
　
角
栄
さ
ん
の
教
育
改
革

校
生
活
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

学
校
か
ら
部
活
の
機
能
が
な
く
な
れ
ば
ど

う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
家
庭
環
境
の
厳
し
い

子
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
活
動
の
経
験
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

か
。
何
よ
り
、
学
校
は
勉
強
の
競
争
を
す
る

場
と
い
う
意
識
が
強
く
な
り
、
多
く
の
子
供

た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
は
楽
し
く
な
い
場
所

と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
教
育
は
学
校
だ
け
で
完
結
す

る
必
要
は
な
い
。
地
域
社
会
の
教
育
機
能
を

も
っ
と
高
め
る
こ
と
も
必
要
だ
。
重
要
な
の

は
、
多
様
な
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
い
ろ
ん

な
学
習
活
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
教
育
環

境
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
学
校

が
あ
る
。
学
校
か
ら
部
活
の
機
能
を
完
全
に

な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

文
科
省
は
、
い
ろ
ん
な
社
会
の
要
望
に
応

え
て
、
理
想
的
な
学
校
像
を
作
り
、
そ
れ
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
た
だ
、
ど
ん
な
に

よ
い
学
習
指
導
要
領
を
作
っ
て
も
、
ど
ん
な

に
よ
い
教
材
を
用
意
し
て
も
、
そ
れ
を
子
供

三
　
教
育
は
人
な
り

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

授
業
力
向
上
を
約
束
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
勘
違
い
を
具
体
的
に
修
正
す
る
巨
大
な
シ
ス
テ
ム

奥お
く

田だ

嚴よ
し

文ふ
み

山
口
県
周
防
大
島
町
立
久
賀
小
学
校

　

囲
碁
・
将
棋
に
は
技
量
を
測
る
段
級
位

が
あ
る
。
水
泳
に
も
あ
る
、
ソ
ロ
バ
ン
に

も
あ
る
。
ス
キ
ー
の
指
導
員
に
も
あ
る
。

多
く
の
プ
ロ
の
仕
事
で
は
、
そ
の
段
級
位

を
認
定
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
し
か
し
、

教
師
の
技
量
を
測
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
。

だ
か
ら
「
自
称
名
人
」
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。

こ
れ
は
困
っ
た
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
私
は
か
つ
て
「
黒
帯
六
条
件
」

を
書
き
世
に
出
し
た
。
教
師
の
初
段
程
度

の
力
と
は
、
研
究
授
業
を
百
回
や
り
、
そ

の
他
五
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
人
で
あ
る
と

い
う
目
安
を
示
し
た
。
そ
し
て
「
授
業
の

名
人
」
と
は
研
究
授
業
、
公
開
授
業
な
ど

を
千
回
以
上
や
っ
た
人
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
示
し
た
。
こ
の
黒
帯
六
条
件
で
、
努

力
の
方
向
が
分
か
り
、
多
く
の
若
い
教
師

が
挑
戦
し
、
法
則
化
の
教
師
の
技
量
は
み

る
み
る
う
ち
に
向
上
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
十
数
年
が
た
っ
た
。
向
上
し

た
教
師
も
多
い
が
、
向
上
が
遅
い
人
も
い

る
。
よ
く
考
え
る
と
「
黒
帯
六
条
件
」
で

初
段
と
い
う
の
は
、
か
な
り
甘
い
基
準

だ
っ
た
。
教
師
の
技
量
に
も
っ
と
ふ
み
込

ん
だ
検
定
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
ラ
イ
セ

ン
ス
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
三
年
か
け
て
試

行
し
て
き
た
。
黒
帯
六
条
件
よ
り
は
る
か

に
す
ぐ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
自
分

の
授
業
の
技
量
を
上
げ
た
い
人
の
た
め
に

そ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

級
位
は
、
二
十
級
か
ら
一
級
ま
で
に
分

か
れ
る
。
一
級
が
最
上
位
で
あ
る
。

　

イ
メ
ー
ジ
で
言
う
と
、
す
ぐ
れ
た
能
力

を
持
っ
た
新
卒
教
師
が
、
三
年
間
Ｔ
Ｏ
Ｓ

　

二
枚
落
ち
（
将
棋
で
相
手
に
飛
車
と
角
を
抜

い
て
も
ら
う
）
以
上
の
ハ
ン
デ
が
あ
れ
ば
、
名

人
に
も
負
け
な
い
。
公
式
戦
で
中
四
国
学
生
名

人
を
倒
し
、
山
口
大
学
の
チ
ー
ム
の
主
将
と
し

て
西
日
本
大
会
に
出
場
し
て
い
た
頃
の
私
の
勘

違
い
。
こ
れ
が
勘
違
い
だ
と
気
付
い
た
の
は
息

子
の
将
棋
大
会
引
率
の
時
で
あ
る
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
引
率
の
保
護
者
用
に
奨
励
会

（
将
棋
の
プ
ロ
の
卵
）
の
方
が
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
指
導
将
棋
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
私

の
実
績
を
知
っ
た
三
段
の
方
（
四
段
か
ら
プ

ロ
）
が
「
六
枚
落
ち
（
飛
・
角
・
両
桂
・
両
香

を
抜
い
て
も
ら
う
ハ
ン
デ
）
く
ら
い
で
す
か

ね
」
と
言
わ
れ
た
。（
は
ぁ
？
）
と
思
っ
た
。（
ボ

コ
ボ
コ
に
し
て
や
る
！
）
と
意
気
込
ん
だ
が
、

結
果
は
、
完
敗
で
あ
っ
た
。
名
人
ま
で
の
距
離

感
を
完
全
に
間
違
え
て
い
た
。
私
の
場
合
、
痛

い
目
を
見
て
将
棋
の
実
力
の
現
状
把
握
が
で
き

た
。

　

授
業
技
量
も
同
様
で
あ
る
。

　

新
採
の
頃
は
、
書
籍
を
読
み
、
教
室
の
成
功

体
験
を
得
て
、
向
山
洋
一
氏
の
よ
う
に
な
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
大
き
な
勘
違
い
（
き
っ

と
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
）
を
し
て
い
た
。

大
き
な
勘
違
い
に
気
が
付
け
た
の
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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授
業
技
量
検
定
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

Ｄ
表
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
六
段
の
現
在
ま

で
六
回
の
留
置
き
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
都

度
、
言
葉
に
で
き
な
い
敗
北
感
に
視
界
が
ゆ
が

む
。
こ
の
体
験
を
経
て
、（
自
分
は
ま
あ
ま
あ

で
き
て
い
る
か
も
）と
い
う
勘
違
い
が
正
さ
れ
た
。

　

自
分
を
奮
い
立
た
せ
挑
戦
し
続
け
た
結
果
、

現
在
は
日
本
一
授
業
技
量
の
高
い
教
頭
の
一
人

と
い
う
地
位
を
ひ
っ
そ
り
と
得
て
い
る
。
そ
れ

で
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
に
挑
戦
し
て

い
れ
ば
、
自
分
よ
り
す
ば
ら
し
い
先
生
方
が
た

く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
間
近
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
前
進
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
向
山
洋
一
氏
は
遠
の
い
て
い
く
。
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
勘
違
い
を
矯
正
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

昨
年
十
二
月
の
検
定
で
は
、
六
段
留
置
き
で

あ
っ
た
。
悔
し
さ
は
、
次
の
挑
戦
に
私
を
か
き

立
て
た
。
二
年
後
に
は
、
日
本
一
授
業
技
量
の

高
い
校
長
に
な
ろ
う
と
野
望
を
抱
い
て
い
る
。

「
我
こ
そ
は
！
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
勘
違

い
に
気
付
か
せ
、
そ
の
人
の
も
っ
て
い
る
力
を

引
っ
張
り
出
し
て
も
ら
っ
た
経
験
は
、
多
く
の

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
が
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
は
私
の
教
師
人
生

を
強
く
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

Ｓ
サ
ー
ク
ル
で
修
業
し
た
レ
ベ
ル
が
二
十

級
で
あ
る
。
当
然
、
二
十
級
以
下
も
多
い
。

「
黒
帯
六
条
件
」
す
べ
て
を
ク
リ
ア
し
た

状
態
が
十
六
級
程
度
で
あ
る
。
又
は
「
研

究
授
業
五
十
回
、
模
擬
授
業
五
十
回
、
雑

誌
論
文
十
本
」
ぐ
ら
い
と
考
え
て
も
も
い
。

　

附
属
小
学
校
教
官
で
超
人
気
の
教
師
が

十
五
級
ぐ
ら
い
と
思
え
る
。

　

五
百
人
、
千
人
の
教
師
の
前
で
、
ま
あ

ま
あ
の
模
擬
授
業
が
で
き
る
の
が
、
五
級

程
度
。
ま
あ
ま
あ
と
は
、
決
め
ら
れ
た
時

間
内
で
授
業
が
ピ
タ
リ
と
終
わ
り
（
例
え

ば
五
分
で
も
、
七
分
で
も
…
）、
み
ん
な

を
ひ
き
つ
け
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
授

業
で
あ
る
。

　

単
行
本
を
何
冊
も
出
せ
る
ぐ
ら
い
が
三

級
。

　

初
段
は
「
シ
リ
ー
ズ
十
冊
」
の
企
画
を

考
え
ら
れ
、
編
集
等
が
で
き
る
力
量
。

　

三
段
は
、
現
在
の
日
本
の
教
育
に
必
要

な
授
業
を
、
十
分
間
で
示
せ
る
力
量
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
授
業
は
日
本
で
初
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
テ
ー
マ
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
奥
行
も
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
十
分
間
の
授
業
」
が
、

五
百
人
、
千
人
の
参
観
者
を
感
動
さ
せ
た

り
、
感
心
さ
せ
た
り
す
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。「
そ
の
十
分
間
の
授
業
」
は
、

一
冊
の
本
に
な
る
豊
か
さ
が
必
要
で
あ
る
。

　

更
に
、
授
業
の
テ
ー
マ
は
十
冊
の
新
し

い
シ
リ
ー
ズ
に
な
る
骨
太
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
内
容
を
、
実
に
見
事
に
示
し

た
の
が
五
段
で
あ
る
。

（『
向
山
洋
一
教
育
要
諦
集
11
』
東
京
教

育
技
術
研
究
所
、
一
〇
八
〜
一
一
二
ペ
ー

ジ
）
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向
山
先
生
と
三
〇
年

　

少
し
昔
話
を
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

向
山
先
生
と
出
会
い
、
同
学
年

を
五
回
も
組
み
、
向
山
実
践
を
毎

日
こ
の
目
で
見
て
い
た
。

　

当
時
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
編
集
長
の

新
牧
賢
三
郎
先
生
か
ら
の
依
頼
で
、

「
隣
の
席
の
女
・
発
」
と
し
て
連

載
を
し
て
い
た
。
毎
月
連
載
し
て

い
て
、
話
題
に
欠
く
こ
と
は
な

か
っ
た
。
毎
回
四
～
五
つ
の
出
来

事
の
メ
モ
の
中
か
ら
向
山
実
践
を

報
告
し
て
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
〇
年
（
き
み
ま
ろ

の
調
子
で
）。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の

連
載
は
、
書
か
な
い
時
期
は
少
し

あ
っ
た
が
、
今
も
こ
う
し
て
毎
月

連
載
を
担
当
し
て
い
る
。

　

今
も
月
に
二
五
日
く
ら
い
、
ほ

ぼ
毎
日
向
山
先
生
に
お
会
い
し
て

い
る
。

　

旗
の
台
の
教
育
技
術
研
究
所
の

隣
に
あ
る
騒
人
社
に
出
勤
し
、
書

店
か
ら
の
注
文
を
処
理
し
、
諸
々

あ
る
雑
用
を
済
ま
す
と
、
向
山
先

生
か
ら
連
絡
が
入
り
、
お
昼
を
ご

一
緒
す
る
。
穏
や
か
で
贅
沢
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

昼
食
時
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

-

Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
先
生
方
か
ら
の
報
告
を
向
山
先

生
と
一
緒
に
読
み
、
発
信
の
手
伝

い
を
す
る
。

　

向
山
先
生
は
決
ま
っ
て
、

「
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
な
あ
」

と
感
想
を
お
っ
し
ゃ
る
。

「
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
、
や
る
こ

と
が
あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
だ
ね
」

と
言
わ
れ
る
。
私
は
、

「
こ
ん
な
風
に
、
向
山
先
生
に
見

守
ら
れ
先
生
方
も
幸
せ
で
す
よ
」

と
返
事
を
す
る
。

　

向
山
先
生
と
毎
日
お
会
い
し
て

い
る
が
、
い
つ
も
優
し
く
穏
や
か

だ
。

「
向
山
塾
」
で
「
向
山
洋
一
に
な

れ
る
か
問
題
」
を
参
加
者
に
考
え

て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。

　

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
も
三
〇
年
前
は

キ
レ
キ
レ
の
向
山
実
践
の
報
告

だ
っ
た
が
、
今
は
、
そ
の
頃
と
は

少
し
違
う
向
山
先
生
の
魅
力
を
発

信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
師
尾
の
お
ば
ば
度
落
ち
る

　

向
山
先
生
と
一
緒
に
い
る
と
、

心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
場
面
が
よ
く

あ
る
。

　

ホ
テ
ル
の
寿
司
屋
で
昼
食
を
取

る
こ
と
が
多
い
。
顔
見
知
り
の
男

性
ス
タ
ッ
フ
が
今
年
の
手
帳
を

持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
私
は
軽
く

お
礼
を
言
い
、
す
ぐ
バ
ッ
グ
に
入

れ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
向
山
先
生
は
、
も

ら
っ
た
手
帳
を
開
き
、

「
使
い
や
す
そ
う
で
す
ね
」

と
言
葉
を
返
す
。
そ
し
て
、

「
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
ね
」

と
丁
寧
に
対
応
す
る
。

　

人
に
対
し
て
の
心
配
り
に
ひ
れ

伏
し
て
し
ま
う
。

　　

先
日
は
、
荏
原
町
の
皮
膚
科
の

病
院
の
お
供
を
し
た
。
半
年
前
に

薬
を
も
ら
っ
て
以
来
の
ご
無
沙
汰

だ
っ
た
。

　

女
医
さ
ん
が
、

「
半
年
前
で
す
ね
。
薬
は
塗
っ
て

い
た
の
で
す
か
」

　

少
し
嫌
み
な
感
じ
が
す
る
。

「
自
分
で
塗
れ
な
い
ん
で
す
か
」

「
体
が
不
自
由
で
な
い
な
ら
塗
れ

ま
す
よ
ね
」

　

私
は
内
心
（
説
教
は
い
い
か
ら
、

お
薬
ち
ょ
う
だ
い
）
な
ん
て
お
ば

ば
度
全
開
。
そ
の
横
か
ら
、
向
山

先
生
は
、
と
て
も
丁
寧
に
対
応
す

る
。

「
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で

す
」

　

こ
う
し
た
場
面
に
出
会
う
た
び

に
、
師
尾
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
反
省
す

る
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

トークライン連載30年
向山先生と一緒にいると、性格のいいおばばにな
れる。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

「
T
O
S
S
体
験
ツ
ア
ー
」
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

　

教
師
を
目
指
す
学
生
や

T
O
S
S
を
知
ら
な
い
先
生
向
け

に
開
か
れ
た
ツ
ア
ー
だ
。

　

明
日
の
授
業
に
生
か
せ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
の
使
い
方
や
授
業
に
役
立

つ
講
座
を
谷
和
樹
先
生
、
長
谷
川

博
之
先
生
、
小
嶋
悠
紀
先
生
が
講

師
を
務
め
て
行
う
無
料
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
。

　

全
国
一
万
人
の
先
生
方
と
共
に

研
究
し
て
き
た
、
T
O
S
S
の
確

か
な
教
育
実
践
と
出
会
え
る
場
と

し
て
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
か
ら
満

足
の
声
が
届
い
た
。

　

谷
先
生
の
講
座
は
「
教
師
と
し

て
の
力
を
高
め
る
に
は
」
が
テ
ー

マ
だ
っ
た
。
冒
頭
、
教
師
と
し
て

身
に
付
け
て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、

①　

礼
儀
正
し
さ

②　

素
直
さ

③　

身
軽
さ　

が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

会
社
人
と
し
て
も
身
に
付
け
た

い
大
切
な
こ
と
だ
。
特
に
人
生
分

か
っ
た
ふ
り
を
し
て
い
る
と
素
直

な
心
を
忘
れ
、
経
験
を
積
ん
で
い

る
と
環
境
の
変
化
を
嫌
い
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
重
く
な
る
。

　

は
る
か
昔
の
、
社
会
に
出
た
頃

の
意
気
込
み
や
謙
虚
さ
を
持
ち
続

け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
大
切
な
こ
と
を
改
め

て
谷
先
生
の
言
葉
で
振
り
返
っ
た
。

【
谷
先
生
と
マ
ッ
チ
】

　

同
い
年
だ
そ
う
だ
。
マ
ッ
チ
こ

と
近
藤
真
彦
氏
の
ラ
ジ
オ
番
組
に

谷
先
生
が
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
た
。

『
９
歳
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い
Ａ

Ｉ
を
味
方
に
つ
け
る
方
法
』（
マ

イ
ク
ロ
マ
ガ
ジ
ン
社
）
を
も
と
に
、

「
Ａ
Ｉ
と
は
？
」「
C
h
a
t
G
P
T

で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
マ
ッ
チ
と
谷
先

生
が
語
り
合
い
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

物
語
や
絵
を
描
い
た
り
し
た
。

　

T
O
S
S
と
つ
な
が
り
の
あ
る

方
に
谷
先
生
の
ラ
ジ
オ
出
演
を
ご

案
内
す
る
と
、「
マ
ッ
チ
と
～
」

と
マ
ッ
チ
に
強
く
反
応
さ
れ
る
方

が
続
出
。

　

谷
先
生
や
マ
ッ
チ
と
同
年
代
の

方
か
ら
は
、
青
春
時
代
（
？
）
を

思
い
出
さ
れ
る
の
か
、
マ
ッ
チ
が

隣
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
と
芸

能
人
あ
る
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。（
笑
）

　

マ
ッ
チ
が
「
お
話
し
上
手
で
す

ね
～
」
と
谷
先
生
を
褒
め
て
い
た

の
が
面
白
か
っ
た
。
異
議
な
し
。

【
新
年
度
が
ん
ば
ろ
う
会
】

　

旗
の
台
の
研
究
所
に
は
三
つ
の

法
人
が
あ
る
。
向
山
洋
一
教
育
技

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

谷先生の言葉で再認識
する
素直な心をもち、礼儀正しく振る 
舞い、フットワーク軽く行動する。

術
研
究
所
・
教
育
技
術
研
究
所
・

特
定
非
営
利
活
動
法
人
T
O
S
S
。

　

知
財
管
理
・
教
材
制
作
販
売
・

T
O
S
S
の
活
動
支
援
と
そ
れ
ぞ

れ
に
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

新
学
期
に
向
け
て
、
三
社
合
同

で「
が
ん
ば
ろ
う
会
」が
開
か
れ
た
。

【
新
年
度
の
向
山
先
生
】

「野武士の砦」を見ながら当時
のエピソードを語る向山先生。

散歩の途中、研究所で一休み。すかさず写真を撮る。
師尾先生が「営業用でしょ (笑)」と言う。なんと言
われようがチャンスは逃さない。
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井
い

戸
ど

　砂
さ

織
おり

愛知県豊田市立中山小学校

　

二
〇
一
六
年
十
月
二
一
日
、
豊

田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
一
時
間
の

会
」。
こ
の
中
で
、
伴
一
孝
氏
は
、

「
生
き
て
い
く
上
で
何
が
大
切
か
」

を
テ
ー
マ
に
一
四
の
話
を
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
一
つ
。

バ
ッ
グ
に
何
を
入
れ
る
か
。

絶
対
に
大
事
な
も
の
を
入
れ
る
。

　

伴
氏
が
バ
ッ
グ
か
ら
取
り
出
し

て
、
参
加
者
に
見
せ
た
も
の
は
、

四
つ
。

①
息
清
涼
カ
プ
セ
ル　

②
お
守
り

③
塩　

④
熊
の
胆

「
お
守
り
は
、
ど
こ
で
も
良
い
で

す
。
け
れ
ど
も
、
お
守
り
を
持
っ

て
い
る
と
持
っ
て
い
な
い
で
全
然

違
う
。
こ
れ
は
、
持
っ
て
い
た
方

が
い
い
」
と
伴
氏
。

　

こ
の
日
以
来
、「
自
分
が
持
っ

て
い
て
元
気
が
出
る
も
の
を
入
れ

る
」
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　

私
が
選
ぶ
通
勤
の
鞄
の
条
件
は
、

二
つ
。

１　

Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の

２　

自
立
す
る
も
の

　

通
勤
鞄
に
入
れ
て
い
る
も
の
。

①
珈
琲
専
用
ボ
ト
ル

②
筆
箱
（
愛
用
シ
ャ
ー
ペ
ン
）

③
ノ
ー
ト
や
手
帳

④
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
、
リ
ッ
プ

⑤
ハ
ン
カ
チ　

⑥
北
見
薄
荷

⑦
つ
げ
の
櫛　

⑧
お
守
り

⑨�

本
、
そ
の
月
の
ト
ー
ク
ラ
イ

ン

⑩
指
導
案
や
資
料

　

以
下
、
幾
つ
か
を
紹
介
す
る
。

　

こ
れ
は
、
珈
琲
を
美
味
し
く
持

ち
運
ぶ
た
め
に
作
ら
れ
た
珈
琲
専

用
ボ
ト
ル
。
珈
琲
は
、
自
分
で
焙

煎
し
た
も
の
を
朝
、
ミ
ル
で
挽
い

て
、
淹
れ
て
い
る
。
焙
煎
の
仕
方

は
、
島
根
の
吉
川
廣
二
氏
か
ら
学

ん
だ
。

　

良
い
香
り
は
自
分
を
整
え
て
く

れ
る
。
北
見
薄
荷
（
は
っ
か
）
は

塩
谷
亜
由
美
氏
、
缶
に
入
っ
た
固

形
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
は
教
育
技

術
研
究
所
の
加
納
由
美
子
氏
か
ら

教
わ
り
、
愛
用
し
て
い
る
。
北
見

薄
荷
は
、
頭
を
す
っ
き
り
さ
せ
た

い
と
き
に
、
首
に
数
滴
付
け
る
。

リ
ッ
プ
も
含
め
、
使
う
も
の
の

「
質
」
は
大
切
に
し
た
い
。
で
き

る
だ
け
、
化
学

物
質
を
使
っ
て

い
な
い
も
の
を

選
ぶ
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

つ
げ
の
櫛
に

は
、
時
々
、
椿
油
を
染
み
込
ま
せ

る
。
つ
げ
櫛
で
髪
を
梳
く
と
、
艶

が
出
る
（
気
が
す
る
）。

　

今
、
常
に
持
っ
て
い
る
お
守
り

は
、「
江
島
神
社
」
と
「
霧
島
神
社
」

の
も
の
。
県
外
の
仲
間
が
送
っ
て

く
れ
た
も
の
。
運
気
が
上
が
る
も

の
は
見
る
だ
け
で
元
気
が
出
る
。

　

ハ
ン
カ
チ
は
、「
フ
ェ
イ
ラ
ー
」

の
も
の
。
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
か
ら
頂
い
て
以
来
、
愛
用
し
て

い
る
。

　

昨
年
度
と
今
年
度
で
研
究
授
業

「
百
回
」
を
目
指
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
た

「
指
導
案
」
が
鞄
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
朝
、
六
時
台
に
書

く
。

　

教
師
は
、
や
は
り
授
業
！

女性教師の fabulous school life

バッグに何を入れるか。
元気が出るものをもつ

「生きていく上で何が大切か」その一つが、 
「バッグの中身」。伴氏に学んでから、 

持ち物にこだわるようになり、通勤もより楽しくなった。

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.
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「
子
ど
も
成
功
体
験
教
室
」（
子
ど

も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
）
の
開
催
ま
で
を

紹
介
す
る
。
東
京
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー

ク
ル
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
お
江
戸
87
の
会
」

と
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
大
田
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
合
同
で
、
長
年
開
催
し
て
き
た
。

地
域
の
小
学
生
に
「
楽
し
ん
で
成
功

体
験
を
し
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
活

動
だ
。
中
央
区
で
一
四
年
。
コ
ロ
ナ

禍
明
け
に
大
田
区
、
そ
し
て
昨
年
は

港
区
の
、
い
ず
れ
も
小
学
校
を
お
借

り
し
て
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
、
教

育
に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
と
し
て
い

る
。

　

今
回
は
、
私
の
勤
務
校
を
会
場
に
、

十
一
月
の
日
曜
日
、
午
前
中
に
行
っ

た
。
参
加
者
は
、
約
六
十
名
。
手
順

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑧　

受
付
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
。

⑨　

行
事
保
険
へ
の
加
入
。

⑩　

当
日
の
運
営
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー

は
、「
跳
び
箱
」「
な
わ
跳
び
」（
選
択
）、

実
験
・
図
工
（
選
択
）
等
を
目
玉
に

し
て
い
る
の
で
、
小
学
校
が
会
場
で

あ
る
こ
と
が
前
提
だ
。
教
具
が
そ

ろ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
消
耗
品
は

自
前
で
あ
る
。
施
設
を
無
料
で
お
借

り
で
き
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。
参

加
は
、
保
護
者
引
率
を
原
則
と
し
て

い
る
。
た
い
へ
ん
好
評
だ
。
事
後
に
、

後
援
と
公
的
資
金
機
関
に
報
告
書
類

を
送
っ
て
終
了
と
な
る
。

①　

ス
タ
ッ
フ
と
な
る
サ
ー
ク
ル
員

と
、
開
催
日
候
補
を
決
め
る
。

②　

会
場
の
借
用
許
可
を
得
る
（
実

績
を
説
明
し
て
、
校
長
に
許
可
を

得
る
）。

③　

当
日
の
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
担

当
者
の
決
定
。

④　

公
的
助
成
（
子
ど
も
ゆ
め
基

金
）
に
応
募
す
る
。　

　

こ
れ
ら
が
、
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、

⑤　

開
催
区
教
委
の
後
援
名
義
を
申

請
す
る
（
新
規
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

す
ぐ
に
許
可
さ
れ
た
）。

⑥　

チ
ラ
シ
原
稿
を
作
成
し
、
外
注

で
印
刷
（
五
〇
〇
〇
枚
）。

⑦　

会
場
及
び
近
隣
小
学
校
七
校
に

チ
ラ
シ
を
配
布
（
直
接
持
参
と
、

交
換
便
）。

子
供
の
笑
顔
に
会
え
る
「
子
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

デ
ー
」
は
、
保
護
者
に
も
大
好
評
の
地
域
貢

献
活
動
で
あ
る

学
校
を
会
場
と
し
、
後
援
を
と
っ
て
公
的
資
金
で
運
営
す
る
「
子
ど
も
成
功
体

験
教
室
」
の
開
催
手
順
を
紹
介
す
る
。
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
で
き
る
は
ず
だ
。

桜さ
く
ら

木ぎ

泰た
い

自じ

東
京
都
港
区
立
芝
浦
小
学
校

社会貢献活動への取り組み

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　６月号　■CONTENTS■
【連載】

１．TOSS社会貢献活動報告〈SDGs教育〉・・・師尾勇生
２．社会貢献活動Q&A・・・回答：小松和重　質問：松島博昭
３．子ども観光大使活動報告・・・岩崎秀幸
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）

【特別コンテンツ】
●「ささエるツアー」レポート！
特別支援教育総合WEBマガジン「ささエる」の全国縦断セ
ミナーの様子をご紹介します。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

紙と鉛筆があればどこでも誰でも楽しめるインタビューゲーム
教師の対応力と組立てで、より盛り上がろう。

茨城県つくば市立松代小学校 折
おり

本
もと

 ちはる

必
要
な
も
の
は
紙
と
鉛
筆
。
爆
笑
必

至
の
レ
ク
を
一
つ
紹
介
す
る
。

１　

質
問
の
答
え
を
紙
に
書
く

教
師
か
ら
次
の
八
つ
の
質
問
を
行
う
。

答
え
る
側
は
、
言
わ
れ
た
と
お
り
答
え

を
書
い
て
い
く
。

①　
「
は
い
」
と
書
く

②　

１
〜
６
ま
で
の
数
字
を
一
つ

③　

７
〜
15
ま
で
の
数
字
一
つ

④　

嫌
い
な
場
所

⑤　

16
〜
50
ま
で
の
数
字
一
つ

⑥　

顔
の
ど
こ
か
の
部
分

⑦　

好
き
な
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
や
芸

能
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
歴
史

上
の
人
物
な
ど
の
名
前

⑧　

好
き
な
言
葉
や
セ
リ
フ

書
か
さ
れ
る
方
は
、
全
く
先
が
見
え

な
い
。
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
状

態
で
あ
る
。

２　

質
問
に
答
え
て
も
ら
う

回
答
用
紙
を
も
と
に
回
答
し
て
く
れ

る
人
を
募
る
。
紙
の
場
合
は
一
名
に

絞
っ
た
方
が
断
然
面
白
い
と
感
じ
た
。

だ
が
、
紙
ば
か
り
で
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使

用
す
る
方
法
も
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
、

複
数
名
同
時
回
答
で
も
良
い
だ
ろ
う
。

３　

質
問
の
内
容

　

い
よ
い
よ
教
師
側
が
質
問
す
る
。
回

答
は
あ
く
ま
で
も
「
紙
に
書
い
た
こ

と
」
の
み
。

〇
恋
人
編

①　

今
恋
人
が
い
る
か

②　

何
人
か

③　

デ
ー
ト
は
週
に
何
回
す
る
か

④　

初
め
て
の
デ
ー
ト
は
ど
こ
か

⑤　

そ
の
人
は
何
歳
か

⑥　

ど
こ
が
好
き
か

⑦　

誰
に
似
て
い
る
か

⑧　

告
白
の
言
葉
は

我
先
に
と
手
を
挙
げ
る
の
は
大
抵
や

ん
ち
ゃ
だ
ろ
う
。
や
ん
ち
ゃ
を
中
心
に

爆
笑
の
渦
が
生
ま
れ
る
。
他
に
「
ト
イ

レ
編
」「
給
食
編
」「
幽
霊
編
」
と
子
供

た
ち
が
好
き
そ
う
な
テ
ー
マ
も
載
っ
て

い
る
。
最
初
に
ど
の
テ
ー
マ
が
い
い
か

番
号
を
言
わ
せ
て
、
盛
り
上
が
り
そ
う

な
テ
ー
マ
を
あ
て
が
っ
て
も
面
白
い
。

高
学
年
以
上
で
は
、
子
供
た
ち
に
他
の

テ
ー
マ
を
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

教
職
員
間
な
ど
大
人
の
レ
ク
で
も
十
分

楽
し
め
る
。

　

教
師
側
の
対
応
力
と
組
立
て
も
鍛
え

ら
れ
る
レ
ク
で
あ
る
。

参
考
文
献
：「
絶
対
に
盛
り
上
が
る
バ

ス
レ
ク
16
連
発
！　

赤
」
サ
ン
ソ
ン

著

BO
BRX

RGV
D
9

（
電
子
書
籍
）

谷編集長の評定

よくあるゲームだが、分かりやすく書かれてい
て惹きつけられる。盛り上がること間違いなし
だろう。参考文献から参考にした部分と自分の
オリジナル部分とを明示するとさらに良かった。
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向
山
日
記

三
月
二
日
㈯	

「
教
育
新
宝
島
」

を
読
む
。
卒
業
式
呼
び
か
け
の

実
践
。
俺
い
い
こ
と
書
き
残
し

た
な
。
今
振
り
返
っ
て
も
向
山

の
四
〇
年
前
の
指
導
は
理
に
か

な
っ
て
い
た
な
あ
…
。

三
月
四
日
㈪	
二
月
（
四
月
号
）

の
向
山
日
記
を
書
く
。

三
月
九
日
㈯	

今
週
の
「
教
育
新

宝
島
」
は
鉛
筆
の
持
ち
方
。
大

切
な
課
題
だ
。
教
育
の
入
り
口

だ
か
ら
だ
。
取
り
上
げ
た
点
は

極
め
て
重
要
だ
。

三
月
十
四
日
㈭	

夕
方
か
ら
ア

ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、
中
央
事
務
局

会
議
に
出
席
。
全
国
か
ら
五
〇

名
以
上
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
。

懇
親
会
は
、「
木
曽
路
」。
関
西

か
ら
溝
端
先
生
も
参
加
さ
れ
た
。

三
月
十
九
日
㈫	

福
井
県
・
上
木

先
生
た
ち
三
名
、
研
究
所
に
来

社
。
昼
、「
木
曽
路
」。

三
月
二
十
日
㈬	

高
輪
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
「
な
だ
万
」
で
、
向
山

塾
事
務
局
の
打
ち
上
げ
。一
二
名
。

三
月
二
一
日
㈭	

北
海
道
・
水
野

先
生
が
旗
の
台
に
来
訪
。
八
名

で
「
木
曽
路
」。

三
月
二
五
日
㈪	

三
人
会
。
板
倉

先
生
、師
尾
先
生
と
、向
山
。「
木

曽
路
」。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
を
一

冊
の
本
に
す
る
と
き
に
参
考
に

し
た
別
冊
Ｐ
Ｈ
Ｐ
の
本
を
板
倉

先
生
が
持
っ
て
き
た
。

三
月
二
六
日
㈫	

元
旺
文
社
編
集

長
の
小
貫
さ
ん
と
ヤ
マ
キ
の
仕

事
を
一
緒
に
し
て
い
る
江
塚
さ

ん
と
「
亀
七
寿
司
」。
長
い
付

き
合
い
だ
。

三
月
二
七
日
㈬	
「
教
育
新
宝
島
」

を
読
む
。
藤
野
先
生
の
こ
と
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。
藤
野

先
生
は
一
流
の
プ
ロ
歌
手
だ
っ

た
。
師
匠
も
一
流
だ
っ
た
。

三
月
三
十
日
㈯	

東
京
八
重
洲
で
、

向
山
型
国
語
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。

全
国
か
ら
二
五
〇
名
の
参
加
。

三
月
三
一
日
㈰	

前
日
に
続
き
、

向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。

午
後
一
時
挨
拶
。

谷
日
記

三
月
二
日
㈯	

学
生
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
。
学
生
組
織
の
発
展
は
極

め
て
重
要
な
課
題
だ
。

三
月
三
日
㈰	

オ
ン
ラ
イ
ン
英
語

セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
福
岡
へ
移
動
。

三
月
四
日
㈪	

福
岡
で
正
進
社
販

売
代
理
店
会
議
。
九
州
全
域
。

三
月
七
日
㈭	

長
谷
川
学
級
参
観

四
回
目
。
ま
た
進
化
し
て
い
る
。

三
月
八
日
㈮	

執
行
部
の
三
人
会
。

三
月
九
日
㈮	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
体
験
ツ

ア
ー
で
講
師
。初
め
て
の
方
多
数
。

三
月
十
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
。
近
藤

真
彦
の
ラ
ジ
オ
番
組
二
回
目
。

三
月
十
一
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

三
月
十
二
日
㈫	

東
京
駅
で
朝
日

新
聞
打
合
せ
。「
お
し
ご
と
年

鑑
」。
そ
の
後
熊
谷
へ
移
動
し

て
執
行
部
会
議
。
新
し
い
店
で
。

三
月
十
三
日
㈬	

サ
ー
ク
ル
和
。

三
月
十
四
日
㈭	

大
学
会
議
後
、

中
央
事
務
局
会
議
へ
。
旗
の
台
。

三
月
十
六
日
㈪	

教
材
活
用
セ
ミ

ナ
ー
で
奈
良
へ
。
懐
か
し
い
メ

ン
バ
ー
と
久
々
の
再
会
。

向山・谷日記
2024年3月

三
月
十
七
日
㈰	

冬
合
宿
下
見
で

船
橋
。
少
し
手
狭
に
な
り
そ
う

だ
が
、
条
件
は
か
な
り
良
い
。

三
月
十
八
日
㈪	

光
村
と
デ
ジ
タ

ル
系
の
打
合
せ
。
登
戸
に
て
。

三
月
十
九
日
㈫	

青
年
事
務
局
。

三
月
二
十
日
㈬	

向
山
塾
打
ち
上

げ
。
師
匠
と
事
務
局
・
講
師
と

品
川
で
。
四
次
会
？
ま
で
。

三
月
二
五
日
㈪	

都
道
府
県
代
表

者
。
全
国
の
動
き
が
う
れ
し
い
。

三
月
二
六
日
㈫	

韓
国
教
育
視
察

へ
。
出
発
前
に
空
港
で
光
村
と

打
合
せ
。
ソ
ウ
ル
着
陸
後
、
韓

先
生
と
再
会
。
翌
日
は
韓
国
の

学
校
視
察
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
施
設
が

す
ば
ら
し
い
。
首
席
教
師
の
授

業
を
参
観
。
う
ま
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
許
も
飛
び
込
み
で
授
業
。
日

韓
の
授
業
交
流
の
道
が
開
け
た
。

三
月
三
十
日
㈯	

向
国
セ
ミ
ナ
ー

東
京
。
論
文
コ
メ
ン
ト
、
韓
国

報
告
等
。
懇
親
会
。

三
月
三
一
日
㈰	

向
算
セ
ミ
ナ
ー

で
挨
拶
。
懇
親
会
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

向山洋一の
言葉から学ぶ教育実践１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』７月号
予告　6月15日発行

子供の学びを支える教師の技術
ベーシックスキルの一歩を特集

谷　和樹　許　鍾萬　小嶋悠紀　木村重夫
桑原和彦　川原雅樹　塩谷直大　松﨑　力
林　健広　上木信弘　椿原正和　小川　晋
松藤　司　長谷川博之　　　　　　　　　

編
集
後
記

▼
教
育
界
に
は
無
意
味
ど
こ
ろ
か
、
多
大
な
る

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
形
式
主
義
が
は
び

こ
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
今
日
に
至
る
ま
で
残
存

し
続
け
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
教
師
が
改

革
の
努
力
を
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
心

あ
る
人
も
い
た
は
ず
で
す
が
、
既
得
権
益
と
の

闘
い
と
な
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
お
り
、
踏
み

出
せ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
登
場
し

た
の
が
向
山
洋
一
氏
で
し
た
。（
長
谷
川
）

▼
子
供
の
主
体
性
を
教
師
が
奪
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
？
　
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
今
月
号
で

す
。
な
ぜ
、
黙
っ
て
給
食
を
食
べ
る
の
か
？
　

本
当
に
社
会
に
出
て
か
ら
必
要
な
力
が
身
に
付

い
て
い
る
の
か
？
　
教
師
の
見
栄
や
学
校
の
慣

例
だ
け
で
指
導
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
供
た

ち
を
苦
し
め
て
い
な
い
か
。
も
う
一
度
考
え
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。（
松
島
）

▼
林
健
広
氏
は
文
科
省
の
通
知
を
根
拠
に
教

材
採
択
を
目
の
前
の
「
児
童
生
徒
の
実
態
を

最
優
先
す
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
今
月
号

は
子
供
た
ち
の
「
実
態
」
に
合
わ
せ
て
、
形

式
に
捉
わ
れ
ず
、
よ
り
良
く
改
善
す
る
ヒ
ン

ト
が
満
載
で
す
。
魔
の
六
月
と
呼
ば
れ
る
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
子
供
の
「
実
態
」
を
見
取

り
、
学
校
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

で
す
。（
塩
谷
）
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5月 新刊

１人１台端末が導入されて約３年。授業では日常
的なICTの活用を学級経営に落とし込むとどうなるか？
「教師も子供も楽しいワザ」の実例とともに、ICTを
学級経営で使うワンランク上の驚きの活用法、満載。
この一冊で ｢学級経営×ICT｣ の実践スキルがわかる！

坂本良晶氏、推薦！　英語が得意でなくても大丈夫。
小学校教師ならではの「強み」を活かした他教科コ
ラボの英語の授業を、Xで大人気のネコ先生書き下
ろしのマンガ付きで提言。「とにかく読みやすい！」
と大好評の、小学校外国語活動でおすすめの一冊。

教室ツーウェイNEXT22号
特集＝学級経営にICT参入
～明るい楽しい教室出現のヒント～
A5判並製／132ページ／1,760円A5判並製／132ページ／1,760円

マンガでサポート！マンガでサポート！
他教科コラボのChaChat英語
英語が苦手!?な担任でも創れる小学校外国語活動
成田潤也 (著) ／ネコ先生 (イラスト)
四六判並製／129ページ／1,980円四六判並製／129ページ／1,980円

※定価はすべて税込表示です。

以下は、直近の6冊です。15号「子供用PC・タブレット」、最新21号「「教師が教える」から「子
供の学び」へ」は特に売れ行き良好です。『教室ツーウェイNEXT』の既刊書も最上部のQRコー
ドから、弊社オンラインショップにてお求めいただけます。また、『教室ツーウェイNEXT教室ツーウェイNEXT』』教室ツーウェイNEXT』教室ツーウェイNEXT教室ツーウェイNEXT』教室ツーウェイNEXT 23号は23号は
「子供か「子供からら「問い「問い」」続出！続出！探究的学習・面白テーマ100探究的学習・面白テーマ100」」というテーマで企画進行中です。というテーマで企画進行中です。

『教室ツーウェイ
   NEXT』NEXT』NEXT

好評既刊のご案内

向山洋一先生のロングセラー教育新書全19巻、「授業の腕が上がる新法則
シリーズ」全13巻をはじめ、すべての新刊・既刊をご購入いただけます。

『教室ツーウェイNEXT』第５期　年間定期購読のご案内
号数  22号（2024年5月刊）／23号（８月刊）／24号（12月刊）
割引 通常価格5,880円（税込・送料込）⇒5,000円（税込・送料無料）

ご予約  弊社「mirai online shop」（下記）にて承ります。
https://gakugeimirai.theshop.jp/items/79786510

書籍の詳細情報は弊社オンラインショップでご覧頂けます⬆



6月 新刊のご案内

5月 新刊

好評既刊のご案内

『教室ツーウェイNEXT』第５期　年間定期購読のご案内
号数
割引

ご予約
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